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第一章　どうやら私、災難（？）体質のようです




　光と影、陰と陽、月と太陽。

　世の中は相対するものであふれている。お互い全く違うものだとその存在は認めるものの、あえて近づくことはない。

　私、矢や吹ぶき純じゅん菜なにとって、目の前にいる男はそういう存在だった。

　――はずだ。

　なのに……どうして？




「どうしよう……まだ帰ってこない」

　純菜はパソコンに向かいながらも、時計をちらちら眺めていた。もちろんこんな状態では仕事が捗るわけなんてなかった。

　心ここにあらず。落ち着かずに何度も眼鏡を触ってしまう。

　そもそも先方がアポイントなしでやってきたのが原因なのだが、だからといってあまり待たせるのはよくない。

　早く戻って来てよ。胃が痛くなる。

　来客をすでに二十分も待たせている。さっきから時計と応接室、それから事務所の入り口を何度も見てひとり焦っていた。

　ここ『榎え並なみ法律事務所』は、様々な分野の法律のプロフェッショナルが集まる国際法律事務所だ。国内外に拠点を構えており、在籍する弁護士資格所持者は五百人を超えている。契約文書の作成や過去の資料探しなど、法律業務を行うパラリーガルと呼ばれる法律事務員、それからリーガルアシスタントと呼ばれる、各弁護士のスケジュール管理や経費精算などを行う事務員がおり、純菜はリーガルアシスタントとして在籍している。

　クライアントは主に企業。訴訟や仲裁に始まり、ファイナンスや投資、倒産や事業再生など企業活動に関するほぼすべての分野をサポートする。

　純菜は大学卒業と同時にこの事務所に就職。就職難と言われる中、希望する仕事につけたことは幸運だった。現在四年目、二十五歳の彼女はここのところやっと様々な仕事を人に頼らずにできるようになってきたところだ。

　しかしこういう自分に原因がないトラブル……お困り案件に関してはいつまで経っても慣れそうになかった。

　来客を放っておくわけにはいかない。純菜は重い腰を上げて応接室に向かう。扉の前で深呼吸をしてノックをすると、中から「はい」と返事があった。

　扉を開けると待っていた女性が期待のこもった目で純菜を見て、それから明らかに肩を落とした。

「なーんだ。鮫さめ島じま先生じゃないんだ。ねぇ、いつになったら来るの？」

　ソファにもたれかかり、見るからに残念そうにしている。

「申し訳ございません。もう少し時間がかかるようでして」

　頭を下げた純菜が顔を上げ彼女を見た。すると女性はさも興味なさそうに、綺麗なネイルを施した指でスマートフォンの画面に触れながら口を開いた。

「このお茶、不味いから下げて」

「えっ、はいわかりました」

　不機嫌な声にびくっとしながら、言われた通りにお茶を下げる。トレイを使わないのは失礼かもしれないけれどしかたない。

「いましばらくお待ちください」

　それだけ告げ、急いで部屋を出た。

　ばたんと扉が閉まった瞬間、決心する。

「やっぱり、もう一回電話しよう」

　このままではこの後のアポイントにも影響が出てしまう。そう考えると、いてもたってもいられず、デスクに戻ると受話器を手に取り短縮【１】のボタンを押した。コール音を聞きながらまたもや時計を見る。

　あぁ。もうお客様が来てから三十分も経った。

「矢吹さん、鮫島先生まだなの？」

　デスクの真向かいに座る、先輩アシスタントの国くに見み葵あおいが声をひそめて尋ねる。

　彼女は三つ年上の二十八歳、あまり周囲となじもうとしない純菜のよき理解者だった。彼女とは時々プライベートで会ったり、悩みを聞いてもらうほど仲良くしていた。

「はい、電話にも出ないです」

　むなしく響くコール音。諦めて受話器を置こうとしたときに事務所の扉が開いて、純菜の待ち人が現れる。

「鮫島先生っ！」

　普段あまり大きな声を出さないようにしているが、今日のようなときは仕方ない。

「おお、矢吹。ただいま」

「もう、遅いですよ。さっきすぐに戻るって言ったから本もと宮みやさんにお待ちいただいたのに。すごくご立腹ですよ」

　恨みがましく文句を漏らしてしまう。

「すぐに戻ってこの時間なんだって。応接室に行くからお茶頼んだ……ってやっぱりコーヒーがいいな。俺」

　トラブルを呼び込んだ張本人、この事務所の人気弁護士である鮫島壱いっ生せいは悪びれる様子もなく、にっこりと微笑みながら応接室に入っていった。

　その態度に憤ふん懣まんやるかたない。

「なんで笑っていられるの？」

　思わずこぼした言葉に葵がくすくすと笑う。

「ほんとにね。あの人の心臓どうなってるんだろうね。でもね、イライラしても彼は変わらないわ」

　呆れた様子だけれど、それが彼だと周りが認めてしまっている。

　だからって許されるのは間違っていると思うの！

　まだ収まらない怒りを抱えたまま、給湯室に向かう。

　こうなったらマグマのごとく熱いコーヒーを淹れてしまおうか。

　怒りに任せてそんなことを考えたが、もちろん適切な温度のコーヒーを用意する。彼は近くの喫茶店で扱うコーヒーが好きで、この給湯室にストックしてある。先ほどお茶が不味いと言われたが、壱生のコーヒーだけ準備するのは失礼なので来客分も一緒に用意した。

「もう、鮫島先生なんて本宮さんに怒られちゃえばいいんだ」

　本宮さん、めちゃくちゃ怒ってるだろうなぁ。

　本宮乃の亜あは壱生が担当した依頼主のひとり。大手クライアント『本もと宮みや自動車』の長女で、壱生は彼女の離婚裁判を担当した。

　すでに離婚は成立したのだが、まだこうやってたびたび壱生を訪ねてくることがあった。

　よく言うとお嬢様体質。悪く言えばわがままで、壱生が不在のときなど純菜は少々手を焼くこともあった。

　今日もアポイントなしでやってきて、勝手に待つと言ったのは彼女だった。壱生がいないとわかった時点でかなり不機嫌になり、用件を伺おうとしたけれど『鮫島先生を出せ』の一点張りで取り付く島もなかった。

　何度か会って知っているが、待たされるのが嫌いな人だ。きっと怒りは蓄積されて爆発寸前に違いない。

　あれこれ考えていたら、給湯室を出る頃には気持ちが落ち着いた。

　応接室の扉をノックすると、すぐに中から「はい」と返事があったので中に入る。

　ピリピリした空気を覚悟して入ったにもかかわらず、笑い声が聞こえてきてびっくりした。

　思わずその場に立ち尽くして、ふたりの様子を見る。固まっている純菜に気が付いた壱生が声をかけた。

「矢吹、どうかした？　早くお出しして」

「あ……すみません」

　乃亜の前にコーヒーと茶菓子を置き、次いで壱生の前にコーヒーを置くと「失礼します」と声をかけて部屋を出た。

　その間、乃亜は純菜の方を一度も見ないほど壱生との話に夢中になっていた。

　いったいどうしたら、あんな和やかに話ができるの？

　腑に落ちないままデスクに戻る。するとその様子を見ていた葵がニヤニヤ意味ありげな笑みを向けてきた。

「お客様、笑ってたんじゃない？」

「ええ。毎度のことですが、どうやって相手の怒りを抑えるのか不思議です」

　待たせている間に純菜が顔を出した際は、ものすごく不機嫌な顔で「まだなの？」と聞いてきたのに、本当にあのときと同一人物なのだろうかと思う。

　葵はしたり顔で教えてくれる。

「だって、鮫島先生は無類の人たらしだもの」

「それはそうですけど……私の前では本宮さんすごく不機嫌だったんですよ。絶対今日こそは怒って帰ると思ったのに。私が顔を出したときはそれはもう怖い顔をしていて。実際に『まだなの？』って何度も聞かれましたし」

「そんな相手でも手懐けるのが、あの男なのよ」

　葵は右手に持ったボールペンを振りながら、自ら納得したように頷いた。

「はぁ。そうなんですよね。でも毎回私だけがすごく心配して……神経がすり減ります。もういい加減にしてほしい」

　大きなため息をつき、がっくりと肩を落とす。本人はあっけらかんとしているのに、どうして自分が気をもまなくてはならないのだと嫌気がさす。

　そうこうしていると、上機嫌の乃亜が壱生と共に応接室から出てきた。遠目に見てもスキップしそうなほど、喜んでいるように見えた。

「すごくご機嫌ね、本宮さん。そりゃまあそうか。彼女の目的は鮫島先生に会うことだからね。いやぁ、今日も寸分の狂いもなくいい女オーラ出しまくってたね」

　葵が呆れた表情を浮かべている。

　そこに女性の声が割って入った。

「たしかに本宮さん、綺麗ですもんね。生きっ粋すいのお嬢様だし」

「水みず原はらさん……」

　いつの間にか脇に立っていたのは、葵と同期でパラリーガルの水原怜れい奈なだ。彼女の登場で純菜はそれまで開いていた口を閉じ、わずかに緊張する。

「本当に、矢吹さんとは雲泥の差、月とすっぽんって感じよね」

　するどい視線を向けられて、ぎゅっと奥歯を噛んだ。彼女が純菜に厳しいのはいつものことだけど、敵意に満ちた視線に慣れることはない。

　それに今回の彼女の発言には、純菜もおおむね同意だ。

　たしかに本宮乃亜は美しい人だ。背中まである栗色の髪はふわふわに巻かれていて、近くによるといつもいい匂いがする。小さな顔にお行儀よく綺麗なパーツが並び、十人いれば十人が美人と言うだろう。そして彼女自身もそれを理解していてその自信がますます彼女を美しく見せていた。たとえどんなわがままを言おうとも、それを受け入れられる立場にいる女性だった。

「あら、私はあんまり好きじゃないわ。矢吹さんの方がかわいいのに」

　葵は怜奈の敵意から純菜をかばおうとする。しかし怜奈にとっては不快だったのか、ますます責められる。

「あはは！　そんなこと言ったら国見の美意識まで疑われるわよ？」

「はぁ？　いったいどういうことよ」

「言葉の意味そのままだけど」

　葵と怜奈の間に火花が散る。怜奈の言いがかりだとしても自分のせいでふたりが言い争っているのに耐えられなくなった純菜は、椅子から立ち上がった。

「私、応接室の片付けをしてきます！」

　こういう場合は逃げるが勝ちだ。純菜はそのまま給湯室に向かい、トレイを手にして先ほど使われていた応接室に向かった。

　中に入り、置かれたままのコーヒーカップをトレイに乗せ、それからテーブルをふきんで拭いていく。

　ついでにチェストの上に飾ってある花瓶から落ちている花びらも拾い、ぐるっと周囲を見渡していると、鏡に映った自分の姿が目に入る。

　先ほどの葵の言葉『かわいい』が、お世辞だということを純菜はわかっている。自分が野暮ったいことを理解しているからだ。

　まじまじと鏡に映った自分の姿を見る。

　一度も染めたことのない肩のあたりまでのバージンヘア。仕事中は邪魔にならないようにひとつに結ぶことも多い。もう何年も同じ髪型をしている。社会人のマナーとして化粧をするけれど、眼鏡で隠れるので本当に最低限しかしていない。洋服も着回しのきく黒やベージュなどの地味な色が多い。

　百七十二センチある身長のせいで、学生の頃は心無い男子に「大女」なんて呼ばれていた。それがもとで少しでも身長を低く見せたくて背を丸めて歩いている。なるべく目立たないように。それだけを心に生きてきたのだ。

　長身のおかげで何もしなくても目立ってしまう。だからこそいつも質素な服装を心掛け、あまり印象に残らないように工夫していた。

　昔はふわふわのスカートや、かわいいレースも好きだったのにな……。もし今の私が本宮さんみたいな華やかな装をいをしたら……。

　ふと想像しそうになったけれど、どう考えても似合わないという結論に至った。

　そのときコンコンとノックの音が聞こえ、我に返り返事をしながら振り返る。

「さっきはごめんね。嫌な思いさせて。水原ったら自分が鮫島先生のアシスタントになれなかったからって、いつまでも矢吹さんのこと目の敵にして、まったく」

　葵が申し訳なさそうに現れた。

「いいえ、お世辞でもかわいいって言ってもらってうれしかったです」

　純菜はこれ以上葵に気を遣わせないように、一生懸命笑みを浮かべた。あまり人付き合いが上手ではない純菜のことを、いつも気にかけてくれている大切な先輩だ。

「お世辞じゃないわよ。私は中身も含めて矢吹さんの方がかわいいって言っているの。鮫島先生のクライアントってなぜだか一癖も二癖もあるのに、きちんと対応していてけなげだわ。こんなに献身的でいいお嫁さんになりそうなのに、恋愛も結婚もしないだなんてもったいないわよ」

　たしかに一般的には恋愛や結婚を考える歳だと思う。実家の両親からもことあるごとに恋人の有無を遠まわしだったり直接だったり聞かれる機会が増えた。

　それでもまだ興味が持てない。と、いうより過去の嫌な出来事と同じ思いをするのではないかと怯えてしまう。

「それは……私みたいな人間に恋愛は贅沢ですよ」

　過去の傷の疼きを悟られないように、笑ってごまかした。

「それに仕事だからやってるだけで。本音を言えばやっぱり鮫島先生のアシスタントは下りたいです」

「あら、また？　もう何回目よ。言ったって無駄なんだから」

　葵の呆れたような言い方に、抗議する。

「それでも、嫌なものは嫌です。あの、もう一度代表に掛け合ってみてもいいでしょうか？」

　葵に泣きついていると後ろから「何の話だ？」という声が聞こえて肩をビクッと震わせた。

　振り向いた先にいたのは壱生だった。

　いつの間にやってきていたのか、開けっ放しになっていた扉の枠にもたれるようにして立っていた。ただそれだけなのに美しいと思ってしまうほどの容姿に思わず純菜も葵も見とれた。

　流れるようなさらさらの髪。整えられた前髪から覗く鳶色の瞳。高い鼻筋に、わずかに口角の上がった形のよい唇。それらがきちんとあるべき場所に収まっている。神様の最高傑作といっても過言ではないほどの美形。

　仕立てたスーツは彼の体にフィットしていて、そこらのモデルなんか目じゃない。彼が歩くとすれ違った人が振り向くのはいつものことだった。

　もともと人目を引く彼だったが、三十歳になり男の色気が増してきて、ますます男ぶりを上げていた。

　――なんというか、もうオーラが違うんだよね。

　そんなもの見えるはずないのに、きらきらと輝く何かをまとっているように見えた。

「いえ、なんでもありません」

　数秒見とれてしまった後、姿勢を正して今までの話がなかったかのように、すでに拭き終わっているテーブルをもう一度拭く。しかしそんなごまかしは壱生には通用しなかった。

「なんでもないことないだろう？　ペアの俺に相談してみろ」

　問題の張本人に相談して、どうにかなるならとっくにそうしている。

「いえ、大丈夫ですので」

　きっぱりと断ると、何がおかしかったのか壱生がクスクス笑った。

「まあ、代表に掛け合うのは自由だけど。俺は絶対認めないからな」

「な、聞いていたんですか!?」

　壱生は人の悪い顔で笑っている。

「安心しろ。誰がなんと言おうが、君は俺のアシスタントだ」

「ぜ、全然安心できません！」

　上司にもかかわらず思わず言い返してしまう。しかし壱生は全く気にも留めずににこにこしている。

「仕方ないだろう。俺、君のこと気に入ってるんだから。だから今度食事に行こうか？」

　あっけらかんとした態度に、あいた口がふさがらない。

「そ、そんな理由で？」

「むしろそれ以外の理由いるのか？　それより食事に誘ったことはなかったことにされてる？」

　純菜は呆れかえってしまって、口をパクパクと動かすだけで言葉が出なかった。

　壱生は見かけも仕事もパーフェクト。まさに周囲が憧れる大人の男性。

　ただ、モテるが故に常に女性との噂があるので、恋愛に関して浮ついたイメージがある。仕事でも頭の回転がはやく、何もかも計算しているかのごとく、彼の思い通りに物事が進むため、自分のメリットを最優先させているようにも思えた。彼の近くで働くまでは本当にそういう人物だと思っていた。

　しかし意外にも、こうやって純菜をからかってくる子供っぽいところもある。最初は純菜が緊張しないように気を遣ってくれているのだと思っていたが、どうやらなんでも真面目に取り合う純菜で遊んでいるのだとすぐに気が付いた。

「君は俺の楽しみのひとつなんだから、もうそろそろ諦めろ。往生際が悪いぞ」

「私もそう思う」

　葵にまでそんなことを言われて、味方がひとりもいない。

　壱生と葵は意見が合致して、お互い笑い合っていた。

「さてと、打ち合わせに出てくる。直帰の予定だからよろしく」

「え、でもひとつ資料を確認してほしかったんですけど」

　アシスタントデスクの奥にある個室を指さす。今朝出した資料が未確認のはずだ。

「ん？　ちゃんと見たから俺のデスクから取ってきて進めておいて。もしわからなければ国見さんに聞いて」

　話を聞いていた葵が頷いている。

　え、嘘。いつの間に？　さっきまで外出していてそんな暇なかったはずなのに。毎度のことながら壱生の仕事の早さには舌を巻く。

　驚いている間に壱生は立ち上がり、事務所を出ていこうとする。

「あの、電話だけは出てくださいね！」

　純菜の必死の願いに「了解～」と軽い返事をして彼の背中が扉の向こうに消えた。

「はぁ。あの調子じゃきっと電話には出てくれないだろうな」

　いつもひょうひょうとしていて顔が最高にいいこの男。恐ろしく仕事が早く、それでいて依頼人や相手方の心を掴むのがうまい。

　壱生はこの事務所に在籍する多くの弁護士の中で、間違いなくエースだった。その証拠に受け持つ案件は、同じ年代の弁護士の倍以上。本来ならば共同経営の権利があるパートナー弁護士しか与えられない個室を彼は与えられていた。だが、それについて所内で異論を唱える者は誰もいなかった。みんな彼には一目置いているのだ。

　知識や交渉術だけではない。人との関わり方がうまく、何事も最終的には自分の思う通りに物事を進めている。純菜などは気が付いたときにはいつも壱生の手のひらの上で踊らされている。

　だから少し浮ついたような雰囲気があったとしても、周囲の意見は高評価だった。

　しかしクライアントには丁寧であったとしても、アシスタントの純菜にはそうとは限らない。とくに〝報・連・相〟は適当で、純菜が気をもむ日々を過ごしている。

「まあ、何かあったら私もフォローするから。それに鮫島先生のアシスタントはみんなやりたがるんだから、ありがたいことじゃない」

「全然ありがたくないです」

　みんながやりたがる壱生のアシスタントを、純菜がしているのにはわけがあった。

　それは彼がモテる――いや、モテすぎることに原因があったのだ。
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　それは今からさかのぼること、二年。

　海外留学を終えた弁護士が戻ってくることになった。それが鮫島壱生だ。

　壱生は見た目もさることながら、その経歴も素晴らしかった。大学在学中に弁護士資格を取得して司法修習を受け、この榎並総合法律事務所に就職。二年後社内の留学制度を使いニューヨークに留学。そこでも弁護士資格を取得し提携先の弁護士事務所で大型のＭ＆Ａを成功させ、惜しまれつつも二年前に帰国した。

　まさにどこのドラマの話？と言いたくなるほどだ。

　その時の純菜は入社二年目。もちろん壱生のようなエース級弁護士のアシスタントができるほど知識も経験もなかった。よって自分の仕事を静かにこなしながら、その社内の熱狂を離れたところで見ていた。

　そしてその半年後、純菜は事務所の代表である榎並に呼ばれる。普段ほとんど関わることのない人物に呼び出されて緊張した。何か失敗しただろうかと思い出そうとするけれど、焦ってそれどころではない。

　ノックをして代表の部屋に入ると、そこには代表と一緒に壱生がいた。

「君が矢吹君か。座りなさい」

　応接セットに促されたので「失礼します」と断ってから腰かける。失敗しないようにすべてに気を遣い、緊張していた。手のひらにはうっすらと汗をかいている。

　かたやこの場になぜかいる壱生はとてもリラックスしていた。同じ職場の人間でありながらこの違いは何なのだろうと思っていると、代表が驚くべきことを口にした。

「矢吹君。君は明日から鮫島先生のアシスタントね」

「え？」

　純菜はぽかんと口を開いてマヌケな顔をした。それくらい突拍子もない話だったからだ。

「あれ、聞こえなかった？　矢吹君は明日から鮫島先生とペアで仕事をしてもらう」

　やっぱり聞き間違いじゃなかったんだ。

「私が……!?」

　小声でつぶやいた後、混乱して固まってしまった。何の発言もできないままその場で座っているうちに、どんどん話が進んでいった。気が付けばふらふらしながら自分のデスクに戻って放心状態のまま座っていた。

「……さん、矢吹さん？」

「へ？」

　はっと我に返る。やっと周りの様子に目が向いた。目の前には心配そうにした葵が純菜の顔を覗き込んでいる。

「へ？　じゃないわよ。いったいどうしたの、何があったの？」

　あまりにも様子がおかしいと思ったのか、肩をゆすられた。そこにきて先ほどの衝撃がぶり返してくる。

「私……あの、鮫……島先生が……私……」

「ちょっと、どうかしたの？　こっちに来て」

　純菜の要領を得ない様子から、まずは彼女を落ち着かせようと葵がミーティングルームに彼女を誘い出した。

「ほら、これ飲んで」

「ありがとうございます」

　缶コーヒーが差し出され、それを受け取る。買ったばかりなのかまだ温かく、衝撃と緊張で冷えた指先を温めた。

　葵も向かいの席に座ると、自分の分のコーヒーを飲みながら「どうぞ」と純菜にも飲むように促す。

　言われた通りプルタブを開けて飲む。ほんのりとした甘さが口の中に広がって、やっとなんとか話ができるまで気持ちを落ち着けることができた。

「いつもはわりと落ち着いているあなたが、そんな状態になるなんて何があったの？」

　純菜はすがるようにして、葵に助けを求めた。

「助けてください。実は私、明日から鮫島先生のアシスタントだって代表に言われて……」

「え、マジ？」

　葵も驚きのあまり素が出てしまっている。

「私も確認したんですよ。でも本当みたいで。何で私が……」

　口にしたら感情が高ぶって目に涙がにじむ。

「それは、お気の毒様としか言いようがないわね。代表が決めたのなら覆らないだろうし。あの人一見優しそうだけど、中身は鬼だからね」

　代表の武勇伝のようなまことしやかな話は、純菜も聞いたことがある。ここを日本でも三本の指に入るほどの事務所にした人なのだから、相当な人物であることは理解している。だからこそ彼の言葉には重みがあり反論できず、純菜も受け入れざるを得なかったのだ。

「あの国見さん、代わってもらうわけにはいきませんか？」

　おずおずと上目遣いで聞いてみる。

「嫌よ絶対！」

「そんな即答しなくてもいいじゃないですか。お願いしますっ。私の知識と経験じゃ、鮫島先生の仕事量をこなすことなんて無理です」

「それは問題ないんじゃない。向こうも考慮してくれるだろうし……たぶん」

「たぶん……」

　絶望にかられた純菜が泣きそうになる。

　仕事の量だけが問題ではない。華やかな壱生に比べて、地味な純菜。今わかっている共通点は同じ職場に勤務しているということだけ。仕事といえどアシスタントとなれば相性も大切になってくる。真反対なふたりがうまくいくとは思えないのだ。

「なんで、私なんですか……なんで」

「それは、まあわからないでもない気がするけど」

「教えてください！　なんで私が犠牲にならなきゃならないんですか!?」

　それまで泣きそうだったにもかかわらず、立ち上がって前のめる。

「そういうところよ。おそらくね。とりあえず座って」

「え、はい」

　そういうところと言われても、さっぱり理解できない。

「矢吹さんも知ってると思うけど、鮫島先生のアシスタントは五人も変わってるの。理由はわかるわね」

「まあ、だいたいは理解しています」

　これまで壱生が帰国して半年で五人のアシスタントが交代している。ひとり目の女性は壱生を上司ではなく恋愛の相手として見てしまったのが原因で、仕事が手につかなくなってしまった。

　ふたり目の女性も同じく。

　次は男性のパラリーガルをつけたのだけれど、今度は壱生の仕事ぶりとモテっぷりを妬み、わざと仕事を遅らせるようなことをし始めた。彼曰く自分との能力の違いに嫉妬した、とのこと。

　その話を聞いたときに「そんなことで？」と思ったのを思い出す。後のふたりも同じような理由だ。

「鮫島先生は本当に厄介なのよ。人を惹きつけちゃうの。みんな彼を好きになったり憧れたりする。依頼人の心をほぐしたり、ことを荒立てずに収められる点では、弁護士の仕事は天職よね。憧れているくらいならまだいいけど、それをこじらせるから本当に困るのよ」

　純菜もわかるような気がして葵の言葉に頷いた。これまであまり接点はなかったが、彼の噂は色々と聞いて知っている。

　他の人がどんなに難しいと言った案件でも、すっと相手の懐に入って結果こちらの言い分を通してしまう。

　そんなこと本当にあるのだろうかと疑いたくなるが、彼の仕事ぶりを見ていればそれもあながち嘘ではないのだとわかる。

「ただそれゆえに、トラブルも起きがちなのよね。その点ほら、矢吹さんはさ、鮫島先生のことなんとも思ってないでしょ？」

「それは……そうですけど」

　なんとも思っていないわけではない。正しくは「苦手」なのだ。

　なるべく目立たず、平穏を好み、争いやトラブルを避けて生きてきた。

　だから壱生のような、いつも日を浴びて輝いているような人間の傍には寄りたくない。彼のような人は時々純菜を卑屈にさせる。

　それに加え彼のまぶしさは周囲にも影響を及ぼす。おそらく彼の近くにいるというだけで注目を集めてしまうだろう。

　だからこそ自分から距離を取って近づかないようにしていたのだ。

「でもそんな理由で？」

「十分だとは思うけどね。もう事務所内のトラブルはごめんだわ」

　葵の言うことももっともだ。

「私も拒否できないってわかっているんですけど……でも、でも嫌なものは嫌なんです。だって他になりたい人はまだまだたくさんいそうですよ？」

　壱生を狙う女性たちの顔が何人か思い浮かぶ。その人たちから明日以降どんな目を向けられるのかと考えるだけで震えた。

「その人たちじゃ、結局同じトラブルになるのが目に見えてるわ」

「国見さんもあまり鮫島先生に興味ないですよね？　代わってください！」

「それはごめんだわ。私まだ鮫島先生のファンたちに殺されたくないもの」

　肩をすくめる葵に、純菜は絶望した。

「ひどい」

「まあ、腹をくくるしかないわね。仕事のことは手伝ってあげるから」

　先ほどぼんやり聞いていた代表の話では、壱生の下には彼の希望で専属のパラリーガルも置かないということだ。本来純菜がしないような専門用語が飛び交う仕事を頼まれる可能性がある。日中も息つく暇もないほど働き、残業も増えるだろう。

　考えれば考えるほど、どうして自分がこんな目に合わなくてはいけないのだと恨み節ばかりが胸に渦巻く。

　とはいえ断る勇気などない。

「……はい」

　もうどうにも覆ることがないのなら、覚悟を決めるしかない。そう思って肩を落としているとノックの音が聞こえた。葵が返事をするかしないかのタイミングで扉が開いた。そこにいた人物を見て驚く。

「あ～いたいた。探したんだぞ。矢吹」

「鮫島先生！　私ですか？」

「ああ。そう、ちょっと話をしておきたいことがあって。彼女借りていいかな？」

　壱生の言葉に葵は席を立つ。すれ違うときに「頑張って」とだけ言って部屋を出て行った。

　いきなり悩みの張本人を目の前にして緊張する。

　もしかして向こうから断ってくれるかもしれない。期待をして顔を上げた純菜は笑顔の壱生と目が合う。

　すると彼はさらに笑みを深めた。それだけでこれまで重かった部屋の空気が柔らかくなった気がする。

　これが噂の……。

　どこか冷静に判断している自分をおかしく感じた。

「矢吹、俺とペアの件。やっぱり嫌だと思ってる？」

　ここでどう答えていいのか迷う。

「いいから、正直に」

　彼の言葉に甘えて素直に答えた。

「はい。私では身に余ります」

　自分が言っていることがわがままだということは十分理解している。けれど一縷の望みに賭けた。

「でも、もう決定したから覆せない。実は俺、代表から釘刺されていて。今度事務所内でトラブルを起こしたら出世に影響するってさ」

「それはご自身の問題ではないのですか？」

　望みが絶たれてしまったせいか、言葉がきつくなる。入社して一度もこんなにはっきりと自分の意見を言ったことがない。窮鼠猫を噛むと言うのはこういうことをいうのだろうか。

　壱生も、おとなしいと思っていた純菜が言い返したことにわずかに目を開いて驚いた様子を見せたが、その後口角を上げてなぜか楽しそうに笑う。

「おお、言うね。確かにそうなんだけど、不可抗力だからしょうがないだろ？」

　反省していないその軽い態度に眩暈めまいがしそうだ。思わずキッと彼を睨んでしまった。

「いいね、その顔。俺のこと嫌いでしょ？」

「そこまで言ってません。苦手なだけです」

　普段はこんな風に思っていることをはっきり言うことなんてまずない。しかし今日の純菜は色々と我慢の限界だったのだ。

「それでいい！　いやむしろそれがいいんだよ！　君は絶対俺のことを好きにならないでくれ」

　壱生でなければ、なんて傲慢なセリフなのだと思う。

　呆れた純菜はまじまじと壱生の顔を見る。

「噂に聞いたんだけど、君は恋愛にも結婚にも興味がないんだって？」

　誰がそんなことを？　どこにでも噂好きの人はいるのだと改めて思う。

「はい。ですので私が鮫島先生に好意を寄せるようなことはありませんので、その点は問題ないと思います」

「それだけで十分。俺も恋愛にはうんざりしてるから」

　それは意外だった。彼のような完璧な男性は仕事も恋も思い通りなのだと思っていたから。

「仕事は俺ひとりでできることも多いし。簡単なものから割り振るから。あ～助かる。よかったぁ」

　心底喜んでいる姿を見て、なんだかこれ以上抵抗するのも申し訳ない気がしてきた。

　彼だってできればこんな新米のアシスタントではなく、ベテランで仕事ができる人の方がいいに決まっている。

　それにアシスタント交代の件も、彼が直接悪いわけではない。それなのに自分ばかりが文句を言うのは間違っている気がしてきた。

　これ以上話をしても何も変わらないんだろうし……。

　仕事の面では考慮してくれるようだ。純菜は覚悟を決めて頷いた。

「かしこまりました。まだ入社二年目で知らないことばかりです。ご迷惑をおかけしますがよろしくお願いします」

「そう言ってくれると思っていたよ、ありがとう。矢吹さんは救世主だ」

　さっと手を差し出されて戸惑った。けれど壱生は強引に純菜の手を取って無理やり握手をする。

「これからよろしく」

　契約を交わしたかのようなこの時の握手を、純菜はこの先何度も後悔した。
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「まあ、とにかく――」

「あ、はい」

　過去を思い出していてぼーっとしてしまっていた。葵の声で呼び戻される。

「あなたはあの男からは逃げられないのよ。残念だけど」

「そんな怖いこと言わないでください」

「あら、私から見たらいいペアよ。矢吹さんだって鮫島先生には割と思っていることちゃんと言えるじゃない」

「それはそうですけど」

　二年も一緒に働いているせいか、壱生に対して身構えることが無くなってきたのはたしかだ。

「とにかく、頑張って」

「はい」

　いつまでも愚痴っていても仕方がないと、諦めて席に戻り仕事に取り掛かった。自分もわかっているのだ。半年で五人も変更になったアシスタントが純菜になってから二年も続いている。周囲はもう壱生のアシスタントを務められるのは純菜しかいないと思っているだろう。

　今さら騒いだところで、どうにもならないと理解しているのだ。だから諦めておとなしく今日の仕事に取り掛かる。

　壱生の席からチェックしてもらった資料を取って来て、何点か修正の付箋が貼ってある箇所をチェックしていく。

「ん？　なんだろう」

　資料の最後に、いつものとは少し違う大きめの付箋が貼ってあり確認をする。

【明日の件、ありがとう】とだけ書いてあった。

　わざわざこんな形で礼を告げられて思わず顔がほころぶ。

　明日壱生の恩人の告別式がある。しかし会場が遠方でスケジュールの都合がつかずに代わりを立てる予定でいた。そこで純菜が前後の予定を調整してなんとか告別式に参加できるようにしたのだ。

　正直言うと法律関係の仕事は、壱生に助けてもらうこともまだまだ多い。だからそれ以外のことはできる限りのことをしてきた。今回もその延長上で決して特別なことをしたつもりはない。

　けれどこういう形で感謝を伝えられるとやはりうれしいものだ。

　だからこそ、この二年やってこられたんだろうな。

　壱生は一見、外見やスマートな身のこなしから軽い男性に見られがちだ。

　けれどそれ以上に気遣いのできる人だ。努力していることは褒めてくれるし、苦労していることは手伝ってくれる。この二年近くで彼に対する見方は大きく変わった。

　とはいえ……担当を代われるものなら代わりたいけど。

　いまだに彼の熱烈なファンである事務所の女性陣や取引先の人から、一緒にいるだけで厳しい視線を向けられることがある。その視線に「なんでこの程度の女が」という蔑みを感じることも少なくない。

　特に、先ほど絡んできた怜奈は、その敵意を隠そうともしない。

　しかし純菜は自覚していた。「この程度の女」だから彼のアシスタントが務まるのだと。

　彼に少なからず思いを寄せている人は、純菜が隣にいることをよしとはないものの他の優れた人間が隣にいるよりは〝まし〟だと思っているのだ。

　背ばかり大きくてそのコンプレックスが引き金になり、ずっと自分に自信がなかった。学生の頃に男女関係で傷ついてそれがトラウマになり、恋やおしゃれなど年頃の女の子が経験するようなことは遠くから眺めているだけだった。

　今も他人に不快感を与えないように、清潔感を第一にした地味な服装しかしない。それで問題のない生活を送っている。

　行動でも周囲に合わせるために常に気を遣っていた。失礼のないように嫌な思いをさせないように。そのおかげで周囲から浮くこともない。

　ただなかなか本来の自分を見せることがないだけで、心の中では常にあれこれと考えているし理不尽なことに突っ込みを入れている。完全なる内弁慶。それが純菜の自己評価だ。

　しかし時折、壱生みたいな強烈な個性を前にすると素が出てしまうこともある。その回数が最近増えてきたように思う。

　壱生もそれを楽しんでいて、わざと純菜の感情をゆさぶっているのではないかと思うほどだ。

　ここ最近は、よく週末食事に誘ってくる。それは本当に行こうと思っているわけではなく、純菜がどう断るのかを楽しんでいるようだ。

　一度ＯＫしたらどんな顔するだろうかと想像すると楽しくなる。

　純菜もそんな環境を嫌だとは思っていない。もちろん壱生に直してほしいところはたくさんあるけれど、彼と仕事をするのは、学ぶことが多く刺激的だった。

　なんだかんだ言って、私も結構楽しんでるんだよね。

　嫌だと思うことも多い。けれどそれ以上に得るものもある。

　とにかく純菜の中にある壱生に対する思いは複雑なのだ。










第二章　厄日は続くよどこまでも




「矢吹、ちょっといいか？」

　ある日の午後、ミーティングルームで大量の資料を整理していると、壱生がノックもなく中に入ってきた。

　しかし明らかに様子がおかしい。壱生は朝から直行で外出していたので今日顔を合わせるのは初めてだ。顔が青白く声にもいつもの覇気がないし、キラキラオーラも半減している。

　頭痛がするのかこめかみのあたりを押さえながらこちらに歩いてきたので、急いで椅子を引いて座るように促す。すると壱生はすぐに椅子に座って机に顔を突っ伏した。

「あの、大丈夫ですか？」

　純菜は心配そうに顔を覗き込む。

「いや……大丈夫じゃない。ただ、今から言う仕事だけは終わらせないといけないから手伝ってくれ」

「はい。すぐに取り掛かります」

　純菜は壱生から聞いた案件の資料とノートパソコン、それと自販機でイオン飲料と栄養剤を買って急いでミーティングルームに戻った。

　それから壱生の指示のもと仕事を仕上げる。ふと時計を見ると時刻は十七時半を過ぎていた。結局終業時刻までかかってしまったがなんとか作業を終えることができた。

「あとは、家でやるから。おつかれ」

　言いながら立ち上がった壱生がフラッとなって、机に手をつく。

「鮫島先生っ！　無理なさらないでください。病院に行きますか？」

「いや、それより矢吹、お前犬好きだよな？」

「はい？」

　青白い顔の壱生に突拍子もないことを聞かれた純菜は、目を見開き「本当に大丈夫なの？」と、わけのわからないことを言いだした壱生を心配する。

「犬は好きかって聞いてる」

　体調が悪いせいか、いつもよりも言葉数が少ない。

「はい。大好きですけど」

「だったら、帰る準備してついて来てくれ」

「え、なんで。え？」

　壱生は足をふらつかせながらミーティングルームを出ていく。純菜はそんな彼を放っておけるわけもなく慌てて追いかけた。

　ふらふらする壱生を支えてタクシーに乗り込んだ。到着したのは地上四十三階建てのタワーマンション。低層階は商業施設となっていて駅にも直結するいわゆる富の象徴のようなマンションだ。

「ここって……」

「俺の家。とりあえずついて来て」

「え、でも」

　仕事の付き合いしかない男性の自宅に行くのは問題があるのではないか。そんな考えが頭をよぎる。

「こんな俺を放っておくつもりか」

「いえ、決してそんなことは。ちゃんと送り届けます」

　顔色がますます悪くなっているような気がする。そして何度も目を瞬かせてこすっている。体調がどんどん悪化しているように思えた。

　少しでも早く着かないかな。

　こんなとき高層マンションは案外不便だ。純菜の部屋ならとっくに到着している。

　やきもきしていると最上階に到着した。エレベーターを降りてすぐの扉の前で壱生がドアノブを握ると電子錠が解錠される音がした。

　すごい……。

　いや、こんなことで感心している場合じゃなかった。

「鮫島先生、大丈夫ですか？」

　微力ながらも肩を貸して部屋の中に進む。広い玄関を抜けて廊下の突き当りの扉を開けた。センサーが人を察知して部屋の明かりをともす。

「ひっ、何これ！」

　目の前に広がっている惨状に純菜は目を丸くした。それと同時に緊張で鼓動が速くなる。

　ティッシュや新聞がびりびりに破られて、そこら中に散らばっている。鉢植えはなぎ倒され土が広範囲にわたって飛び散っている。そのうえごみ箱がひっくり返っていて、広い部屋のいたるところにゴミが散乱していた。

「やられたな」

　壱生は頭を抱えている。

「ど、泥棒。いや、もしかして鮫島先生の元カノとか……」

「どんな女だよ。いや、ひとりいたな。別れた後、合鍵で侵入して絨毯の上にケチャップでバカって書いた元カノ」

　純菜は話を聞き、眉間に皺を寄せて壱生を見る。

「おい、そんな哀れみの顔をするなよ。今回の犯人とは違うから」

「え、じゃあやっぱり心当たりがあるんですね？　警察に連絡しますか？」

　スマートフォンを取り出そうとすると、壱生がそれを止めた。

「いや、警察に言っても無駄だ。犯人はアイツだからな」

　壱生が指さした先にあるタオルの山の中が、もぞもぞと動いている。

「ひっ、何？」

　思わず壱生の腕に抱き着いた。しかし次の瞬間にぴょこっと顔を出したモフモフの塊を見て純菜は声を上げた。

「かわいい！」

　それまで重い空気だったにもかかわらず、小さな毛玉のような子犬を見た途端、歓喜の声を上げてしまう。

　それまで支えていた壱生を放り出して、子犬の元に駆け寄った。子犬もちょこちょこと小さな歩幅で歩いてくる。

「かわいい～」

　今度は先ほどよりももっと甘い声が出てしまった。普段の純菜なら絶対に出さない声だが、このかわいい子犬の前では我慢できない。

「この子、鮫島先生のうちの子ですか？　ポメラニアンですよね。ちょっと猿期かな。お顔の毛がライオンみたい。ふふっ」

　優しく撫でてやると、顔を摺り寄せてきた。その人懐っこいしぐさにますます顔がほころぶ。

「かわいいが、このありさまだ。そして俺の不調もこの白い毛玉のせいだ」

「えっ？　どういうことですか？」

　腕の中でおとなしく抱かれている子犬。部屋でいたずらするのはまぁわかるけれど、なぜ壱生が不調になったのだろうか。

「もしかして、鮫島先生。犬アレルギーですか」

「いいや。犬は好きなんだ。ただ見張っていないとこんな感じで何をしでかすかわからない。それに、昨日までこいつ風邪気味だったんだ。かかりっきりで看病していたおかげで俺は睡眠不足だ」

「それで体調不良に……」

「あぁ。病気なのにほうっておけないだろう。こんなにかわいいんだから。……矢吹、犬って本当に恐ろしい生き物だな」

　要するに犬の看病とかわいさで、寝不足になり鮫島先生まで体調不良になってしまったってこと？

　そこまで言うと壱生は、ティッシュが花吹雪のように降り積もっているソファの上に倒れ込んだ。

「鮫島先生！」

　慌てて子犬を抱いたまま駆け寄る。

「そいつの名前はピッピ。後は頼んだ――」

　そう言い残した壱生は、そのまま目をつむって反応しなくなった。

「え、待って。まさか」

　死んじゃった？

　慌てた純菜は子犬を置いて、壱生に触れようと顔を近づけた。しかしそこで気が付いたのだ。彼が規則正しい寝息を立てていることを。

「もしかして、寝てるだけ？」

　心底ほっとして体の力が抜ける。その場にへなへなと座り込んだ。

　よかった。もう、びっくりした。

　気を取り直して壱生の顔を見る。寝息は規則正しいが顔色は悪い。よく見てみると目の下にクマができていた。

　ものすごくお疲れのようだ。純菜はソファにおいてあったブランケットを手に取ると、完全に寝入ってしまった壱生の体にそれをかけようとする。

　しかしその瞬間何かがブランケットを引っ張った。

「あ、ごめんね。これはおもちゃじゃないの」

　そう説明してもこのポメラニアンの子犬〝ピッピ〟には通用しない。キョロキョロ見回すと荒れ果てた部屋の隅に、ボールがあった。それを手に取り投げてやると、うれしそうに追いかける。その隙に寝ている壱生にブランケットをかけた。

　当分目が覚めそうにないが、このままおいていくわけにはいかない。それにすでにボールに飽きたピッピは壱生が横たわっているソファに興味津々だ。

　このままだと上に飛び乗り、彼を起こしかねない。

　人の家で勝手するなんて、本当はよくないんだけど。

　さっと見て、部屋の状態を確認した。リビングの隅にかなり大きなケージ――屋根付きの柵で覆われたハウスがある。その中には犬用のベッド。ここがピッピの寝床らしい。部屋を片付ける間ここに入ってもらうことにした。

「こっちだよ。ほら」

　警戒してなかなかケージに入らない。

　こうなったら、あの手を使うか。

　カウンターの上に置いてあったお菓子の袋を手にすると、ピッピはうれしそうに尻尾を振って近づいてきた。

　何個かお菓子をケージに放り込むと、それを追いかけて中に入った。

「少しここで待っていてね」

　ケージの扉を閉めて、大きめのタオルをかけて少し暗くしてやると、最初はガサゴソ音がしていたが静かになった。おそらく眠ったのだろう。

「これでよし。さて少しだけでも片付けよう」

　おせっかいかもしれないが、緊急事態だ。目覚めて部屋がこの状態だとまた具合が悪くなるかもしれない。

　純菜はひっくり返ったごみ箱を手に、そこら中に散らばった新聞とティッシュペーパーの残骸から片付けることにした。

　随分派手にいたずらされていたが、片付けは一時間もしないうちにすんだ。ついでだとシンクにたまっていたコップも綺麗に洗う。

　洗い終わって壱生を見ると彼はまだ眠っていた。しかしケージの中でピッピがガサガサと動いている音がする。このままだと外に出してくれと鳴きだすかもしれない。

　そうなると必然的に壱生を起こしてしまう。それならばケージから出して相手をしてやる方が静かに過ごすだろう。

　体調が悪い人の横で不謹慎だと思うけれど、ピッピと遊ぶことにした。実は純菜は無類の犬好きだが、今住んでいる部屋はペット不可。それにひとり暮らしで部屋をあけることも多いので犬を飼うことは我慢している。

「ほら、おいで」

　ゆっくりとケージの扉を開けると、ピッピが小さな尻尾を振りながら出てきた。まんまるでほわほわのポメラニアンに手を差し出すと、ぺろぺろと指先を舐めてきた。

「かわいい！」

　思わず声が漏れた。慌てて手を口で押えて、壱生を起こしていないか確認する。

　よかった……まだ寝てる。

　なるべく音を立てないように、おもちゃやおやつを使ってピッピの相手をした。

　それから約三十分後――。

「矢吹……？」

　背後から壱生の声が聞こえて振り返る。

「鮫島先生、起きたんですね。お加減いかがですか？」

　ピッピを抱いたまま壱生がいるソファの近くに行く。

「ああ、だいぶましになった。ただの寝不足だからな。すまないな、片付けしてくれたのか？」

「はい。ある程度ですけど。あのままじゃ起きたときにまた調子悪くなるかなって」

「それは……そうだな」

　壱生は髪をかき上げながら小さく笑った。

「あ、何か飲みますか？　勝手にしていいなら持ってきます」

　ピッピを床に置くと、すぐに壱生の膝に飛び乗った。どうやら懐いていないわけではないようだ。

「悪い。じゃあ冷蔵庫から水取ってくれるか？」

「はい」

　先ほどキッチンに入ったので、冷蔵庫の場所はわかる。急いでさっき洗ったグラスを用意して冷蔵庫を開けた。

　……見事に水とお酒だけ。これじゃ体壊すのも無理ないような気がする。

　ふとそんなことが頭をよぎったけれど、それこそ余計なお世話だと思い急いでミネラルウォーターを持っていく。

「ありがとう。いてっ。こら噛むな」

　壱生が顔をしかめながら手をぶんぶん振っている。どうやら噛まれたみたいだ。

「歯が生え変わる時期なんでかゆいんだと思います。さっきここに歯が落ちてましたから」

　掃除のときに見つけた歯を、ティッシュに包んでとっておいたのだ。

「あーそうなのか。矢吹お前、犬について詳しいな」

「えーと実家が動物病院で、犬を保護していたりしたので、小さい頃はいつも何匹かと一緒に過ごしていたんです。今はひとり暮らしなんで無理ですけど」

「なるほど……それでこんなに懐いているのか？」

　純菜の足元には、体を擦り付けるようにしているピッピの姿がある。

「この子が人懐っこいからですよ。ねーピッピ！」

　満面の笑みでピッピを抱き上げて同意を求める。うれしそうにパタパタと足をばたつかせるピッピを見てより笑みを深めた。

　そのとき黙ったままの壱生から、凝視されているのに気が付いて軽く驚く。

「あの、そんなにピッピが懐いているのに驚きましたか？」

　そんなにふたり（ひとりと一匹？）の相性が悪いとは思えないのだけれど……。

　さきほどピッピは自分から壱生の上に乗ったし、彼もそれを受け入れていた。すぐに指を噛まれてはいたけれど、それも子犬にとっては遊びの延長だ。

「いや、俺が驚いているのは矢吹、君の笑顔だよ。そんな風に笑えるんだな」

「え、私？」

　壱生はまじまじと純菜の顔を見つめたままだ。人からこんなにまっすぐに見つめられるなどそうそうないことで、しかも相手は誰もが振り返るようなかっこいい人。

　そんな状況に純菜が耐えられるわけなかった。

　顔を真っ赤にした純菜は慌てて、ピッピのふわふわの毛の中に顔を押し付け壱生の視線から逃れた。

「隠さなくったっていいだろ」

　壱生が面白がるようにして、純菜の顔を見るためにピッピを奪おうとした。しかし「ウー」とうなったピッピに邪魔されてしまう。

「おっと、とんだ護衛がいたな」

　その言い方がおかしくて我慢できなかった純菜は、プッと噴き出し声を上げ笑った。

　普段は人前で声を上げて笑うことなんてほとんどない。しかし今は大好きな犬とたわむれ気持ちが緩んでいた。

　だがすぐに壱生の視線を感じてまた顔を隠そうとするも、今度はピッピ自ら純菜の腕から抜け出てしまった。そうなれば隠しようがない。

　我に返って恥ずかしくなった純菜は赤い顔のまま壱生を睨んだ。しかし羞恥心から目はうるんでしまっていて、その威嚇に何の意味もない。むしろ……。

「そんな顔もするんだな。もっと見たい」

　壱生の手が伸びてきて、純菜の顎をクイッと上向かせた。顔が固定されてしまい無理やり目が合う。

「な、なにするんですか？」

　ますます赤くなる顔。しかしこんなシチュエーションに慣れていないためうまく逃げ出すこともできずにされるがままだ。

「だから、もっと見たいって言っただろ」

　だから何でなの？　その理由を知りたいのにっ。

　壱生が至近距離で見つめてくるのでますます顔が赤くなる。耳の先まで熱を帯びている。

　早く、どうにかしないと！　でもどうしたら？

　目をつむって羞恥心に耐える。そのとき。

「ワン！　ワンッ！　ワンワン!!」

　ピッピが壱生の足元で盛大に吠えたかと思うと、ぴょんぴょんと飛びつく。

「おい！　やめろって。おい」

　ピッピのかわいい攻撃に彼の手が純菜の顎から外れた。さっと身を離して彼から距離を取る。

「わかったから、やめろって……おい」

　壱生は慌ててピッピを抱き上げようとしたが、逃げられてしまう。

　純菜としては助けてもらえてほっとした。

「ピッピ、おいで」

　純菜がポケットに入れてあったおやつを見せると、すぐに駆け寄って来た。尻尾がちぎれるのではないかと思うほど喜びをあらわにしている。

「いい子だね。よしよし」

「なんで、君にはそんなに従順なんだ？　どう扱えばいいんだ……」

　ピッピに邪険にされた壱生は肩を落として、残念そうにしている。まだどうやって接したらいいのかわかっていないようだ。

　小さなため息をこぼしながら、彼が話を続けた。

「実はピッピは本宮さんから少しの間預かってほしいって言われて、ここに連れてきたんだ。今の家だと犬が飼えないらしい」

「本宮さんのワンちゃんなんですね。あの離婚の案件、代表に押し付けられたってぼやいてましたもんね。まさかこんなプライベートなことまで……あ、それでこの間いきなり事務所に訪ねてきていたんですか？」

「実はそうなんだ」

　壱生の業務は、会社のＭ＆Ａや事業再生に関わる案件を主としている。民事は普段取り扱わないが、代表がどうしても壱生にと言い、本宮自動車の令嬢の離婚については壱生が担当した。

「やっと片付いたと思ったのにこれだ。ピッピが飼える引っ越し先が見つかるまで預かってくれって。普通部屋が決まってから飼うだろ？　不規則な仕事をしてるから預かれないって言ったんだが、色々と難癖つけられて押し切られた。まいったよ」

　本宮自動車は大口のクライアントだ。おそらくそのあたりを笠に着て無理を通したのだろう。

　困り切っている壱生を後しり目めに、純菜は少しだけほっとした。壱生がピッピの飼い主ならば生活をすべて改めてもらわないといけないと思ったからだ。

「それで必要最低限のものしかなかったんですね」

「ああ、預かるべきじゃなかったって思ってる。しつけも何もできてないこの時期に飼い主が不在だとかこの子がかわいそうだろう」

　壱生は純菜が抱いているピッピの頭を撫でた。

「一応、動物を大切にする気持ちはあるんですね」

「おい、俺をどんな鬼畜だと思ってるんだ？　さっきも犬は好きだって言ったはずだ」

「断らなかったのは、相手が大手取引先の本宮さんだからですか？」

　純菜の素朴な質問に、壱生が頭を抱えた。

「俺だってできれば断りたかったさ。本音を言うなら離婚案件も関わりたくなかった。でも代表直々に頼まれたら断れないだろう」

「それは……そうですよね」

　純菜は自分が壱生のアシスタントになったときのことを思い出す。優しいけれど有無を言わさない雰囲気が、代表にはあった。

「俺、今年中にパートナー弁護士になるつもりなんだ。代表から確固たる信頼を得るためにも、失敗も失態も許されない。本宮さんの機嫌を損ねるわけにはいかないんだよ」

　榎並総合法律事務所に勤務する弁護士は大まかにふたつに分かれる。パートナー弁護士とアソシエイト弁護士だ。簡単に言えば代表と共に共同経営するのがパートナー弁護士で、それ以外がアソシエイト弁護士にあたる。

　壱生は仕事内容はほぼパートナー弁護士と変わらない案件を扱っているが、まだアソシエイト弁護士だった。彼がパートナー弁護士になるには実力としては十分だが、素行も含めて代表と他のパートナー弁護士がどう判断するかにかかっている。

「そうですか頑張ってください、では私はそろそろ帰ります。仕事に支障をきたすといけないので、鮫島先生はゆっくり眠ってくださいね」

　時刻は二十二時を過ぎていた。終電がなくなるのでゆっくりしてはいられない。

　バッグに手を伸ばすと、それを壱生がさっと横からかっさらった。

「な、何するんですか？」

「お前、まさかこんな状況の俺とピッピを残して帰るつもりなのか」

「はい」

「薄情だな。俺たちがどうなってもいいのか？」

　壱生がピッピを抱き上げて同情を買うような言い方をしてくる。抱かれているピッピの目がうるうるしているのはポメラニアンの特徴だとわかっているのに、何か訴えかけているように見えてしまう。

　やめて……帰れなくなっちゃう。

　だが、いつまでもここにいるわけにはいかない。

「ごめんなさい。あのお手伝いしたいのはやまやまなんですけど」

「はい、言げん質ちいただきました。ほらバッグ置いて」

「む、無理ですってば」

　壱生が純菜のバッグをひっぱるのでそれを阻止しようと必死になる。ふたりして一歩も引かないままにらみ合った。

　ピッピを世話したい気持ちはもちろんある。しかし仕事中でさえ壱生に振り回されて、彼のファンからは睨まれている。それなのにプライベートまで彼に関わるとなると、さらなる苦労が目に見えているではないか。

　できればあまり関わりたくないと言うのが本音。

「と、とりあえず、考える時間をください。今日は帰ります」

　純菜が譲歩すると壱生の腕が緩んだ。

「わかった。今日は遅いから送っていく」

「でも、体調は――」

「もうこれ以上は譲らないからな。俺は絶対君を送っていく」

　前のめりに言われてそれ以上逆らえなかった。純菜は「お願いします」と言うとピッピをケージの中に入れて、先に玄関に向かった壱生を追いかけた。




　真っ白いＳＵＶは純菜でも知っている高級外車だ。視線が高く壱生の運転も上手なので乗り心地は抜群だ。

「家、こっちでよかったよな」

「はい」

　何度か会話で自宅最寄り駅の話をしたので、それを覚えていたようだ。

「送ってくれてありがとうございます。やっぱり車だと楽です」

　急いで仕事を終わらせて、壱生を自宅まで送った。ほとんど休憩せずにこの時間になってしまったので疲れきっていた。

「今日は迷惑かけたな。矢吹がアシスタントで助かった」

「そんな……国見さんとかならもっとちゃんとできていたと思いますよ」

「そんなことないだろ。仕事はそうかもしれないが、体調が悪いときのフォローは矢吹じゃなきゃ頼まないからな」

　なんだか自分が特別だと言われているような気がして、純菜は戸惑う。

「別に普通のことですよ」

「でも、俺が頼みたいと思うのは矢吹だけなんだから、仕方ないだろう」

「何ですか……それ」

　開き直った言い方だと思うけれど、純菜を喜ばす言葉に恥ずかしくなった。

「ところで、前から聞きたいと思っていたんだが。君が恋愛にも結婚にも興味がないのは何か理由があるのか？」

　全くそんな話をしていなかったのに、いきなりのことで驚いた。

「突然どうしたんですか？」

「過去に何かあったのか」

　図星を指されて口ごもる。二十五歳まで生きていれば、人間、恋愛でひとつやふたつ失敗をすることもあるだろう。かたくなに隠すのも何だか変な気がしたのと、車の中の密室にふたりきりで、いつもと違う雰囲気だったのも話を後押しした。

「私昔から地味な見かけと性格だったんですけど、背だけはそこらの男子よりも高くて目立っていたんです。中学生のときに、唯一話せる男子、あっ、幼馴染なんですけど――その子に告白されて喜んでいたら、実はいたずらだったっていうことがありまして……」

　あまり重くならないように、できるだけ明るく話をしたつもりだ。けれど壱生は「はぁ？」と怒りを孕んだひと言を発する。

「なんだよそれ、バカらしい」

「そうなんですよね。いつまでもこんなこと引きずってバカみたいだと思うんですけど――」

「いや、俺がムカついてんのは相手の男だ。いくらガキの頃の話だとしても許せないな」

　前を向いて運転しているのでその表情はわからないが、吐き捨てるような言い方だけでも彼の怒りが伝わって来た。

「まあ、昔のことですから」

　予想以上の壱生の怒りに驚いたが、彼がそんなに怒るようなことではないと思う。

「昔の話じゃないだろ。今もこうやって引きずっているんだ」

「たしかにそうかもしれないですけど、私もそれでいいと思って何も努力しませんでしたから。だからあくまで〝きっかけ〟だっただけだと思います」

「でも――」

「あ。この近くです。あの白い建物がそうです」

　壱生はまだ何か言いたそうだったけれど、ちょうどマンションの近くまで来たので話を終わらせた。

　壱生はゆっくりと車をマンションの駐車場に停めた。

「ありがとうございました。まだ本調子じゃないでしょうから今日はゆっくり休んでくださいね」

　車を降りながら伝える。

「わかってる。危ないから早く中に入れ」

　まれに仕事でこの時間になることもあるし、駅からそこまで遠くないので人通りもある。それなのに心配症だと思いながら壱生の言う通りにした。

「では、また明日」

　声をかけてマンションのエントランスに入り、三階なので階段を使い部屋に向かう。

　歩きながら鍵を用意してふと部屋の前から駐車場を見ると、壱生の白い車がまだ停まっていて、傍らには彼が立っていた。

「え、もしかして待っててくれたのかな。いや、でも、何のために？」

　首をかしげていると、純菜が下を覗いているのに気が付いた壱生が手を振ってきた。何もしないのも逆に変だと思い上司相手に失礼かなと迷いつつも振り返した。

　するといきなり背後から名前を呼ばれて、純菜はビクッと体を揺らし咄嗟に返事をした。

「矢吹純菜さん？」

「はい」

　冷静になって考えると、こんな夜遅い時間に部屋の真ん前で知らない人に名前を呼ばれて返事をするなんて不用心だ。すぐに気が付いたがもう遅い。

「あの……どちらさまですか？」

　恐る恐る目の前の男性に尋ねる。

「失礼しました、わたくしこういうものです」

　お決まりのセリフと同時に名刺を渡された。そこに書かれてある企業名は初めて見るもので、プライベートでも仕事でも目にしたことがない名前だった。

　その間相手は純菜を頭からつま先まで眺めるとニヤッと笑った。身なりはスーツを着ているけれどサラリーマンには見えない。じわっと手のひらに汗をかく。

「こちらの件でお話があってきました」

　差し出された一枚の紙を受け取り、すぐに中を確認した。【借用書】と書かれており父親の名前がある。

「これ、父がお金を借りたんですか？」

「そうです。しかも支払いが滞っているんですよ」

「えっ……そんな」

　実家の動物病院はボランティアで犬や猫を保護する活動をしていて、いつも資金繰りに四苦八苦していたのは事実だ。銀行からの借り入れもあるが、まさかこんな怪しい相手にまでお金を借りていたとは思ってもいなかった。

「まあ、病院と家のある土地を売ればすむでしょうが、一応お嬢さんの思い出の詰まった家だろうと思ってね。ひと言話しておこうと思いまして」

　まるで親切で来たと言っているようだが、実際は違う。支払いできない両親の代わりに純菜に借金の支払いをするように言いに来たのだ。

「急に言われても困ります。まずは両親に聞いてみてそれから――」

「矢吹、どうかしたのか？」

　その時、突然男の背後から声がした。

「えっ、鮫島先生っ」

　男の肩越しに壱生の顔が見えた。その瞬間ほっとした純菜は泣きそうになったが必死でこらえた。

「なんだそれ、見せてみろ」

　純菜が持っていた借用書を手に取るとさっと目を通す。そうしながら、すっと体を純菜と男の間に滑り込ませて男から純菜をかばうようにして立った。

　その間やってきた借金取りの男は、チッと舌打ちをした。

「今日のところは、失礼しますね」

　にっこりと人の好い笑顔を浮かべて男が去ろうとする。だが壱生はそれを許さない。

「待て。そもそも連帯保証人でもない子供には、親の借金を支払う義務はない。その上こんな非常識な時間に接触して法律違反も甚だしいな」

「な、何を。別に取り立てに来たわけじゃないから問題ないだろう」

「まさか、俺相手にそんな言い訳が通用するとでも？」

　壱生は懐からゆっくりと名刺を差し出す。それを確認した男の顔色が変わった。

「べ、弁護士」

　さっき純菜に見せていた意地の悪い視線は、あちこちとさまよい落ち着きがない。

「まともな商売をしているならば、そんなにうろたえる必要はないと思うが」

「いや、それは……」

　しどろもどろになり言葉が続かない男は、弁護士が現れて分が悪いと判断したのか壱生を押しのけて走り去った。

「待て、話はまだ終わってないぞ」

　壱生は相手を止めようとした。しかし、男が去って行ったことに安心した純菜が、その場にへなへなと座り込んだのを見て心配になりかがんで顔を覗き込んだ。

「大丈夫か？　ほら、立って」

　純菜は壱生に肩を抱かれてゆっくりと立った。大きく息を吐きなんとか気持ちを落ち着ける。

「すみません、私何がなんだか……」

「そうだろうな。中に入って今日は早く休むんだ」

「あ、はい……あっ……」

　壱生に支えられながら一歩足を踏み出したが、脚に力が入らず体がよろけた。

「おい、大丈夫か？」

　ここは「はい」と言うべきなのはわかっているが、体の震えがまだ止まらない。

「あの……ご、ご迷惑でなければ、もう少し一緒にいてもらってもいいですか？」

　思わず縋り付くように、壱生のスーツに皺ができるほど掴んでしまう。

「わかった。確かにすぐにひとりになるのは心細いだろうしな」

　純菜は鍵を取り出し鍵穴に差し込もうとするが、手が震えてうまくいかない。

「貸して」

　壱生の声に素直に鍵を彼に手渡す。彼は鍵を開け扉を押さえながらその場に立っていた純菜を抱き上げた。

「きゃあ！　だだだ、大丈夫ですから。歩けますから」

　いきなりお姫様抱っこをされて、戸惑いの声を上げる。

「大丈夫なわけないだろ。立つのもやっとなのに。いいから黙って。おじゃまします」

　おそらく止めても無駄だろう。申し訳ないと思うけれどここで押し問答をする方が彼に迷惑をかけると思い、純菜は黙って彼の好意に甘えることにした。

「電気は……っと、ここか」

　リビングに入ってすぐの壁にあるスイッチを押すと、部屋に明かりが点く。

　壱生はゆっくりとリビングにあるローソファに純菜を下ろすと、自身はその前に膝をついて座り彼女の様子を窺った。

「あの、ありがとうございます」

「礼はいらない。あのまま帰ったとしても俺も心配だっただろうし。とりあえず深呼吸してみろ」

　言われた通り素直に大きく息を吸い込んでゆっくり吐き出した。それを二、三回繰り返していると震えが治まり、手足に感覚が戻って来た。

「古典的なやり方だけど、効くだろう？」

「はい、少し落ち着きました」

「よかった」

　壱生のほっとした顔を見て、彼が心から心配してくれていたのだとわかる。

「ご心配をおかけしました。今、お茶淹れますね」

「いや、無理するな」

「いえ、体が動くなら何かしている方が落ち着くので」

「なら、いただこうか」

　壱生にソファを譲ってゆっくりと立ち上がりキッチンに向かう。電気ケトルに水を入れてスイッチを押す。お湯を沸かしている間にほうじ茶を用意する。

　沸騰したお湯で湯呑を温めてから、急須からお茶を注ぐ。

「どうぞ」

「ありがとう。いい香りだ」

　ソファでスマートフォンの画面を、難しい顔で見ていた彼が顔を上げた。

「鮫島先生、お体がまだ本調子じゃないと思ってほうじ茶にしたんですけど、いかがですか？」

　一口飲んだ壱生に尋ねる。

「うまいよ。ありがとう」

　壱生の柔らかい笑顔を見て、純菜も床に座り自分のお茶を飲む。しばらく無言で飲んでいたが先に口を開いたのは壱生だった。

「さっきのやつの名刺、見させてもらった。勝手して悪い」

　ローテーブルの上にバッグと一緒に置いてあったものを見たようだ。

「いいえ、気にしないでください。でもどういう人なのかさっぱり……」

　純菜にとって実家の借金は寝耳に水の話だ。

「そのことなんだが、今から実家に電話できるか？」

「え、はい。まだ起きてると思うので」

　時刻はまもなく二十三時。普通なら電話をするのは遠慮する時間だけど、緊急事態なので父のスマートフォンに電話を掛けた。

　五回ほどのコール音の後「もしもし」という聞きなれた父親の声が聞こえた。

「お父さん、純菜だけど」

『ああ、元気か。こんな時間にどうした？　さみしくなったのか？』

　いつまでたっても子ども扱いする父親に苦笑する。しかし悠長に話をしているわけにはいかないのだ。

「お父さん、銀行以外から借金してる？」

　いきなりの質問に、一瞬返事に間があった。おそらく娘の純菜には知られたくなかったのだろう。

『ああ、実は預かっている犬が増えてね、資金繰りが一時的に苦しいときがあって。そのときにボランティア団体の人に紹介してもらった会社にね――』

　話を聞いている最中だったが、壱生が代われとジェスチャーを送って来る。それに頷きながら今日電話した理由を伝えた。

「実は今日私のところにその会社の人が来て、支払いが滞っているって言われたの。何だかとても怪しい感じの人だったし心配で。それで――」

　純菜の目の前で、壱生が早くしろと無言で訴えかけている。

「それでちょっと弁護士の先生に代わるから」

　慌てた純菜はとりあえず壱生に電話を代わることだけ告げて、彼にバトンタッチした。父親の方は、いきなり出てきた弁護士に驚いたに違いない。

「こんばんは。夜分遅くにすみません。純菜さんと同じ職場で働いております鮫島と申します。今回の借り入れのお話、少し詳しく聞かせてもらえませんか？」

　壱生は相手が話しやすいように丁寧で柔らかいしゃべり方をしている。おそらく純菜の父親も相談しやすいに違いない。

「ええ、……なるほど。そうですか」

　父親がどう話をしているのか、壱生の言葉から推測するしかなくてやきもきする。けれど誰に相談するよりも壱生に相談する方が心強いとわかっているので、黙ったまま様子を見守った。

「かしこまりました。とりあえずこちらで対処いたしますのでしばらくお時間いただきます。はい、では純菜さんに代わります」

　壱生が差し出した電話を受け取った。

「もしもし、お父さん。大丈夫なの？」

『いや、純菜にまで迷惑かけてすまなかった。そんな悪い人には見えなかったんだ。とにかく鮫島先生にすべてお願いすることにした』

「わかった。あのね、鮫島先生ってすごい人なの。だからきっと全部すっきり解決してくれるから、安心してね」

　詳しい話はわからないけれど、壱生ならば必ず解決してくれると信じている。今日の電話で父親も不安になっているに違いないが、少しでも安心してほしかった。

『ああ、純菜。こんな父親で申し訳ない』

「お父さん、そんなこと言わないで。ね？」

『すまない。気弱になってしまって。でも純菜に素敵な相手がいてくれてよかった。職場の人なんて言っているけど、彼氏なんだろう？』

「そ、そんなはずないじゃん」

『照れなくてもいいのに』

　この時間に自宅にふたりきりでいるので、父親は純菜と壱生の関係を勘違いしているのかもしれない。父は昔から思い込みの激しいところがある。

　きちんと訂正するべきだと思うが、今日はもう時間も遅い。壱生をいつまでもここに引き留めておくわけにもいかない。

『とにかく今度帰って来るときはふたりで来なさい。いいね』

　それって今回のトラブルの話をするときってことだよね……。もし私と鮫島先生のことを変に誤解しているようなら、そのときに説明すればいいか。

「わかった。じゃあ、また」

　電話を切った後「はぁ」と大きなため息をついた。

「大丈夫か？」

「はい。あの、プライベートなことなのに助けていただいてありがとうございます」

　両親の分まで頭を深く下げた。

「いや、矢吹も実は俺のこと、すごいって思ってくれてるんだな」

「え？」

　指摘されてから父親との会話を思い出した。確かに父親を安心させるために壱生のことを褒めちぎったが……。

「いえ、あれは――」

「違うのか？」

「う……違わないです」

　実際に壱生の仕事ぶりに関しては、すごいと思っているのだから否定できない。

「素直でよろしい。それに早めに解決しないと厄介なことになるぞ」

「そうですよね。両親が心配です」

　先ほどの男性のような人たちが、実家と関わりがあると思うと不安だ。

「いや、ご実家もそうだが、お前自身も大変なことになる。代表は職員の金銭トラブルに厳しい。最悪クビになるぞ」

「えっ、それは困ります」

　この就職難の中、再就職できる自信がない。

「俺だって、お前がいないと困る。だからちゃんとした形で解決するぞ」

「はい、ありがとうございます」

　壱生がこの短時間で調べたところ、父親が借り入れをしたところはきちんとした金融業者ではなかった。いわゆる闇金だ。

「最高裁の判例では返済義務はないとされているが、相手が相手だけにそうは簡単にいかない。だから素人が解決するのには無理がある」

「だったら、どうしたらいいんですか？」

　心配で顔を曇らせた純菜に、壱生が明るく声をかけた。

「何のために俺が力になると思ってるんだ」

　壱生が純菜の隣に来て、腕に手をかけて顔を覗き込む。

「でも」

　不安を隠せない純菜に、壱生は笑って見せた。

「だから、素人には無理があるって言っただろ。俺はプロだ。完璧に綺麗に片付けてやる」

　頼もしい姿に純菜は、壱生の顔をじっと見る。

　そうだ……鮫島先生はどんな無理難題と言われる案件でもいつもスマートに解決してるじゃない。

　誰に味方になってもらうよりも、心強い。

「よろしくお願いします。私にできることなら何でもしますから」

「いい心掛けだな。その言葉忘れるんじゃないぞ」

　あっ、と思ったけれどもう遅い。壱生が狡猾な笑みをわずかに浮かべたのを純菜は見逃さなかった。

　この人が本当に弁護士なのか疑いたくなるほどだ。

「あの、さっきのは言葉のあやというかなんというか」

　焦って取り消そうとするけれど、そんなこと壱生が許すはずがない。

「言葉のあや？　そんなものが俺に通用すると思っているのか？」

「いいえ、思ってません」

　しょんぼりと肩を落とす純菜を見て、壱生は笑う。

「そんな顔するな。とりあえず俺に言い返せるくらいは、元気になってよかった。できればいつもみたいに気の抜けたような笑顔を、見せられるくらいになればいいんだけど」

　壱生は純菜を安心させるように微笑んだ。

　気の抜けた笑顔って、褒められてるのかな？

　でも元気になったのは確かだ。この部屋に入ったときは、どうしたらいいのかわからずに震えていたというのに。

「あとひとつ気になるのは。ここのセキュリティだな。またアイツらが来る可能性もゼロじゃない」

「そんな……」

　男に詰め寄られたときの恐怖がよみがえってくる。

「怖がらせて悪い。だがルールにのっとらないから闇金だ。ちょっとやそっとこちらが脅したくらいじゃ、屁とも思ってないさ」

　壱生の言葉を聞いて怖くなる。指先から血の気が引いていくのを感じた。

　さっきのような人がまた来たらどうする？

「職場はセキュリティが完備しているけれど、家を知られているのはまずいだろう」

　何か考えていたような壱生が、じっと純菜の顔を見た。

「俺の部屋に来るか？」

「え、そんな……そこまでお世話になるわけには」

「だったらどこかアテがある？」

　一瞬考えたが、純菜はゆっくりと首を振る。こんな夜中に受け入れてくれる場所なんてない。

「今、俺に遠慮なんかしてる場合か？　乗りかかった船だ。助けてやるって言葉に嘘はない。それに君ばかりにメリットがある話じゃない。ピッピの世話を一緒にしてくれれば俺も助かる」

　どう考えても壱生の申し出を受け入れることが一番いいような気がする。あのマンションならさっきのような人たちも簡単には近づけないだろう。

「あの……ご迷惑をおかけしますがよろしくお願いします」

　純菜が頭を下げると、壱生は満足そうな顔をしてゆっくり頷いた。

　それから純菜は壱生に急かされて、急いで身の回りの物をまとめて旅行用バッグに詰めた。そしてあれよあれよという間に二時間前に来た道をまた戻ることになってしまった。




　壱生の部屋に到着したとき、日付はすでに変わっていた。寝ていたであろうピッピがケージの中で伸びをしながら出迎えてくれる。

「また来ちゃった。よろしくね」

　そう話しかけると歓迎しているように尻尾を振った。かなり残念な状況にもかかわらずそれを見て優しい気持ちになった。

「こっちの客間使って」

　リビング手前の扉を開けた壱生が、純菜の荷物を運び入れる。

「はい。ありがとうございます」

　部屋の中を覗くと、備え付けのクローゼットのほかにはベッドとフロアランプというシンプルな造りだった。

「あのベッドって――」

「心配するな。使うのは君が初めてだ。もちろんシーツも新品」

「いえ、そういうことが聞きたかったんじゃなくて、鮫島先生のベッドはちゃんと別にあるのか聞きたかったんです」

　壱生はデスク周りもいつも整理整頓されていてものをあまり持たない。だからここも普段から彼が使っている部屋なのかと思ったのだ。

「いや、俺の寝室は奥。矢吹が寂しくて眠れないって言うなら部屋に来れば一緒に寝てやるけど？」

「け、結構ですから！」

　冗談だってわかっていても、恥ずかしくて顔が赤くなってしまう。

「遠慮するなって！」

「あ、ピッピ何してるんだろう？」

「ごまかすなよ、恥ずかしいのか？」

　まだからかおうとする壱生を置いてリビングに戻り、ケージの中のピッピを見ていると「矢吹～」とリビング続きのキッチンから呼ばれて振り向いた。壱生もリビングに戻ってきていたようだ。

「飯、まだだろ？　喰うか？　デリバリー頼んでも今からならかなり時間がかかるだろうし」

　彼の手にはカップ麺がふたつあった。普段の完璧な印象の壱生とは結び付かずに違和感を持つ。

　いつもはクライアントとの打ち合わせなどで、高級店を利用することも多いはずだ。それに休日はジムに通って体型維持に努めていると聞く。服装も職場のデスクも乱れているのを見たことがないし、壱生は常にきちんとしていて洗練されているというイメージが純菜の中にあった。

「鮫島先生もカップラーメン食べるんですね」

　キッチンのカウンター越しに意外に思ったことを伝えると、壱生は笑いながらお湯を沸かす。

「君は俺をいったいなんだと思ってるんだ？　むしろこいつにはかなり世話になってるな。食事をする時間がもったいないからな。で、どれにする？」

　純菜がキッチンの中に入って、壱生の開けた引き出しを見ると彼の言葉を裏付けるように色々なカップ麺があった。

「俺のお気に入りはこれ」

「では、私はそれをいただきます」

　彼おすすめの醤油味のラーメンを選ぶと、壱生はすぐに手早く準備し始めた。

「普段あまり料理はしないんですね」

　ピカピカのステンレスのキッチンは、料理番組ができるかと思うほど広い。外国製のオーブンや大きな食洗器は一般家庭ではなかなかお目にかかれない。

　しかしそれらが使われている形跡はほとんどなかった。

「あぁ。矢吹はいつも昼は弁当だったよな。ここのキッチン好きに使ってくれていいぞ。調理器具は一応そろっているはずだ」

「はい、お言葉に甘えます」

　毎日外食にするとなると月末のお財布事情が厳しくなる。キッチンを使っていいという申し出は正直ありがたかった。

　普段は狭いキッチンで頭を使いながら料理をしている純菜の身からすれば、こんな夢のようなキッチンで料理できるのはうれしい限りだ。

　ついつい興味を駆り立てられきょろきょろと見回していると、ピピッとタイマーの鳴る音が聞こえた。

「ほら、座って。食べよう」

　壱生がそのままダイニングに運んでくれる。

「そこ座って。食べて」

　お箸を差し出された純菜は、言われるままに口にする。

　八人掛けの大きなガラストップのダイニングテーブルには何も置かれておらず、そこにカップラーメンがふたつ並んでいた。三つ並んだペンダントライトに照らされたカップラーメンはミスマッチなことこの上ない。

　純菜は手を合わせてから箸を持つ。

「いただきます……ん、美味しい」

　昼から何も食べておらず、空腹だったのも手伝ってものすごく美味しく感じた。

「俺、これだけは作るの得意だからな」

　自慢気に言いながら、グラスにミネラルウォーターを注いでテーブルに置いた。

「ありがとうございます。なんだか意外でした」

「それはよかった。また作ってやるよ」

　向かいに座った壱生が勢いよくラーメンをすする。

　やっぱり似合わない……かも。

　純菜は思わずクスッと笑ってしまった。

「食べながらでいいから、君の実家のトラブルについて今後の話を軽くしておく。わからないことはちゃんと説明するから」

「はい」

　さっさと食事を終えた壱生は冷蔵庫に向かうと、ビールを二本持ってやってきた。

「飲めるだろ。ちょっと付き合って」

　手にはスナック菓子。

「この時間から……罪深いですね」

「たまにはいいだろ。ほら」

　勧められるままビールを飲み、ついでにスナック菓子にも手を伸ばす。まるで学生時代に戻ったような夜だったけれど、話の内容は大人そのものだ。

　聞いていてわからない箇所を尋ねると、きちんと別の言葉でわかりやすいように説明してくれる。純菜は話を聞いているうちに実家のことがなんとかなりそうだと確信してほっとした。

　それと同時に強烈な睡魔に襲われる。昼間から怒涛の一日だった。壱生の体調不良から実家の借金トラブル。最後には付き合っていない男性の部屋に居候することになった。

　数年分のトラブルが押し寄せてきたような一日。安心したと同時に体がスイッチを切ったかのように眠りについた。

「矢吹……？」

　最後に聞こえたのは……壱生が純菜を呼ぶ声だった。




「おい、起きろ」

「うん……」

　純菜は激しく揺さぶられているのに気が付いて目を開けた。壱生のどアップが目の前にあり一瞬にして覚醒する。

「えっ、待って」

　がばっと純菜が勢いよく起き上がる。それを壱生はすんでのところで避けた。

「あぶねぇな」

「な、何時ですか？」

「七時半」

「し、七時半？　私そんなに寝てたんですか？」

　純菜は頭を抱えた。いくら疲れているとはいえ人様の家で爆睡してしまった。

「大丈夫だって。俺も今起きたから」

　そこではっとして壱生の顔を見る。自分の遅刻も心配だがそれよりも壱生は昨日ちゃんと眠れただろうか。

　純菜は壱生の顔色を見てほっとした。昨日は少し休んだだけでその後実家のトラブルに巻き込んでしまった責任を感じていた。

「よかった。昨日よりは体調よさそうですね。私うっかりしてピッピのお世話もほとんどせずに眠ってしまって、申し訳ありませんでした」

「ありがとう。だけど君的には〝よかった〟って感じじゃないと思うんだけど。準備しなくていいのか？　今日は全体ミーティングの日だろ？」

「そうでした……。急がなきゃ！」

　全体ミーティングの日は、準備があるのでいつもよりも早く出社しないといけない。壱生の部屋は純菜の部屋よりも事務所に近いがそれでも遅刻ギリギリだ。

「とりあえずシャワー浴びれば？　車なら十分間に合うから」

「あ、そういえば……私自分でここに？」

　時間がなくて焦っており気が回らなかったが、純菜は自分に与えられた部屋のベッドで寝ていた。

「いや、俺が運んだ。抱き上げても全く目を覚まさなかったからな」

「あ、え。あの……本当にすみません」

　布団につく勢いで頭を下げた。昨日から本当に壱生には世話になりっぱなしだ。

　壱生は純菜の髪をクシャッと混ぜて笑った。

「別に。それに俺も昨日は色々と助けてもらったし。正直寝不足で倒れる寸前だったから、家まで来てくれて助かった。ピッピの世話も君がいてくれた方が心強いし。ほら、バスとランドリーの使い方教えるから来て」

　純菜は急いで壱生の後に続いた。

　案内されたバスルームもこんな時でなければ、ゆっくりと楽しみたいほど広く綺麗だった。

　ピカピカの大きな鏡の前で、ポーチの中に入っているものでとりあえずの化粧をして出勤の準備をした。

「眼鏡……は、リビングだっけ？」

　昨日は壱生にベッドまで運んでもらったので、そのまま置いてきたのだろう。

　ものすごく目が悪いわけではないので、室内を少し移動する程度なら問題なく歩ける。純菜がリビングに向かうと壱生は身支度を整えて新聞を読んでいた。

「あの、バスルームを使わせいただきありがとうございました。鮫島先生は使わなくてよかったんですか？」

「大丈夫、俺は寝室のシャワーブースを使ったから」

「寝室に、シャワーブースがあるんですか？」

　なんという贅沢な造りになっているのだ。純菜は自分が部屋を探すときにバストイレ別になっている物件を探すのに苦労したというのに。

「そんなに驚くことか？　寝室にあった方が便利だろ。何かと」

「ん？　どうしてですか？　あ、湯冷めしないとか？」

　真剣に答えたつもりだったが、壱生は呆れた顔で笑っている。

「とんだお子様だな。まあ、そのほうが君らしいか。これ食うか？」

　ダイニングにある紙袋を差し出された。中身を確認すると美味しそうなサンドイッチが入っている。

　いい匂いがして、思わずごくんとつばを飲み込んだ。

「いいんですか？」

「ああ、さっき下で買ってきた」

　マンションにある商業施設には二十四時間営業の高級スーパーをはじめ、早朝から開いている有名なベーカリーやカフェもある。テレビでたびたび特集されるので、ハイクラスな生活とは無縁の純菜でさえ知っている店だ。そこでわざわざ買ってきてくれたらしい。

「何から何まですみません」

「君はこの周辺のこと、まだあまり詳しくないだろう。気にしないで早く食べないと遅れるぞ」

「あ、はい」

　紙袋に入っていたサンドイッチとオレンジジュースを取り出して、壱生の向かいに座って食べる。

「ん、美味しい！」

　クロワッサンのサンドイッチはパンがサクサクで、中の卵フィリングはマスタードが少し利いていて好みの味だ。フレッシュトマトの酸味もマッチしていくらでも食べられそうだ。

　壱生も同じものを食べながら、視線は純菜の方へ向けている。

　ふと顔を上げると目が合った。

「ん、どうかしましたか？」

　整った顔にまじまじと見つめられてドキッとしてしまう。二年も一緒にいて彼と接するのには慣れたつもりだったのに、やっぱりこういうシチュエーションだと緊張してしまう。

　すると壱生は小さく笑って、手を純菜の方に伸ばした。

　え、何……？

　いきなりで驚き、目をぎゅっとつむる。

　すると唇の端っこあたりに、ぐいっと何かを押し付けられてパチッと目を開ける。

「ここ、ついてるぞ」

　壱生の長い指が純菜についていたマヨネーズを拭った。そしてその指を自身の口に持っていきペロッと舐めたのだ。

「あっ……」

　恥ずかしさでいたたまれなくて、純菜の頬が赤く染まる。決して嫌なわけじゃないのだけれどドキドキと心臓がうるさく音を立てる。

「こんなところにマヨネーズつけるなんて、かわいいな」

「……っう、そ、そんなことないです。そそっかしくてすみません」

　いい大人が……と普通はそう思うものではないのだろうか。しかし壱生は笑いながら純菜を見つめるのをやめない。

「なあ、矢吹。お前、眼鏡やめたら？　美人なのに」

　夢中で食べていた純菜は壱生の言葉に驚いてむせる。焦った純菜はいつもの癖で眼鏡を触ろうとしたが、かけていないことに今更気が付いた。

「ごほっ、もう。いきなり何言ってるんですか？　からかわないでください」

　急いでダイニングの上に置いてあったティッシュで口元を拭う。そしてそうしながらさりげなく壱生の視線から逃れた。

「別に本当のことだから言ったんだろ。今までなんで隠してたんだ？」

「べ、別に隠してなんていません。私は眼鏡が好きなんです」

　そう言い訳したけれど本当は嘘だった。好きでも嫌いでもないというのが正直なところだ。中学の時に一度コンタクトにしたことがあったのだが「大女が色気づいた」とからかわれてすぐにやめてしまったのだ。

　苦い思い出がよみがえってきて慌てて振り払い、立ち上がりリビングのローテーブルの上に置いてあった眼鏡をかける。

「なんだもう終わりか。まあ、いい。俺以外のやつが君の素顔を知らないっていうのもなんだか優越感だ」

　頬杖をついたまま純菜を見て、にっこりと笑った。その笑顔の破壊力に心臓がバクバクと大きな音を立てそれと同時に顔が赤くなる。

　どういう意味で言っているの？　いや、深い意味はないんだろうけど、きっと。誤解したら恥ずかしい思いをするのは自分なのよ。

　コホンと小さく咳をして、気持ちを落ち着ける。

「このくらいのことで優越感を持たないでください。ごちそうさまでした」

　手を合わせてから、「ピッピ」と名前を呼ぶと振り返ってこちらに来る。

「いい子だね～」

「そのくらい褒めるようなことか？」

「呼び寄せは大事なんですよ。コミュニケーションの基礎です」

「なるほどなぁ」

　壱生は納得したように頷くとすぐに、自分も「ピッピ」と言ってみた。

　しかしピッピは振り向きもせず、必死になって純菜の指をなめていた。

「なんだ、この差は」

　がっくりと肩を落とす壱生がおかしくて笑ってしまう。

「矢吹、ピッピと楽しんでいるところ悪いが、そろそろ出ないと間に合わない」

　時計を確認すると出発すると言っていた時間を五分すぎている。

「大変！　今日は絶対に遅刻できないんです」

「わかってる。急ぐぞ」

　立ち上がった壱生はすぐにスーツのジャケットを羽織った。パリッとしたスーツに身を包むとかっこよさが三割いや、四割増す。思わず見とれてしまいそうになったが今はそれどころではない。

「ピッピ、お留守番頑張ってね」

　あまり構いすぎると賢いピッピは置いていかれることを悟るかもしれない。急いでピッピをサークルの中に入れて水とペットカメラを確認した。

「助かる。ありがとう」

「いいえ。それより急がないと」

「そうだな」

　ふたりはバタバタと部屋を後にし、壱生の運転でマンションを出た。壱生のマンションから職場までは二十分もかからない程度だ。

　ふと赤信号で車が止まったときに、事務所の近くまで来ていることに気が付いた。

「私、ここで降ります。運転ありがとうございました」

　前後左右を確認して車から降りる。

「は？　このまま乗っていけばいいだろ」

　壱生の声が聞こえていたけれど、早くしないと信号が変わってしまうのでそのままバタンと扉を閉じた。

　扉の向こうで何か言っている様子がわかったが、そのまま歩き出した。

　あのまま乗っていけるわけないじゃない。どんな噂が立つか……。

　一緒に出勤なんてしたら悪目立ちしてしまうこともわかっている。ただでさえ壱生のファンは社内外に多いのだ、用心に越したことはない。

　時間はぎりぎりだ。腕時計を確認しながら小走りで事務所に向かった。

　なんとか間に合い、無事に会議を終えてほっとしたのも束の間、席に着き通常の仕事を始めるといつもは感じない視線が自分に向けられているのに気が付いた。

　葵もそれに勘付いていたようで、心配して声をかけてきた。

「ねぇ、今日何かあったの？」

「え、いえ。特には」

　もしかして……朝、鮫島先生と一緒にいるのを見られた？　いや、そんなことないはず。

「なんだか空気が不穏ね。面倒なことが起きなきゃいいけど」

　葵の勘が的中するかのように女子社員から声がかかる。

「矢吹さん、ちょっといい？」

「あ、はい」

　振り向くとそこには不機嫌を隠そうともせず純菜を睨んでいる、怜奈が立っていた。

　いつも純菜に厳しい態度をとる彼女だったが、今回はそんな生易しいものじゃない。怒りをまとい立っている様子から何かがあったのは容易に察することができた。

「何かあったの？」

　彼女の醸し出す雰囲気があまりにも攻撃的だったので、見かねた葵が助け舟を出す。

「国見には関係ないから」

　バッサリと切り捨てられて、目だけで「早くしろ」と催促された。

「ちょっと席、外します」

　純菜は葵に声をかけて、ゆっくりと頷いた。いつまでもここでやり取りをするわけにはいかない。仕事をしている人の邪魔になりかねないし、変に注目されるのもごめんだ。

　立ち上がり後をついていった先は非常階段だった。人通りの少ない呼び出しの定番の場所だ。怜奈と仲のよい不動産部門の女性ふたりが待っていた。彼女たちもまた壱生のファンである。三対一で完全に不利だ。

　そもそも勝つつもりなんてないんだけど。

　なんとかやり過ごすことを目標に、純菜が覚悟を決めるや否や、相手がすぐに本題に入る。

「あなた、今日鮫島先生と一緒に出勤してきたって本当？」

「え……」

　やっぱり……誰かに見られてたんだ。気を付けていたのに。なんで寝坊なんてしたのよ、私のバカ。

　寝坊をした自分を心の中でしっかり責める。

　しかし簡単に事実を認めるわけにはいかない。そんなことをすれば、彼女たちがどんな行動にでるかわからない。

　ズルいとは思うがこの場で認めてしまうと、あらぬ噂が立ち壱生まで巻き込んでしまうだろう。それだけは避けたい。

　しかしどう言えばいいのかわからず、黙り込んでしまう。何もいい考えが思い浮かばない。

「黙っていても無駄よ。わたし見たもの、そこのカフェの前で鮫島先生の車から降りてくるの」

　沈黙さえも認めてもらえず、なんとかごまかす方向に舵を切る。

「見間違いってことは……」

「ないわよ。私が鮫嶋先生に関することで見間違えるなんて」

　怜奈は三人の中でも一番壱生に対する思いが強い。アシスタントを選ぶときも彼女は何度も立候補していた。その積極性が逆に壱生に敬遠される理由になるのだけれど。

「嘘ついてごまかそうとするなんて、ますます怪しいわ」

　まさに四面楚歌。絶体絶命のピンチだ。

　かといって一緒に出勤した理由を、他人に説明して聞かせることはできない。

　代表が部下の不祥事に厳しいと聞いた。実家のよくない筋からの借金のことが、変な風に耳に入れば大事になりかねない。

　こうなったらサンドバッグのごとく、彼女たちの発する言葉に耐えるしかないのか。

　そんなことを考えていた矢先、純菜の背後にある重い扉が音を立てて開いた。

　その場にいた全員の視線がそちらに向く。

「あーやっと見つけた。矢吹、困るんだけど俺の近くにいてくれないと」

　にっこりと笑った壱生が顔を出すと、先輩方が目を見開いておどろき、そして気まずさから一斉に口をつぐんだ。

　しかもそこに彼は爆弾を落とす。

「ねぇ、この子。俺のだから返してもらっていい？」

　な、何でそんな火に油を注ぐような言い回しをするの？

　他になんとでも言いようがあるのに、わざと煽るような言葉を使った壱生を心の中で責める。

　加えて、壱生が思わずふらつきそうになった純菜の肩を抱いたので、余計にその場にいた女性たちの怒りが大きくなる。

「私たちが今、話をしているんです。もう少しお借りしてよろしいでしょうか？」

　口調は丁寧だし笑顔だ。しかし目が笑っていないのでものすごく怖い。

「え、じゃあ俺も一緒に聞くよ」

「は？」

　まさかそうくるとは思っていなかったので、その場にいた壱生以外の全員が口をぽかんと開けている。壱生のような勘の鋭い男が今ここでどんな話をしているかわからないわけがないはずだ。いや、わかっているからこの場に残ると言うのだろう。純菜のために。

　その壱生の意図が三人の先輩にも伝わったことで、彼女たちの怒りが増した。

　壱生の行動ひとつひとつが、火に油を注ぐ行為に見えてしまう。

「じゃあ、鮫島先生に答えてもらいましょう。彼女今日、先生と一緒に出勤しました？」

「あぁ。そうだよ。なんなら昨日からずっと一緒だった」

「鮫島先生！」

　あまりにもあっさりと認めた壱生。

　慌てた純菜がそれ以上何も言わないようにと、口をふさごうと手を伸ばす。しかし壱生はまだ言い足りないと話を続けた。

「彼女、眼鏡とるとすごくかわいいんだ。知ってた？」

　何かを存分に含ませたような言い方に、その場にいた壱生以外の全員が驚愕に目を剥いた。

　そんなこと、今言う必要ある？

　がっくりと肩を落とした純菜の背後から「いやああああぁあああ」という悲鳴が上がった。振り返ると壱生の熱烈なファンが目を見開き茫然となっていた。

　何、これ。なんなの……。

　もう何をどうすればいいのかもわからないくらいぐちゃぐちゃだ。そんな純菜の肩を壱生が抱き寄せる。

「と、いうことで、本当に急いでるんだ。またね」

　こんな混沌とした状態なのに、壱生はにっこりと輝くような笑顔を浮かべた。そして純菜の肩を抱いたまま重いドアを開いて廊下に戻った。

　思考回路が停止している純菜は壱生にされるがままついていく。早く場を離れたいという気持ちが大きい。

「あんな呼び出しに応じる必要なんてないだろ？　何やってるんだ」

　さっきまで笑顔だった壱生は憤慨していた。

　しかし純菜を責めるのはお門違いだ。あんな風に呼び出されて断れるほど彼女の心臓は強くない。さすがにむっとして言い返す。

「仕方ないじゃないですか。相手は先輩なんですから。それより手を離してください」

　フロアにはたくさんの人がいる。こんな密着した状態で歩くなんてとんでもない。ただでさえ、先ほどの件は光の速さで所内に伝わるに違いないのだから。

「それよりも、まずいことになった」

「さっきよりもまずいことなんて、あるんですか？」

　いざこざに巻き込まれ、ぐったりした純菜の口調がきつくなる。

「ああ、状況は最悪だ。とりあえず代表に呼ばれているから一緒に来てくれ」

「え！」

　純菜が声を上げて足を止めたせいで、壱生はその場でつんのめる。

「何だ、急いでるんだ。足を動かせ」

「いや、なんで代表のところに私が行かなくちゃいけないんですか？」

　過去に代表に呼ばれて痛い目に遭った純菜は、その場で抵抗する。否、断れないのはわかっているので、せめて心の準備をさせてほしい。

「説明している時間はない。とにかく部屋に入ったら俺の言うことを全部肯定しろ。一切否定するな」

「そ、そんな」

「来い。さっきの噂が代表の耳にも入ったんだ」

　肩を抱かれたままぐいぐい引っ張られる。どうやらこのまま連れ去られる運命のようだ。

　自分のデスクの近くを通ったとき、葵から向けられた不憫そうな視線がなぜだかとても記憶に残った。

「何で職員のプライベートなことで、代表に呼ばれないといけないんですか？」

「さあな」

　百戦錬磨の壱生でも、一代でこの巨大事務所を作った代表を丸め込むのは至難の業なのだろう。いつも仕事中は冷静なのに焦っている様子が伝わってくる。

　それだけ緊急事態だということだろうか。壱生の緊張が純菜にまで伝わった。

「俺のパートナー弁護士への道がかかってるんだ。とにかく協力してくれ」

　壱生の目標であるパートナー弁護士への昇進。そのために本宮自動車の令嬢の離婚問題など、本来ならばやらない案件も受けてきた。もちろん普段の業務であるＭ＆Ａや事業再生などの仕事も同期の弁護士とは比較にならない件数をこなしている。

　アシスタントになるときは「ひとりでこなせる量だから」と言っていたが、蓋を開けてみれば、本来ならば純菜のようなアシスタントとは別に専属のパラリーガルがいてもおかしくない業務量だ。

　純菜も頑張っているが、本来の弁護士ひとりが抱える仕事量は優に超えているのを知っている。

　それでも彼が仕事を引き受けるのは、一日も早くパートナー弁護士になるためだ。

　でもなんで今回のことが昇進に関係あるのか、純菜は理解できないでいた。しかしこんなに必死なのだ。どうにかして協力したいと思い強引に連れ去られるまま壱生と共に代表室の扉の前に立った。

　壱生が扉をノックして「鮫島です」と声をかけると。すぐに「どうぞ」と返事があった。

　緊張でごくりと唾をのみ込んだ。壱生が扉を開くと壱生の焦りとは裏腹にいつもと様子の変わらない代表の姿があった。

「呼び出してすまなかったな。ふたりともここに座りなさい」

　純菜は頭を下げて壱生の後に続いた。ふたり並んでソファに座る。本来は座り心地のよいソファのはずだが、ここに来るときはいつも緊張しているので座り心地を確かめる余裕さえない。

　ちらっと壱生の方を見ると、顔を上げて代表の方を見ていた。

　最初に口を開いたのは代表だった。しかも最初から核心に迫る。

「君たちふたり、付き合ってるんだって？」

　誰よりもストレートな質問に驚いたが、ここはちゃんと話をしなくては誤解が大きくなる。

「いえ、あの……私たちは――」

「付き合っています。真剣な交際です」

「えっ!?」

　驚いて隣を見るとものすごく真剣な顔をした壱生がいた。いきなり何を言い出すのだと慌てて否定しようとする。

「いえ、あの。違うんです。私たちは――」

「彼女を愛しているんです。彼女の飾らない優しさ、周囲に対する気遣い、時折恥ずかしそうに笑う顔に、心が鷲掴みにされました」

「な、何を言って……るん、ですか？」

　待って待って、ちょっとどういうつもりなの？

　さっきから驚きすぎてまともな言葉が出ない。

　焦って壱生の方を見ると、彼は無言で純菜の手をぎゅっと握り、優しい笑みを浮かべた。

「恥ずかしがらなくていいだろう。どうせすぐに結婚報告をすることになるんだから」

「け、結婚って――」

　いきなり何を言い出すのかと、声を上げそうになった純菜の口元に壱生の長くしなやかな人差し指が触れた。

「少し黙っていて。大事なことだから俺から代表にきちんと説明したいんだ」

　優しく微笑む壱生。紳士的なふるまいだが、純菜にしてみれば胡散臭いことこの上ない。

　しかし代表は壱生の芝居に騙されてしまったようで、笑みを浮かべている。

「なんだ、実は心配していたんだ。鮫島先生は今度プライベートで問題を起こしたら、うちでのパートナー弁護士への昇進は諦めてもらおうと思っていたからね」

　たしかにそういう話を純菜も聞いてたが、まだなんら問題が起きていない今の状態でもこうやって呼び出すほど、この件が壱生の昇進のネックになっているのだと改めて実感する。

「問題だなんて。確かにこれまでのことは私の不徳の致すところで反省しています。ですからこうして彼女との交際を報告させてもらえる日がきてうれしいです」

　弁が立つのは弁護士として素晴らしいことだ。しかしここまですらすらと嘘がつけるのかと、純菜は否定するのも忘れて思わず聞き入ってしまった。

「私が真剣だということを証明するには結婚が一番なのかなと。そうすることで君だけだって、彼女にも理解してもらえますし」

「だが、噂になる前に報告に来るべきじゃないのか」

　純菜は代表の鋭い突っ込みにぎくりとする。しかし隣の壱生はにっこりと微笑んだ。

「それが、彼女がなかなか結婚を承諾してくれなくて。過去の自分のせいですが、ものすごく反省と後悔をしました」

「なるほど。で、矢吹さんの方が折れたってこと？」

　やっと発言のチャンスが回って来たと思い、口を開こうとした瞬間握られていた手にぎゅっと力が込められた。

　驚いて壱生の方を見ると、微笑んでいるのだが細められた目の奥が冷たく光る。その表情が怖すぎて頭の中が真っ白になった。

　言わなきゃいけないのに……結婚しないって。でもそれを言うと鮫島先生のパートナー弁護士への昇進が……。

　戸惑っていると壱生がそっと顔を寄せてきた。言葉にしないけれど目で強く従うようにと訴えかけてくる。

　普段から彼の様子をくみ取って仕事をしているせいか、意図していることが手に取るようにわかった。そのうえで断るなら今がチャンスだとわかっているのに、壱生のパートナー弁護士への思いを知っているせいで強く出られない。

　今は鮫島先生の言う通りにしよう。

　きっと後でどうにかしてくれるのだろう。そう信じるしかない。強引だけど間違ったことはしない人だ。それは二年間アシスタントとして彼の傍にいてわかっている。仕事でもプライベートでも助けてもらった。恩返しのためにこの場をとりつくろうくらいはしてもいいだろう。

「そうなりますね……。なんとなく流れで」

「流れで……？」

「え、いや、あの」

　鋭い視線を向けられて、ドキッとする。

　しかし実際にプロポーズなんてされていないし、結婚を承諾もしていない。だからどう答えていいのかわからずにあいまいな返事に逃げるしかない。

「ああ、純菜……彼女ちょっと恥ずかしがっているみたいで、すみません」

　それとなく名前を呼ぶなんて、ほんとは弁護士じゃなくて詐欺師なのではないかと疑いたくなる。

「そうなのか、初々しいな。結婚式はいつごろの予定だ？」

　代表は机の上においてあったカレンダーを手にした。

「実はまだふたりで話をしただけで、彼女の両親へのご挨拶を終えてないんです。まだまだ先になりそうですね」

「なるほど。決まり次第仕事の都合はつけるから早めに知らせてくれよ」

「はい」

　それまで厳しい表情をしていた代表が笑顔になる。どうにか納得してくれたみたいだ。ほっとしたと同時に嘘をついていることに胸が痛くなる。

　壱生が立ち上がったので、純菜もそれに倣う。ふたりで頭を下げて部屋を出ようとしたとき「あ、ちょっと待って」と声をかけられてビクッと肩を震わせた。

　やっぱりばれてしまったの？

　ドキドキしながら振り返る。

「最初に言うべきだったのに忘れていた。おめでとう。ふたりとも」

　その言葉に胸がチクリと痛む。

「ありがとうございます。ほら、純菜も」

「あ、ありがとうございます」

　もう一度頭を下げて部屋を出る。はや足で代表室から一番遠い未使用の会議室にふたりで飛び込み、同時に大きなため息をつく。

「はぁ、焦った。でもまあうまくいったな」

「心臓が飛び出るかと思いました。私、鮫島先生みたいに上手に嘘つけないですから」

「だろうな。あはは」

　楽しそうに笑っている姿を見て、純菜はむっとした。

「笑いごとじゃないです。どうするんですか！　あんな嘘ついて」

　眉根を寄せて壱生に詰め寄る。怒りをあらわにしているけれど壱生は笑顔のままだ。

「嘘にしなければいいだけの話だ。できることなら何でもしてくれるんだろう？」

「な、何言ってるんですか！」

　驚いて思わず声が大きくなる。

　しかし壱生はまるで気にしていないようで、その姿に純菜はますます焦る。

「結婚なんてできるわけないじゃないですか！　以前鮫島先生も恋愛にはうんざりしてるって言ってましたよね？」

「そんなこと言ったかな？　まあ恋愛じゃなくて結婚だしな。俺、君とならうまくやっていける気がする。俺のことも理解してくれているし、恋愛に重きを置いていない君なら恋愛ごとで暴走したりしないだろう」

「そんな勝手な。仕事とは違うんですよ」

　人生の大きな岐路をこんな風に簡単に扱う壱生に呆れた。

「似たようなものだろ。俺たちふたりで支え合っていくんだから」

　言葉にすればそうかもしれないけれど、やっぱり何か違う。

「早いうちに役所に行って婚姻届もらってくる。いや、純菜も一緒に行く？」

「いえ、それはちょっと……。それより純菜ってなんなんですか？」

　純菜は色々と呆れてしまい、思わず小さなため息をついた。

「え、呼んだらすごくしっくりきたから。夫婦になるんだからいいだろ？」

「ひとりで勝手に盛り上がらないでください。だいたい――」

「おっと、ちょっとごめん」

　壱生がスマートフォンを取り出し、純菜にジェスチャーで断るとすぐに電話に出た。

　その表情はさっきまでとは違い、怜悧な敏腕弁護士そのものだ。そのギャップたるやいつも近くにいる純菜でさえ驚くほどだ。

　片や純菜は何も解決せずにもやもやしたままだ。けれど仕方ない。仕事を優先するのは当たり前のことだ。

「悪い、俺すぐに出るから。この話は今日の夜」

　鍵をポンッと放り投げて渡された。

「え、ちょっと困ります」

「いいから、早く帰ってピッピの相手してやって」

「あ……そうだった」

　今も留守番をしているピッピのことを言われると、強く断ることができない。

「それに俺も帰って君がいてくれるとうれしい」

「え？」

　さらっと言われたけれど、その言葉の真意がわからずに思わず聞き返した。

　しかし壱生はそれに答えることなく、柔らかい笑顔を向けるだけだった。

「じゃあ俺、行くから」

「あ……」

　純菜の話も聞かずにさっさと出て行ってしまう。

「もう、全然話聞いてくれない」

　そうはいっても鍵も預かってしまったし、ピッピのことも気になる。

　今日だけ。ちゃんと話をして結婚の話を撤回してもらえるようにお願いしよう。

　純菜は強く決心をして、その日の仕事も定時で終わらせるべくデスクに戻った。




　その日の仕事中は針のむしろのようだった。先輩方から話が漏れたのか純菜と壱生が付き合っているという話は事務所内全体に広がっていた。救いなのはまだ結婚の話までは、みんな知らないということだ。そもそも断るつもりだから噂になると困る。代表だけには頃合いを見計らって謝罪に行かなくちゃいけない。

　そのあたりのことも、今日ちゃんと話し合わないと。

　ひと息つくためにデスクでコーヒーを飲んでいると、そわそわした葵が近づいてきた。聞きたいことがあるのが露骨な態度で丸わかりだ。

「私何もしゃべりませんから」

　先手必勝とばかりに予防線を張る。

「え～ケチ。いいじゃないちょっとくらいラブな話聞かせてくれても」

「ダメです」

　そもそも純菜と壱生の間にラブな話など存在しない。だから話すこともできない。

「ふふふ、恋愛しないって言ってた矢吹さんが、とうとう恋に落ちたかぁ」

「いや、そういうわけじゃ」

　肯定したくはないけれど否定するとややこしくなる。なんとなくごまかしながら話から逃げようとする。

「でも鮫島先生の粘り勝ちね。わかりやすくアピールしてたのに矢吹さん全然気が付いていなかったじゃない？」

「は？　え？」

　葵の言葉に思い当たるふしがない純菜はきょとんとする。

「え、待って、何？　もしかしてあのアピールに気が付いてなかったの？」

「アピールされてたんですかね、私？」

「あぁ、不憫としか言いようがないわね。鮫島先生」

　葵はあり得ないという表情で、首を左右に振っている。

「全然気が付きませんでした」

「本当に？　鮫島先生が自分から食事に誘うのは矢吹さんだけでしょ。それに今日だって矢吹さんが呼び出されたって聞いてすぐに探しに行っていたし」

　それは……代表に呼ばれたからじゃないのかな？

「たまたま用事があっただけじゃないんですかね」

「そんなことないわ。血相変えてあちこち捜し回ってたんだから。愛されてないとそこまで心配しないでしょ？」

　自分のいないところであったことを他人から聞かされると、どう解釈していいのか悩んでしまう。

　壱生にとって純菜はただの都合のいい相手のはずだ。

　恋愛に嫌気がさしている彼は、誰とも恋愛しないという純菜を恋人とすることでこれ以上の恋愛トラブルを起こさないようにしたいだけだ。それに純菜が一緒にいることで、ピッピのことを一緒に世話してもらえる。まさに一石二鳥の相手が純菜なのだ。

　普通ならばそんな隠れ蓑になるなんて提案は受け入れないのだけれど、今回は両親のトラブルの対応をしてもらっている恩もある。

　もしかしてこれも計算？

　だとしたらすごいことだが、あの壱生ならやりかねないと思う。

「とりあえず、この話はしませんから。仕事しましょう。ね？」

　まだ話をしたそうな葵をなんとか席に戻らせて、純菜は仕事に集中した。




　定時に仕事を終わらせて着替えなどの荷物を取りに、一度自宅マンションに戻り壱生の部屋に向かう。

　到着すると、足音に気が付いたピッピがサークル内のベッドの上で尻尾を振っていた。近くには綿が飛び出したぬいぐるみがある。今日も随分派手に遊んだようだ。

「おいで。お留守番できて偉かったね」

　サークルから出して抱っこして撫でてやると、ちぎれそうな勢いで尻尾を振っている。すぐにドッグフードを用意して食べさせた。

「美味しい？」

　食欲は旺盛のようでほっとする。水を変えてから純菜は自分も買ってきたコンビニご飯を食べる。昼間はバタバタしておにぎりをひとつ詰め込んだだけだったので、ひどくおなかがすいていてあっという間に食べた。

　ピッピと自分の食べた後片付けをしていると、玄関のチャイムが鳴る。モニターに目を向けると、そこには壱生の姿があった。

「あれ、何で中に入ってこないんだろう」

　この部屋に初めて来たときには、ドアノブを握るだけで解錠された。彼ならチャイムを鳴らさなくても中に入れるはずだ。

　慌てて玄関に向かい、扉を開けると壱生が立っていた。

「おかえりなさい」

「ああ、ただいま。いいな、そうやって出迎えてくれるの」

「え、事務所だって同じように言いますよ？」

　純菜にとってはいつもと同じようにしただけだ。

「色気のないこと言うなよ。君に出迎えてもらうためにわざわざチャイムを鳴らしたのに」

　壱生は純菜の反応を窺うように、顔を覗き込んだ。純菜はからかわれているとわかっていても、顔が勝手に赤くなってしまう。

　それに満足して、笑いながらリビングに向かう壱生の背中に「私に色気を期待するほうが間違ってる」とひとり呟いた。

「ほら、ピッピ、お土産だぞ」

　壱生が、手にしていた紙袋からうさぎの形をした人形を取り出してピッピに渡す。頭の部分を押すと「ピー」と音がするおもちゃだ。

　早速くわえてぶんぶん振り回している。

「気に入ったのか。よかった」

　柔らかい笑みは、いつもの何か含んだような笑顔ではない。素直にピッピのかわいさに微笑んでいるようだ。その無垢な笑みに純菜は思わず見とれてしまった。

「飯は？」

「え、ああ。食べました」

　突如話しかけられて、慌てて返事をした。見つめていたことがばれていないかドキドキする。

「俺もクライアントと食べてきた。じゃあ、これは、君へのお土産」

　もうひとつ手にしていた紙袋を純菜に渡した。

「あ、ここのプリンすごく美味しいんです！　うれしい」

「よかった。座って食べて。コーヒーも飲むだろ？」

　壱生はジャケットを脱いで椅子に掛けるとキッチンに向かう。

「私やりますよ」

　なんとなく壱生に淹れてもらうのは気まずい。

「遠慮するな。こう見えても結構うまいんだから」

　壱生はさっさとキッチンに入ると手際よく、コーヒーの準備を始めた。ほどなくして部屋にコーヒーのいい香りが広がる。

「矢吹はミルクだけだよな？」

「はい。あの、よくご存じで」

　純菜はよく職場でコーヒーやお茶の準備をするので、社内の人の好みをある程度把握している。しかし壱生が知っているのは不思議だった。

「二年も君の上司をしてるんだから、好みくらいは把握してる。朝はパン。昼は手作り弁当。紅茶はレモンよりミルク。困ったときは眼鏡を必要以上に触るし、機嫌のいいときはキーボードをたたくスピードがいつもよりも早い。他に何か知りたい？」

「いえもう大丈夫です」

　本当に記憶力がすごいと感心する。

「はい、どうぞ。プリンも食べて」

「いただきます」

　壱生の淹れてくれたコーヒーを飲んだ。

「美味しいです。私、家ではインスタントなんで、丁寧に淹れたコーヒーっていいですね」

　自分で上手だと言うだけあって、納得の味だ。香りも高く味わい深い。事務所でもお気に入りのコーヒーを用意している。こだわりがあるようだ。

「気に入ってくれたならよかった、まあコーヒーくらいいくらでも淹れてやるよ」

　少しはにかむ姿が意外で、思わず目を奪われてしまう。

「何？　こっちじっと見て。やっと俺のかっこよさに気が付いたか？」

「いえ、そうじゃなくて――」

「いや、そこは普通否定しないだろう」

「ごめんなさい」

　ふたりして顔を見合わせて笑い出す。

「いや、鮫島先生でもあんな顔するんだなって」

「君だってそんな風に声を上げて笑うんだな。かわいいからもっとそうしていたらいいのに」

　壱生のいつもの軽口だとわかっているけれど、それでも『かわいい』と言われると胸がくすぐったくて視線を逸らせてうつむいた。

「なぁ、こうやって一緒にいればわかり合えるだろ。だから諦めて俺と結婚しないか」

　突然昼間の話を蒸し返されて、戸惑いを隠せない。

「それとこれとは……それに順序ってものがあるでしょう？　普通はお互いを知って、告白して両想いになって、関係を深めてから結婚するものじゃないんですか？」

「普通とか一般的とかっていう言葉が、俺の辞書にあると思う？」

　いや、たしかに思わないですけど……。

「でも、私は普通がいいんです」

　波風のない人生がいい。誰に睨まれることなく恨まれることなく生きていたい。他人からの敵意は心身に負担が大きい。

　学生時代に経験したことが純菜の中で今もトラウマになっている。

　仕事でアシスタントになったときとはわけが違う。あのときは仕事だし断ることができなかった。それに彼のアシスタントになることで仕事の幅は広がったから、純菜にもよいことはあった。

　それには感謝しているけれど、怜奈のようなファンから理不尽な理由で睨まれることもあり、これ以上踏み込むことは考えるだけで恐ろしい。

　壱生に関わってしまうと、自分の人生が今まで歩んできたのとは違う方向に行きそうで怖い。

「俺と結婚したら普通じゃなくなるのか？」

「そういう意味ではないんです……なんて言えばいいのかな。私は恋愛も結婚もするつもりがないので他の人の方がいいと思うんです。鮫島先生なら選びたい放題ですよね？」

　何もしなくても女性の方から寄ってくるだろう。その中からひとり選べばいい。

「だから俺は、君を選んだ」

「何でわかってくれないの？　私は無理なんですって。どうして私なんですか？」

　話が平行線をたどる。ダメだと言っているのに壱生は諦めるつもりはないようだ。

　何か私について誤解しているのよ、きっと。だから理由を聞いて説明しなくては。私は鮫島先生が思っているような人間じゃないって。

　純菜は一方的すぎる申し出の理由をまずは聞くことにした。時間をかければきっと壱生も理解してくれると思ったからだ。

　壱生は小さくため息をついた後、口を開いた。

「なあ、自分の結婚式の招待状をもらったことあるか？」

「へ？」

　意味がわからない。言っていることは理解できるが、その状況が想像できないのだ。

「自分の知らない間に、自分の結婚式が決まってるんだ。相手はもちろん知らない女」

「ひっ……」

　想像するだけで背筋が凍りそうだ。

「見ず知らずの女性の彼氏に勝手にされたことなんて、片手じゃたりない。他にも色々とあったんだ。ともかく俺は物心ついたときからものすごくモテる」

　壱生以外の人間が口にしたら、確実に反感を買うセリフだ。

「だがそれは俺の望んだことじゃない。防ごうと思っても防げずにトラブルになることも多い。モテるせいでいいことよりも悪いことの方が圧倒的に多いんだ。実際に出世に関わる問題にまで発展している」

「……私とは全く逆の人生」

「その点、君は分別もあるし、俺のこともよくわかってくれている」

　ここまで両極端なふたりも珍しいのではないかと思う。

「そこで俺は考えた。この状況から抜け出す一番の方法は君と結婚することなんだ。そうすればすべて解決する」

「その解決法はいかがなものかと思いますが」

　どうしてその結論に至ったのだろうか、純菜には理解できない。

「この天才の俺の頭脳をもってしても、他の考えが思い付かなかったんだ。だから諦めて協力してくれ」

　突拍子もないことなのに、さも当たり前のことのように言われて言い返すことができない。

「それにお父さんも電話で心配していたぞ。君が結婚しないんじゃないかって。親を安心させてやるのも親孝行だろ？」

　あのときそんな話をしていたなんて……。

　どういう話の経緯でそういう話題になったのかわからないが、父親が純菜と壱生の関係を男女の仲だと勘違いして、そういう話をしていたようだ。

　両親の話をされるとつらい。今までずっと純菜に彼氏のひとりもできなかったことを心配していたのを知っているから余計だ。

　そもそもこのやり手弁護士とやり合うなんて、最初から勝負が見えているようなものだ。

「あの、ひとつ聞いていいですか？」

　壱生の言い分も多少強引だが、まあわからなくもない。ただ純菜にはもうひとつ気になることがあった。

「鮫島先生は、どうしてパートナー弁護士になるのにこだわるんですか？」

　そもそも壱生クラスのエース級の弁護士ならば、国内外引く手数多あまただ。独立をするという方法もある。彼のマンションの豪華さなどから資金面でも問題なさそうだ。

「これは代表以外誰も知らない話なんだが――」

　そう言って話し始めたのは、壱生の幼少期の話だった。

　彼の両親は叔父から引き継いだ工場を、夫婦とふたりの職人で切り盛りしていた。しかし引き継いだ時点で借金だらけだった工場の経営はすぐに立ち行かなくなる。

　子供の目から見ても当時は大変だった。両親はどんどん疲弊していき、やがて食べるのも困るようになった。給食費が払えずに母親がどこかに電話をかけて頭を下げている姿が、大人になった今でも壱生の記憶に色濃く残っている。

　そのときに手を差し伸べてくれたのが今の代表の榎並だった。事業継承を勧めて両親や従業員が工場を手放した後も生活に困らないようにした。

　その後、彼の両親は北海道でのんびり農業をしている。

「弁護士ってこんなこともやるんだって。そのとき代表が目標になった。だから他の場所じゃ意味がないんだ」

「そんなことがあったんですね」

　ふたりが昔から知り合いだったなんて知らなかった。壱生の幼少期を知っているからこそ、代表が彼の私生活にこだわるのかもしれない。

「でもそんな理由があったなんて。小さな頃の夢が叶うといいですね」

「まあ、そのつもりだけど。ただ代表は俺のプライベートが気に入らないらしい」

　壱生らしい言い方に、思わず笑みを浮かべてしまった。

「だから結婚して納得させたいってことですね」

「俺がモテるのは俺のせいじゃない。一方的な恋心ほど迷惑なものはない」

「それ贅沢な悩みですよね」

　思わず苦笑してしまう。

「今一番面倒なのは、ピッピの飼い主だ。そもそもあの人の弁護を俺にやらせたのが間違いだろう。余計なトラブルが起こりそうだ」

　確かに彼女の送る秋波は他の人のよりも強力だ。

「さあ、これで俺の話はしたぞ。昨日何でもするって言ったのは嘘なのか？　俺がこんなに困っているのに」

　壱生の弱弱しい声を初めて聞いた。目を伏せた彼の様子から本当に考えつくした意見なのだと理解した。

　仕事でもプライベートでも助けてもらった。昨日のことは彼がいなければ今こんな風に落ち着いていられないほどのことだ。

　壱生が待ち伏せしている男に気が付いていなかったら、今どうなっていたのかと思うと震えた。

　それに両親が純菜の将来について心配しているのも事実だ。安心させてあげたい気持ちがないわけじゃない。

　複雑な感情が入り混じり、〝ＹＥＳ〟と〝ＮＯ〟の間で気持ちが揺れる。もう一度壱生に聞いてみた。

「私で役に立ちますか？」

　詰め寄られてこれ以上は抵抗できないと思った。もちろん正しいことだとは思っていない。

「当たり前だろう。君にしか頼めない」

　壱生の真剣な表情から、断るのは無理だと悟りしぶしぶ受け入れる。

「わかりました。でも条件があります」

　壱生の顔が急に真面目になった。

「もし本当に好きな人ができたときは、関係を解消するって約束してください」

　純菜としては過去のトラウマからこれまで恋愛をしていない。だからこれから先もそういう人が見つかる可能性は低い。

　しかし壱生は違う。彼は女性トラブルを抱えつつも恋愛ができないわけではない。本当に彼のお眼鏡にかなう相手が現れたときはその人と結婚してほしい。その頃にはきっと立派なパートナー弁護士になっているだろうし。

　純菜が言い終わった後、壱生はしばらく眉間に皺を寄せて純菜を見つめていた。

「矢吹がそうしたいって言うなら……仕方ない」

　純菜のためではないと言うべきなのかもしれないが、それを言っても条件が変わるわけではないので余計なことかと思い、言わないでいた。

「では契約成立ですね……えっ！　わぁ」

　いきなり伸びてきた壱生の手が、純菜を抱きしめた。

「ありがとう！　こちらこそ、よろしく」

　さっきまで純菜に詰め寄っていた厳しい顔とは打って変わって、きらめくような笑顔を浮かべた壱生の顔が間近にある。

「ちょっと落ち着いて、離れてください」

　いきなり抱きしめられて心臓がひっくり返りそうだ。こんなときほど冷静にならなくてはいけない。

　これはあくまでもお互いの利益のための結婚、契約結婚だ。

　壱生は女性の災難から逃れることができるし、純菜はトラブルを解決してくれた彼への謝礼の代わりにできる。両親を安心させられるのも大きなメリットだ。

「たとえ、条件付きでお互いのための契約結婚だとしても、結婚は結婚だ。俺はきちんと君を妻として扱う。たとえばさっきみたいなこととか」

　抱きしめられたときのことを言っているのだろう。

「それとこれとは別です。頭ではわかっていても気持ちの問題ですから」

「その気持ちだっていつか変わるかもしれないだろ」

　言っていることが理解できないわけじゃない。ただ不安が大きい。

「俺に触れられるのは嫌か？」

「い、いえ。決してそういうわけじゃ……」

「じゃあ問題ないじゃないか。まぁ、悪いようにはしないから」

　壱生が笑みを浮かべて純菜に手を差し出した。純菜はもう逃げられないのだと覚悟して、その手を握った。

　そのとき走馬灯のように頭の中に浮かんだのは、壱生のアシスタントになったときの光景だ。

　私、あのとき握手したこと、その後すごく後悔したんだった。また今回も!?

　そんなことを思い出していると、壱生が純菜の手を自分の口元に持っていき手の甲にそっと唇を寄せた。

「よろしくな。俺の奥さん」

「……っ」

　純菜の中でぼんっと音を立てて羞恥心が爆発した。

　真っ赤な顔をした純菜を、楽しそうに見つめる壱生。

　そんなふたりの結婚生活が、ここからスタートする。










第三章　俺の気持ちに応えてほしい




　枕元に置いたスマートフォンのアラームで目覚める。壱生のマンションは純菜の部屋よりも事務所に近く、少し遅い起床時刻にまだ慣れずに「あ、遅れる」と思うことが何度かあった。

「あぁ。まだ慣れないな」

　壱生の家で暮らすようになってから十日目。まだ見慣れない天井を見てぽそっと呟いた。

　なんでこんなことになったのか。

　時間があればふと思い浮かぶ感情を押し殺して「これでよかったのだ」と思い込む。

　今日は仕事が休みの土曜日。いつもならもう少し寝ているのだけれど、今日は壱生と共に実家に向かう予定にしていた。

　今週一週間、壱生は出張続きでほとんど家にいなかった。職場でも顔を合わせる機会があまりなく電話やメールで業務報告をする程度だった。

　ただ、それに加えて、帰宅後も困ったことがないかとか、今日あった何気ない出来事を電話してくることもあった。

　そんな些細なことだけど、今までとは違う関係になったのだと自覚した。

　昨日の夜純菜がベッドに向かったときに、彼はまだ帰宅していなかった。諸々の案件が立て込んでいて、いつものこととはいえ忙しそうだった。

　それに加えて実家のトラブルの件でも動いてくれている。すでに純菜抜きで両親と会い状況の確認をして解決の筋道を立て、相手に対する行動に出ているようだ。純菜を連れていかなかったのは父の希望らしい。

　忙しい中すぐに対処してくれて本当に感謝しかない。そう思うと申し訳ない気持ちが湧き上がって来る。

「そうだ……とりあえず、朝ご飯作ろう」

　食生活をないがしろにしているのは、引き出しの中に入っているカップ麺と空っぽの冷蔵庫を見て理解した。

　今冷蔵庫の中には純菜が買ってきた食材がある。それを使って彼のぶんの朝ごはんも作ろうと思う。

　ベッドを降りるとクッションの上で寝ていたピッピが足元に来た。

「おはよう。まだ鮫島先生がお休みだから、もう少し静かにしていようね」

　話しかけるとピッピは首をかしげた。

「かわいいな。もう」

　朝から癒されて微笑みながら着替えを済ませた。エプロンを着けるとピッピと一緒にキッチンに向かう。

　冷蔵庫の中から材料を取り出していると、ピッピはどこからか持ってきたおもちゃで遊び始めた。

　今のうちに準備しちゃおう。

　お鍋に湯を沸かし出汁を取る。ボウルに卵を割り白出汁を加えて出汁巻き卵の用意をする。余っていたねぎを足して温めた卵焼き器にゆっくりと卵液を流し込み成形していく。

　ワカメを戻しつつ豆腐の用意をする。寝る前にセットしてあったご飯はおにぎりにするため少し冷ます。その間に沸騰しただし汁に具と味噌を入れて、フライパンでウィンナーを炒めた。

　絵に描いたような朝ごはんが食卓に並ぶ。作り終わってからもう少し手の込んだものを作ればよかったかと思ったが、変に張り切ってみえるのも恥ずかしい。

　ふと朝食ひとつで壱生がどんな反応をするのかと、色々と想像している自分に気が付いた。

　壱生を意識しているってことなのか。恋愛経験に乏しい純菜にはよくわからない。

　その事実に恥ずかしくなるが、唐突に結婚すると決めたのだから意識しない方がおかしいと自分を正当化した。

「いい匂いだな。おはよう」

　Ｔシャツにスウェット、少し乱れた髪の壱生の姿。一緒に住み始めて何度か目にしているが、まだ慣れない。無防備な彼の姿を見ると共に生活しているということを突き付けられてドキドキしてしまう。

　この十日間は、純菜にとって落ち着かないことの連続だ。それでもこの生活を受け入れると言ったのだから慣れていかなくてはならない。

　日々これが正解なのかと思っていてもだ。

「おはようございます。鮫島先生の分もありますけど召し上がりますか？」

「え、いいのか？」

　壱生の顔がぱぁっと明るくなった。

「え、はい。特別珍しいものはありませんが」

　思いのほか反応がよくて驚いた。

「まともな朝飯食えるなんて久しぶりだ」

「大袈裟ですよ。座ってください」

　純菜は木製のトレイに、作ったものを並べてテーブルに置いた。壱生はすぐに手をあわせて食べ始める。

「うまいよ。ありがとう」

　味噌汁を一口飲んだ彼の反応を見てほっとする。

「よかった」

　次いでピッピのごはんを用意しようとフードの袋を開けると、それまでおもちゃで遊んでいたピッピが駆け寄って来た。純菜の足元まで来るとくるくるとうれしそうに回っている。

「ちょっと待ってね。準備するね」

　純菜の言葉にちょこんとお座りをして待つ。

「ピッピは本当にお利口だね」

　だいぶアイコンタクトができるようになった。お座りと待てはもう完璧だ。

「すごいな。ちょっと俺もやってみたい」

　箸を置いた壱生が立ち上がった。

「じゃあ、ごはんをあげてください。まずはこうやって目を合わせて」

　純菜と同じように壱生がすると、ピッピが彼の方を向いた。

「それでいいです。次に〝待て〟をさせてから、お皿を置きます。その後、ヨシと言ってください」

「待て」

　ピッピがエサを見つめたままだが、じっと待っている。時々出るピンクの舌がすごくかわいい。

「ヨシ」

　壱生の合図で、エサを食べ始めた。

「おお！　すごいな」

　いつもピッピにはやられっぱなしの壱生だったが、このように意志の疎通ができたことを喜んでいる。

　満面の笑みを浮かべて、ごはんを食べているピッピの頭を優しく撫でた。

「もっと仲良くなれますよ。お互い好き同士ですから」

「それって俺たちにも当てはまる？」

「えっ」

　ふいに問われて固まってしまった。

「さっき純菜が言ったのって、俺たちの関係にも当てはまるのかって聞いたんだけど」

「それは――条件が合えば」

　純菜はうまくごまかせただろうかと、壱生の方を見る。

「なるほどな。貴重な意見だ。じゃあそのきっかけにこれがなればいいな」

　そう言ってリビングに置いてあった、壱生の仕事用のカバンから彼が小さな包みを取り出した。

「ほら、座って開けてみて。お土産だ」

「え、ありがとうございます」

　純菜は椅子に座ると、早速綺麗に包まれた包装紙を解いていく。すると小さな箱が出てきた。ゆっくりと開けると中からネックレスが出てくる。

「え、これがお土産ですか？」

「ああ、たまたま見つけた店に、君に似合いそうなのがあったから」

　純菜はてっきりお菓子か何かだと思っていたので、ネックレスが出てきて驚いた。

　きらめく細いプラチナのチェーン。ペンダントトップには一粒のダイヤモンドが輝いている。

「わぁ、綺麗。でも、これってダイヤですか？」

「ああ、シンプルだし普段使いにぴったりだろう」

　笑っている壱生だったが、純菜としては慌ててしまう。

「こんな高価なもの、いただけません」

「どうして？」

「だって、これをもらう理由なんてないですから」

　純菜の言葉に壱生の顔が曇る。

「理由？　夫が妻にアクセサリーを贈るのに理由がいるのか？」

「え、それは……」

「俺たちが契約結婚だから？」

　先に言おうとしたことを言われて、純菜はこくこくと頷いた。それが気に障ったようで壱生はますます顔をしかめる。

「たとえ契約結婚だとしても俺は君を妻として扱うと言ったはずだ。だからこれは受け取ってほしい。気に入らないって言うなら、別のを一緒に買いに行こう」

「いいえ、めっそうもない！　これすごくかわいいのに」

「本当にそう思ってるのか？」

　最初に目を奪われたのは事実だ。思わず綺麗と口にしてしまっている。

「はい。あの……ありがとうございます。それと」

　純菜はゆっくりと頭を下げた。

「素直に喜べなくてごめんなさい」

　こういうとき、自分は本当にかわいげがないな、ダメだなと思う。壱生の好意を危うく無駄にするところだった。

「謝らなくていい。君はもう少し大事にされるべきだって自覚しなきゃ」

　壱生が席から立ち上がると、純菜の隣に立った。

「それ、つけてやるから。貸して」

「……はい」

　最初は自分でと言おうと思ったけれど、先ほどの壱生の言葉を思い出してお願いすることにした。

　箱から取り出されたネックレスの金具を壱生が外す。それが純菜の首元に触れた。わずかに冷たい感触に小さく肩を震わせた。

「髪、少しよけてくれる？」

「はい」

　サイドによけてうなじをあらわにすると、壱生が器用にネックレスの金具を止めた。それと同時に純菜の白いうなじに小さく音を立ててキスをした。

「い、いきなり何するんですか！」

　先ほどネックレスが当たったときとは違う、生々しい感覚に体が反応するだけでなく思わず声を漏らす。

「かわいいな」

　羞恥心をごまかすように純菜は立ち上がり、リビングに備え付けてある鏡の前で首元を確認した。

「たしかに、とっても素敵なネックレスです」

　慣れない刺激に翻弄されながら、純菜は自分の首元を飾るネックレスを見つめる。

「俺がかわいいって言ったのは、ネックレスじゃないんだけどな。まぁいいか」

　彼はそのまま座り、食事を再開した。純菜もテーブルに戻って彼に合わせて食事をした。

「次は指輪だな」

「え、まあ……それはおいおいに」

　男性からのプレゼントに慣れていないのに、指輪なんて特別なものをもらうなんて想像もできない。

　談笑しながら食事を続けていると、壱生が何か思い出したように箸を止めた。

「あ、そうだ。今日は二時に約束してるから」

　実家に訪問する時間を壱生が教えてくれる。

「わかりました」

「前にもちらっと話をしたけれど、トラブルについてはほぼ片付いている。後は時間がかかる手続きが残っているだけだ」

「すごい……早い」

　法律関係の書類は手続きが煩雑で時間がかかることも多い。しかし今回は壱生があっという間に済ませてくれたようだ。

「ありがとうございます」

「そんなに感謝しなくていい。俺は君自身をもらうんだからな」

　直接的な表現に戸惑う。

「なんか他に言い方ってないですか？」

「遠まわしに言うと、君は全く理解しないじゃないか」

　確かにこの手のことに関して鈍い自覚はある。

「それはそうですけど！」

　壱生と言い合いをしても、勝てないことはわかっている。それでも唇をわずかに尖らせて抗議した。

「だから今日は、ご両親に結婚の承諾ももらうつもりだ」

「えっ……」

「当たり前だろう。君を勝手にかっさらっていくわけにはいかないからな。前回ご両親に会ったときにふたりで挨拶に行くと伝えてある」

「そんな話までしてたんですか」

　壱生の手際のよさに驚くばかりだ。両親は純菜の将来を心配している。それを解消するのもこの結婚の目的のひとつなのだから、挨拶をして安心させるべきということだろう。なんとなく周囲から固められている気がしてならないけれど、結婚を承諾した以上何も言えない。

「とりあえず、食べたらちょっと時間くれ」

「はい。わかりました」

　何か大切な話があるのかと思っていたが、食事を終えて片付けを済ませた純菜はリビングに広げられたものを見て首をかしげる。

「あの、これどうしたんですか？」

　テーブルの上にあるのはショップの紙袋だ。

「もちろん、君のだ。買ってきたんだ」

「私に？　どうしてですか？」

「俺が着せたいから。とりあえずほら着替えて」

「なに、え？」

　紙袋を押し付けられて、背中を押されて自室に追いやられる。

「さっきもネックレスをもらったのに……。私、服なら持ってますから」

「いいだろ、別に。もうさっき言ったことを忘れたのか？　こういうときは素直にありがとうでいいんだ。俺がやりたくてやってることなんだから」

　戸惑う純菜だったがそのまま部屋に押し込まれてしまい、扉を閉じられた。

　きっと着替えなければ納得しないだろう。純菜は袋から出したワンピースを体に当てて鏡を見てみた。

　バルーン袖のリブニットワンピはバックリボンが印象的だ。ネイビーなので形はかわいらしいが落ち着いた印象に見える。

　首元にきらめくダイヤモンドのペンダントも洋服にとてもマッチしている。

「かわいい」

　素直にそう思えた。自分では絶対選ばないワンピースだが、純菜好みの色のネイビーを選んでくれているのでそこまで抵抗なく着られる。

　今着ている服を脱いで、袖を通してみる。着替え終わると似合っているかどうか不安な気持ちで鏡を覗き込んだ。

「あ……いいかも」

　色は落ち着いているが形が凝っているので、いつもよりも随分華やかに見える。ひとつに束ねていた髪をなんとなくほどいてみた。

　こっちの方がいいみたい。

　普段あまり髪を下ろさない純菜だったが、そうすることでよりエレガントに見えワンピースに似合う。

「おーい。着替えたら出てこい。それとも俺が行こうか？」

「すぐ行きます！」

　壱生に焦らされて慌ててリビングに戻る。

「あの、どうですか？」

　いつもは身に着けないワンピース。それも壱生が選んだものだ。彼の期待に応えることができているのか自信なく姿を見せる。

「……ふーん」

　思いのほか反応が薄い。自分ではいいと思ったものの合格点には達していなかったのかと残念に思う。

「やっぱりさっきの服に着替えてきます」

「え、待って。似合ってるのに。いいじゃん。さすが俺って納得してたところ。かわいい」

　一気に褒め言葉を並べられて頬が赤くなる。こんな風にストレートに容姿について褒められたのは身長以外初めてだ。

「合格ですか？」

「もちろん。髪も下ろしたんだな。すごくいいと思う。さっき間があったのはこれが似合うかどうか考えてたんだ」

　壱生がラッピングされた小さな袋を差し出した。

「これ、なんですか？」

「もちろん、これも君へのプレゼントだ」

　中から出てきたのはリップグロスだった。赤とオレンジの中間くらいの明るくて華やかな色だった。

「綺麗……」

　キャップを取って中身を見る。ブラシの先が光を受けてきらきらと反射した。

「塗ってみて」

「はい」

　言われるままに鏡を見てグロスを塗った。ねっとりとした塗り心地でしっかり発色し、パッと明るい印象になる。

　なんかいいかも。

　普段は使わない、冒険とも言っていい色。似合わないかもしれないと思っていたけれど意外と顔なじみもいい。

　思わず笑みを浮かべた純菜を見て、壱生も微笑んだ。

「ありがとうございます。うれしい」

「少し、はみ出してるな」

　純菜の顔を間近で見た壱生のしなやかな指が、彼女の唇に触れグロスを拭った。

　吐息がかかりそうな距離に、純菜の心拍数が一気に上がる。

「あの、自分で取るので」

　いつかのマヨネーズのことを思い出して、頬を染めた。

　必死に視線を逸らせてから距離を取ろうとする。しかし壱生は純菜の顎に添えた手に逆に力を込めた。

「なぁ、男が女に口紅を贈る意味知ってる？」

　ぶんぶんと頭を振る。顔をどんどん近づけてくる壱生に羞恥心が煽られて口を開くことができない。

「自らその塗られた口紅を落とすためだ」

　グイッと顔を正面に向けられた。壱生と目が合う。その瞳の中に宿った情熱を見た瞬間、純菜の唇が奪われた。

「んっ……ん」

　嘘、何……なんで？

　パニックになり思考がままならない。意味のない言葉が頭の中に浮かんでは消えるを繰り返した。

　恥ずかしさからぎゅっと目をつむる。しかしそのせいで余計に壱生の唇を感じてしまう。

　ついばむようなキスをしていたかと思うと、彼が言ったように舌先で唇をなぞる。そしてもっとと言わんばかりに深いキスへと変化していく。

「んっ……はぁ。鮫島先生っ」

　息つぎの間に必死になって彼の名前を呼ぶ。すると唇が離れた。

　彼の大きな手が純菜の頬を包む。逃げられないようにして視線を合わせた。

「俺の名前は、壱生だ」

　まるで洗脳するかのように強い視線と言葉。純菜の頭の中には今、彼しかいない。

「壱生……さん」

「そうだ。もう一度、呼んで」

「壱生……んっ」

　呼べと言ったのは彼なのに、すぐに唇を奪われてそれ以上何も言えなくなる。抗議したいけれどキスに翻弄されてそれどころではない。

　ドキドキと心臓が破裂しそうなほど脈打っている。体の触れていないところまで熱くなっていく感覚に膝が震えた。

「純菜、かわいい」

　やっと解放されたと思った後、耳元で低く甘い声で名前を呼ばれて純菜はとうとう立っていられなくなりそれを壱生が支えた。

　顔があり得ないくらい熱い。赤くなっているのがわかり慌てて壱生に見られないように両手で顔を覆った。

「なにそのかわいいしぐさ。やっぱり俺純菜と結婚するって決めてよかった。もっともっと知りたくなる」

　ぎゅっと強い腕に抱きしめられた。密着する体に戸惑うけれど顔を見られないと思うと少しほっとした。




　キスの余韻に引きずられすぎた純菜は、気が付いたときには車に乗せられて実家に向かっていた。

　サイドミラーに映った自分の唇に、壱生からもらったグロスが塗られている。連鎖的にさっきのキスを思い浮かべそうになって慌てて視線を逸らせた。

　純菜がひとりで思い出しドキドキしている横で、壱生は機嫌よさそうに車を運転していた。後ろの座席のクレートの中にはピッピがいる。ふたりと一匹で一時間ちょっとのドライブだ。

　壱生のスムーズな運転で実家には予定より少し早く到着した。玄関のチャイムを押そうとすると、壱生のスマートフォンに電話がかかってきた。彼は素早く相手を確認する。

「まだ時間あるし、出てもらって大丈夫です」

「悪いな。本宮さんからだ。もしもし」

　すぐに電話に出た壱生からわずかに離れる。たとえアシスタントでも聞いたらいけない話があるかもしれないので、いつもと同じようにした。

　純菜は先にピッピをクレートから出して抱き上げた。その時点で他の動物の鳴き声がするのでそわそわしている。

「あとで、裏にある庭で遊ぼうね」

　純菜の父親が庭を簡易ドッグランに改築した。普段リードなしで走り回ることなんてあまりないので、ぜひ楽しんでもらいたい。

　ピッピを撫でながら待っていると、電話を終えた壱生が戻って来た。

「悪い。待たせたな」

「いいえ、本宮さんはピッピと会いたがってましたか？」

「それが……向こうからは話題にも出なかった。俺がピッピの様子を説明したが適当に流して聞いているようだったな」

「そんな……」

　もし自分のペットをやむを得ない状況で誰かに預けるとなると、様子が気になるものだと思っていた。なんだかピッピがかわいそうだ。

　目を伏せて、腕の中にいるピッピをしっかりと撫でた。

「さぁ、行くぞ」

　先に歩き始めた壱生の後を、純菜とピッピが追いかけた。

「ただいま～」

　実家の玄関で声を出すと、母親が忙しない様子で出てきた。

「おかえり、純菜。鮫島先生、先日は大変お世話になりました」

「いえいえ、お邪魔いたします。こちらつまらないものですが」

　壱生が丁寧に頭を下げた後、用意していた手土産を渡す。父親の好物のどら焼きだ。いつリサーチしたのか、たまたまなのかそれにしても準備のよさに純菜は驚いた。

「この度は、わざわざ足を運んでいただいて。どうぞ」

　リビングに向かって廊下を歩く。自分がいたときとそれほど変わらない様子にほっとする。母親がお茶の用意をしに行ったので、純菜がリビングに案内した。

「鮫島先生、こちらに――」

　壱生の顔を見ると不満げだ。

「鮫島先生じゃないだろ。呼び方間違えてる」

「あの、でも」

　ジロリと見られて「壱生さん」と呼び直すとやっと納得してソファに腰かけた。それと同時に母親がお茶を持ってリビングにやってきた。

「主人は急患の対応をしていて、もうすぐ来ると思うんだけど、あ。来た」

「すまない、お待たせしました」

　スクラブを着たままで現れた父親は、半年前に会ったときより白髪が増えた気がした。心労がたたったのではないかと心配する。

　純菜の父、矢吹宗むね則のりは、二十年以上前にこの地に動物病院を開設して以来ずっと地域の動物たちの幸せを祈って仕事をしてきた。

　それと同時に保健所に収容されたり、繁殖をリタイアした犬猫を預かり新しい飼い主に繋ぐボランティア活動をしていた。

　純菜も小さな頃から動物たちの世話をして過ごす時間が長かった。それは彼女にとっても癒しであり大切な時間だったのだ。

　しかし年月が経つにつれ施設の老朽化が進んだうえに、受け入れする犬猫が増えた。私財を投げ出すにも限界があり、今回銀行以外の融資に手を出したというのが借金の経緯だったようだ。

「先日は色々とありがとうございました。おかげさまで――」

「矢吹さん、今日はその話は……彼女もいますし」

　父親の話を壱生がやんわりと止めた。

「そうですね。私も純菜にはあまりこの話を聞かれたくないからな」

　宗則はばつが悪そうに頭を掻いた。

「彼女が知りたがれば私の方から話をします。それでかまわないか？」

　急に話を振られた純菜は黙って頷いた。父親も聞かれたくないと言うならそうした方がいい。

「本日は弁護士としてではなく、純菜さんとの結婚のお許しをいただきたくてこちらに来ました」

　壱生の言葉に両親が改めて姿勢を正した。その様子を見ていると純菜も自然と背筋が伸びた。

「仕事で彼女に支えてもらっているうちに、私生活も一緒に過ごしたいと思うようになりました。全力で守り、大切にすると誓います」

　壱生の言葉が静かな部屋に響く。お互いに利益があるからと決めた結婚。真摯に向き合ってくれると約束はしてくれたけれど、両親にまでこんなにきちんと挨拶をするとは思っていなかった。

　胸の奥がジンと震える。隣にいる壱生の顔を見ると真剣そのものだ。

「ですから、お嬢さんとの結婚をお許しください」

　深々と頭を下げるその姿に胸がキュンとする。両親も彼の言葉と態度に感銘を受けているようで、母親の目にはうっすらと涙が浮かんでいた。

「娘を……純菜をよろしくお願いします」

　そう言った父親の声は震えていた。

　その父の姿が、純菜の心に影を落とす。契約結婚だと知ったら、両親は一体どう思うだろうか。

　けれど賽は投げられたのだ、もう引き返すことはできない。




　ピッピを連れて部屋を出る。実家の裏口から保護犬たちのいる犬舎の方へまわると犬たちはうれしそうに尻尾を振ったり吠えたりした。

　家の中では久しぶりにお酒を飲んだ父親の相手を壱生がしている。彼は運転があるので話を聞いているだけだったが、酔っ払いの話に嫌な顔をせずに付き合ってくれて感謝しかない。

　純菜はというと、マンションに帰る前にピッピを遊ばせようと外に連れてきた。両親の前で、壱生と愛し合っているふりをする自信がなかったのだ。

　今預かっている四匹の犬と、ピッピを連れて裏庭に出る。広いだけだが犬たちは楽しそうに走り回っているし、ピッピもすぐになじんで元気にじゃれ合っている。

　こんな風に無邪気に遊んでいる子たち、ここに来るまでは過酷な環境で育ってきたんだろうな。

　楽しそうな犬たちを見ていると、通りに一組の男女が歩いているのを見つけた。ふと振り向いた男性が純菜に気が付く。

「純菜？」

「岩いわ代しろくん……」

　相手を見てすぐにわかったのは、純菜の中で彼が忘れられない相手だったからだ。それはいい意味ではなく悪い意味で。

　会いたくない相手と遭遇してしまった。それまで穏やかな表情を浮かべていたのが一転する。

「純菜、久しぶりだな」

　動物病院の駐車場を横切って、純菜の同級生である岩代幹みき久ひさが一緒にいた女性と連れ立って近くまでやってきた。純菜と違い満面の笑みを浮かべている。

　おそらく自分が過去に純菜を傷つけたことなど、すっかり忘れてしまっているに違いない。

「うん。久しぶり」

　まともに目を見ることもできずに、純菜は小さな声で挨拶を返した。

「全然見ないうちに随分変わったな。化けるもんだなぁ、女って。でも眼鏡姿ですぐに思い出した」

　頭のてっぺんからつま先まで、それこそ舐めるようにして見てきた。その視線だけでも純菜が気分を害するのに十分だった。

「……そう」

　純菜にしてみれば会いたくもない人物だ。それなのに相手はぐいぐいと会話を続けようとする。

「そんなにかわいくなるんだったら、中学のとき我慢して付き合っておくんだった」

　隣の女性はおそらく彼女だ。明らかにムッとした表情を浮かべている。

　我慢して……それが失礼だということもわからないのだろうか。しかし幹久を前にすると過去の嫌な思い出が脳内によみがえってきて、強く言うことができない。

　この場から去ることもできず、あの頃から何も変わっていないのかと思うと悔しい。

「こいつ、昔すげーブスだったんだぜ。それで俺がじゃんけんで負けて告白したの真に受けてさ」

　思い出したくない話をされて、ぎゅっと奥歯をかみしめて屈辱に耐える。言い返すこともできない自分が情けない。

「やめなよ、悪趣味」

　一緒にいる女性も口では止めているが、純菜を見下しているのが態度からわかる。

　クスクスと笑われていても、うつむくだけの自分。少しは大人になった気でいたけれど結局あのときと変わっていないと思うと悔しい。

　下を向きだまったまま、その場をやり過ごそうとしていたとき――。

「純菜、どうかしたのか？」

　背後から響く壱生の声を聞いて振り向く。

「壱生……さん」

　できれば見られたくなかったと思うけれど遅かった。壱生は純菜の様子がおかしいのを瞬時に感じ取り、すぐさま彼女の隣に立つ。

　幹久は突然現れた壱生に視線を向け、彼のこともまたジロジロと見ている。隣にいる女性も壱生に注目しているのは確かだが、その視線には興味がありありと浮かんでいた。

「純菜、こちらの方は？」

「あの……前話をした同級生……です」

　説明をしながら思わず壱生の腕をきゅっと掴む。無意識なその行動で純菜が助けを求めているのを察知した。

「なるほど、純菜がお世話になっているようで」

「え、なに。純菜、こいつ誰なの？」

　話をしているのは壱生にもかかわらず、横で小さくなっている純菜に話しかける。昔から幹久は弱いものに態度が大きかった。

　しかし壱生はそんな態度の幹久から純菜をかばう。

「私は、こういうものです」

　さっと取り出した名刺を幹久が面倒そうに受け取る。しかしそこにある肩書を見てさっと顔色を変えた。

「弁護士？」

「はい。でも今日は彼女の結婚相手としてご挨拶に」

「結婚……純菜が弁護士と？」

「早いうちに籍を入れるつもりです。美しいでしょう？　私の妻は」

　壱生はぎゅっと純菜を抱き寄せたかと思うと、そのまま身をかがめて見せつけるように彼女のこめかみに小さく唇を寄せた。

「あっ……」

　突然のことに思わず頬を染める。壱生はそのまま純菜を見つめてきて恥ずかしさが増す。

「ふん、こんな女のどこがいいんだよ」

　負け惜しみのような捨て台詞。幹久にとって純菜との関係の序列は中学生のときのままなのだ。幹久はばかにしたように、口の端だけ上げて笑った。

　しかし壱生はそれを許さなかった。

「それは彼女に対する侮辱ですか？」

　それまで甘い雰囲気を醸し出していた壱生の、地を這うような低い声に幹久は震えあがる。

「え、いや。べ、別にそういうわけじゃないけど」

「そうですか、安心しました。私は愛する妻を傷つけられて黙っていられるような人間ではないのでね。もし今後そういう輩が出てきた場合は、しっかりと罪を償ってもらうつもりです。おそらく死ぬほど後悔することになるでしょうね。やはり法的に訴えられると精神的に参ってしまう人が多いですから」

「う、訴える？　俺を？」

　明らかに狼狽えた幹久が、焦りを隠せずにおろおろしている。そこに壱生が追い打ちをかけた。

「何を焦っているんですか？　君はさっき純菜を侮辱していないと言ったじゃないか」

「それはそうだけど」

「ただ君にそんなつもりがなかったとしても、〝こんな女〟呼ばわりしたことについては謝罪してください」

　幹久は悔しそうにこちらを睨んでいる。

「嫌なら強制はしません。ただそちらが困るだけだと思いますが」

　幹久は相手が悪いと判断したのか視線を下に向けて小さな声で「すまなかった」と口にした。

「よく聞こえなかったんだが」

　絶対聞こえていたはずなのに、壱生は幹久の謝罪に納得しない。

　幹久は悔しそうにこぶしを強く握り純菜をにらみつけた。

　また何か言うつもり？

　身構えた純菜だったが、次の瞬間幹久が深く頭を下げた。

「俺が悪かった。許してほしい」

　これまで幹久が一度だって純菜に謝ったことはなかった。しかし今目の前で深々と頭を下げているではないか。

　驚いて反応できないでいると、顔だけ上げて純菜の方を見た。

「許してくれるよな、訴えたりしないよな？」

　純菜をいじめていたときの勢いなど全くなく、その目は怯えていた。その姿を見てずっと心の中にあった黒い大きな塊のようなものが、流れていくような感じがした。

「うん、そもそも訴えるつもりなんてないし」

　純菜の中で長年抱えていたものが、わずかに軽くなった気がした。

　壱生はまだ不満そうにしていたけれど、純菜の気持ちを汲んでそれ以上は何も言わなかった。

「今後は彼女ともどもよろしくお願いします」

　言葉は丁寧だったが幹久に対して浮かべている笑みは冷酷そのもの。その表情を見て幹久は、まだ壱生の顔に見とれている連れの女性を促すようにしてその場を離れた。

　けれど駐車場に出たところで一度こちらを振り返り、純菜たちをひとにらみしてから歩いて行った。

「……はぁ」

　大きなため息をつき壱生の方を見る。すると彼の不機嫌の矛先が純菜に移っていた。

「なぁ、なんであの程度の男に傷つけられたくらいで、トラウマになってるんだよ」

「それは……中学生だったし。初めての彼氏だったから」

　告白されてＯＫをしたので、一応彼が初めての彼氏になるのだろう。言い訳をしたのに壱生の機嫌がますます悪くなる。

「気に入らない。あいつが初めてだと？　記憶からあいつを抹消して俺を初めての彼氏にしろ」

「なんですかそれ」

　言っていることが子供じみていて、思わず吹き出してしまった。

「せっかくの純菜の初めてがもったいない」

　まだ不満げな壱生を見て胸が温かくなる。壱生といれば過去の嫌な記憶も上塗りされていくようだ。

「そうだったらいいのに。私の初めての彼氏が壱生さんだったらな」

　たった数日だけでも、純菜の記憶の中の初めての彼氏は幹久だ。その記憶ごと無くなってしまえばいいのに。

　壱生はそっと純菜を抱き寄せた。

「わかった。それなら全部上書きしよう。俺と最後の恋をしよう」

　恋……私が壱生さんと？

　結婚をして妻になるから、一種の義務感のようなものだろうか。

　それでもそのときの壱生の優しい瞳の色を、純菜は一生覚えていようと思った。そしてこうやって壱生と一緒にいれば、過去を全部塗り替えられるような気がした。

「そんなことより、なんであいつが純菜って呼ぶんだ」

「それは、昔から近くに住んでいたからかな？　幼馴染だし」

「は？　それだけの理由で？　むかつく」

　仕事中はどんな問題の前でも余裕のある態度を取っている彼。それなのにこの程度のことで怒っているのを見ておかしくなって笑った。

　そんな純菜の姿を見て、壱生も笑みを浮かべた。

「でも、壱生さんが呼んでくれる〝純菜〟は特別な気がします」

「ん？」

「私、壱生さんに名前を呼んでもらうの、好きです」

　なんとなく思っていたことを伝えただけなのに、壱生は驚いたようにわずかに目を見開いた後、純菜の髪を柔らかく撫でた。

「なぁ、なんでここでそんな風に言うんだよ。抱きしめたくなるだろう」

「え、それは……困ります」

「だよな」

　ここは実家にあるドッグラン。道路からの視線を遮るものもないし目の前には犬たちが楽しそうに駆け回っている。

「ものすごく残念だが、今のところは我慢することにするか」

「……そうしてください」

　壱生から向けられた思いに頬を染めた純菜の胸は、とくとくと痛いくらい早鐘を打っていた。




　その後、両親に挨拶を済ませて帰路についた。そのままマンションに向かうと思っていたのに、道が少し違う。

「どこか行くんですか？」

「あぁ。上書きするっていっただろ？　だからデートだ」

「あれ、本当にするつもりだったんですね」

「当たり前だろう。君の記憶にアイツがいると思うだけで腹立たしい。できるだけ早く追い出したい」

　独占欲の塊のような言い方に胸がときめく。ただこれが壱生のリップサービスであることくらいは、恋愛経験の浅い純菜でもわかる。

　純菜のコンプレックスを、少しでも軽くしてくれようと思っているに違いない。

　その優しさがくすぐったくて、別の話題を探した。

「さ、ついたぞ」

　壱生が車を停めたのは、一軒家だった。不思議に思いながら車から降りると小さな看板が出ている。

　壱生は後ろの席のクレートからピッピを出して、抱き上げた。

「ここ、なかなかうまいんだ」

「レストランですか？　だったらピッピは――」

「ここはペット同伴大丈夫。ちゃんと調べてあるから」

　わざわざピッピと一緒に食事ができるところを、調べてくれていたことがうれしい。中に入ると個室に案内された。ペット用の食事のメニューもあり純菜たちと同じように水も運ばれてきた。

「ピッピにも至れり尽くせりですね」

　部屋の内装はシンプルで落ち着いた雰囲気だ。座った椅子はフカフカでとても座り心地がいい。シンプルなペンダントライトが照らすテーブルの上には、小さな花瓶にバラの花が一輪いけられていた。

「勝手にイタリアンにしたけど、大丈夫だった？」

「はい。大好きです」

「苦手なものがないなら、メニューは俺に任せてくれるか？」

「お願いします」

　純菜の返事を聞いて、壱生は注文を済ませた。もちろんピッピのごはんも一緒にオーダーする。

　料理を待つ間、ピッピは壱生の足元に抱っこしてほしそうに立った。

「めずらしいな、俺のところに来るなんて」

　まんざらでもなさそうな顔をして、ピッピを抱き上げた。顔を寄せてふわふわの毛にほおずりしている。

「すごく、仲良くなりましたね」

「そりゃ、努力したからな。ピッピ」

　同意を求められたピッピだったけれど、気にもせずに壱生の顔を舐めている。

　たしかに壱生はピッピのことを理解しようと、食事や遊びも時間が許す限り工夫をしていたし、おもちゃや洋服なんかも次々と購入していた。

　傍から見ても親バカがさく裂していたように思える。

「なんだか離れがたいですよね……せっかくこんなに仲良くなれたのに」

　最初の頃は、うまくお世話ができずに……それでも預かったから一生懸命に向き合っていて、寝不足で体調を崩したこともあった。

　しかし今はその努力が実を結んで、ピッピは壱生にも懐いていた。

「正直こんなに情が湧くなんて思ってなかった」

　ピッピに手を甘噛みされていても、うれしそうだ。

「私、壱生さんって人当たりはいいですけど、何事にも深く関わらないんだと思っていました」

　人の心を操るかのようにすぐに信頼を手にするけれど、自分の心の内はなかなか見せない人だと感じていた。

「だけど、本当に困っている人にはすごく優しい。それが自分の利益にならなくてもです。だからピッピもこんなに懐いて」

　壱生がわずかに目を見開き、驚いた表情を見せた。

「何でそう思う？」

「そばにいるようになって、そう感じたんです」

　優しいからこそ、純菜の実家のトラブルも忙しい中すぐに対処してくれた。それに加えて幹久が純菜のトラウマの原因だとわかったら、仕返しするかのごとく追い払ってくれた。ピッピのことも、預かったからにはピッピが快適に過ごせるように努めていた。

　本当はとても情の深い人だ。

　これまでは彼の強引さに振り回されることの方が多く、本当の彼について深く考えたことがなかった。いや、純菜が彼のことをちゃんと見ていなかったのだ。今までよりも近くにいることでそれを顕著に感じるようになった。

　純菜の実家のことも、本来ならばここまで肩入れをする必要はなかったし、ピッピのことも断ろうと思えば断れたはずだ。けれどどちらも面倒ごとをしょい込むとわかっていても彼は自分自身の手で解決することを選んだ。

　いくら都合のよい結婚相手が必要だったとしても、自分のことしか考えていない人にはできないことだ。

　彼のように本当に心が温かい人じゃないとできない。

　純菜はこれまで二年間も彼の何を見てきたのだろうかと、自分を責めた。今までだってたくさん助けてくれていたのに、自分の殻に閉じこもって何も見ようとしていなかった。

「そうやって君は――」

　壱生の話を遮るようにノックの音が響く。壱生が返事をすると前菜が運ばれてきた。

「せっかくだから食べよう」

「はい。でもさっき何か言いかけてませんでしたか？」

「いや、いい。また今度で」

　いつになく歯切れの悪い壱生を不思議に思ったが、目の前に出された色とりどりの料理を食べる方を優先させた。

　ピッピも美味しそうに特製ハンバーグを、夢中になって食べていた。その様子を見つめる壱生の愛情に満ちた顔を見て、小さく胸が音を立てた。

　キスしたり抱きしめられたりしたときとは違う。苦しくなるような胸の高鳴りではないけれど、くすぐったくて温かくなるような胸の疼き。

　これまでどんな人にも感じたことのない気持ちを、壱生について抱いている。

　私、壱生さんのこと……好きなんだ。

　絶対好きにならないなんて啖呵を切っていたのに、彼が胸の中に住み着いて離れなくなってしまった。

　これまで彼に恋する人の気持ちがわからなかった。けれど今となってはその気持ちがよくわかる。

「どうした？　口に合わない？」

「いえ、とても美味しいです」

「ならよかった。初デートの思い出は俺がもらったな」

「まだ言ってたんですか？」

　上書きすると言っていたけれど、まさか本気だったのだろうか。

「もちろん、本気だ。俺は君と結婚するんだからな」

　彼の言葉を聞いて、ここでもう一度きちんと話をしておいた方がいいと思いナイフとフォークを置いて姿勢を正した。

「その話、本当に本気なんですよね？」

　今さらと言われるかもしれないが、もう一度純菜は彼の意志を確認する。

「ああ、もちろん。君ができることなんでもするって言ったんだろう？　君のおかげでやっと、面倒なトラブルから解放される」

　その言葉を聞いてさっきまでときめいていた気持ちが、スーッと冷めていくのを感じた。

　あくまで彼は女性を寄せ付けないようにするために、結婚というカードを切るのだ。たまたま「彼のことを好きにならない」という条件がぴったりと合うのが純菜だったのだ。

　もし他にそういう人がいればその人だったかもしれない。いくらでも代わりのきく相手。それが純菜だった。

　そう思うと胸が苦しい。どんなに大切にされてもそれは、結婚に巻き込んでしまったという責任感からくるものだろう。

　もし純菜が壱生のことを、本気で好きになったと伝えたらどうなるのだろうか……。

　いろんなことを考えてしまって、楽しみにしていたデザートの味はほとんど覚えていなかった。

「ワンッ！」

　純菜を現実に引き戻したのは、うれしそうに足元で尻尾を振るピッピだった。




　眠ったピッピを膝の上に乗せてマンションへ戻った。早めに夕食を済ませていたのでピッピを連れて少しだけ近所を散歩する。

　人見知りをしないピッピは道行く人に「かわいい！」と言われると、尻尾を振って近づいていく。若い女性が多いのは気のせいだろうか。

「いつの間にか壱生さんに似たんですかね？」

「あ？　俺の場合は向こうから寄ってくるんだ。知らない女に尻尾振ったりしない。やきもちか？」

「ち、違いますよ」

　あまりいい気はしないけれど、それを彼に言う勇気はない。

「こうしていれば俺に悪い虫はつかないだろうな」

　壱生は言うや否や、純菜と指を絡めて手を繋いだ。

「これ……必要ですか？」

「俺が変な女に捕まったら大変だろう」

「それは、そうですけど」

　食事のときに、さんざん壱生の女性にまつわる怖い話を聞いた。その後なので、妙に納得して協力しなければという気持ちになった。

　それでもやはり繋いだ手のぬくもりが、純菜の胸を高ぶらせる。なるべく意識しないで済むように、純菜はピッピに気持ちを向けた。

「ピッピ」

　名前を呼ぶと、先を歩いていても振り向いて、こっちに戻って来る。うまく信頼関係を築くことができてうれしい。

　かわいいなぁ。

　無垢なその姿は何をしていてもかわいらしい。ずっと見ていたい。そう思っていた。

　けれど別れのときは突然やってくる。

　マンションの前まで戻ってきたときだった。

「鮫島先生」

　背後から声がしたので振り向いた。そこには見覚えのある顔がある。

「本宮さん……？」

　離婚訴訟の元クライアントで、ピッピの飼い主である本宮乃亜が現れた。本宮自動車のお嬢様らしく、ふわふわとした女性らしい印象の人だ。透明感のある肌。柔らかそうな髪の毛。人形のように整った顔。美しいという形容詞がぴったりの人。

　純菜は慌てて繋いでいた手を離した。

　ふと隣に立つ壱生の顔を見ると、わずかに眉間に皺を寄せた。しかしそれもほんの数秒で、いつもの営業用の顔に戻る。

「こんばんは。今夜お約束していましたか？」

　丁寧な言葉だが、壱生が彼女の登場を喜ばしく思っていないこともわかる。

「いいえ、会いたいから来ちゃいました」

　小首をかしげるその姿は、自分に自信がないとできないだろう。

「そうですか、私の自宅がよくわかりましたね」

「ふふふ。好きな人の情報には敏感なんです」

　壱生の口ぶりから、彼が教えていたわけではないようだ。こんなトラブルが日常茶飯事だったとなると、やはり壱生に同情してしまう。

　乃亜本人はそれが壱生の迷惑になるとは、つゆほどにも思っていないようだ。それがとても怖い。

「それで今日はどうしましたか？」

　壱生がさりげなく純菜の前に立ち、乃亜から見えないようにする。

「新しいお部屋に引っ越しをしたので、ピッピちゃんを引き取りに来たんです」

「えっ」

　思わず声が出てしまって慌てて口を閉じた。

　そんな……昼間に電話したときは話題にもしていなかったのに。

　足元で純菜の顔を見上げているピッピと目が合う。

「実は昼間先生と電話していて、ピッピに会いたくなっちゃって、まだ部屋は片付いていないんですけど来ちゃいました」

　そんな……それまでは忘れていたってこと？

　話の流れから、迎えに来ようと思ったら、もっと早くに来られたように感じた。

「そうですか。でもお引っ越ししたばかりで落ち着かないでしょうから、もう少し預かっていましょうか？」

　以前の壱生ならばすぐにピッピを返しただろう。しかし彼もピッピを大切に思っているので、今の乃亜に引き渡すのが心配に違いない。

「あら、お優しい。でも今日見たらすごく賢くなっているみたいだし連れて帰ります。あ、会いたかったらいつでも会いに来てくださいね。ピッピにも私にも」

　乃亜はにっこりと微笑んで手を差し出した。どうやらリードを渡してほしいということだろう。

　そのリードは、壱生さんが選んだものなのに。

　ピッピが飼い主のところに戻ることは本来喜ばしいことなのに、なぜだか不安でいっぱいになってしまう。離れがたいという思いだけではない。胸がざわざわする。

「わかりました。こいつの荷物取ってきます」

　壱生がマンションに向かって歩き出した。その後に続いていくべきかどうか悩んだけれど、そうなれば日常的に純菜が彼のマンションに出入りしていると印象付けてしまう。

　え、でも……その方がいいのかな。どうなんだろう。

　純菜の役割としては、壱生に言い寄る女性を追い払う役目だ。だからそのようにふるまうべきかと悩む。

　しかし壱生はそういう態度を見せずに、さっさとマンションに行ってしまった。彼の姿が完全に消えて、乃亜とふたりになる。

「それ、この子の荷物でしょ？」

「あ、はい。どうぞ」

　いきなり話しかけられて、慌てて差し出した。

　乃亜はそれを奪うようにして受け取る。

「どうしてアシスタントのあなたが、鮫島先生のご自宅のマンション前で一緒にいるのかしら？」

「え……それは」

「もしかして、付き合ってるなんてことはないわよね、ウフフ」

　おそらく思ったことを口にしただけで、悪気はないのだろう。けれどその態度は明らかに純菜を見下していた。

「……っ」

　彼女よりも優れているところがない。そう思っている純菜は言い返すことができなかった。

「本宮さんにはそう見えますか？」

　背後から壱生の声が聞こえた。

「えっ？」

「はい？」

　純菜と乃亜が振り向くと、ピッピの荷物を持った壱生が立っていた。

「本宮さんは俺と彼女が付き合っていないと思いますか？」

「え、だってそうでしょう。ふたりはつり合いが取れないわ」

　誰もがそう思うだろう。けれど面と向かって言われると胸が苦しい。

「たしかにそうだ」

　壱生の言葉に純菜は目を見開き言葉を失くした。まさか壱生までそんな風に思っていたなんて。

　指先からどんどん冷えていくのを感じる。反対に目頭は熱くなるばかりだ。ふたりの前で涙を流すわけにはいかない。

「……失礼します」

　蚊の鳴くような小さな声で断りを入れて、純菜はマンションの中に逃げ込んだ。

「おい――」

　壱生の止める声が聞こえてきたけれど、聞こえないふりをして速足で歩く。エレベーターに乗り込み最上階までもどかしい気持ちで階数を示す電子表示を眺めていると、ポロリと涙がこぼれた。

　あぁ、私。悲しいんだ。

　確かに自分自身も壱生とつり合うとは思っていなかった。だが本人から言われるのがこんなに悲しいとは思わなかったのだ。それだけ純菜の心は壱生にとらわれている。

　私、壱生さんのことこんなに好きなんだ。だからこんなにも胸が苦しい。こんなときに気が付くなんて……。

　にじむ涙を手のひらで拭いながら、エレベーターが到着する頃には決心していた。

　部屋を出ていこうと。

　それから純菜の行動は早かった。玄関から中に入るとまっすぐに自分に与えられた部屋に向かった。そこからここにきたときに使ったバッグに荷物を詰め始める。

　救いなのは元の部屋をまだそのままにしていたことだ。

　元の生活に戻るだけ、悲しくなんかない。

　そう言い聞かせるけれど、思えば思うほど壱生と暮らした数週間の楽しかった記憶が頭の中に浮かんだ。そんなに長い時間ではないにもかかわらず、別のことを考えようとしても消えてくれない。

　急いで片付けをしていると、扉の向こうから「純菜」と呼ぶ声が聞こえた。壱生が乃亜と別れて戻って来たようだ。

　一度リビングの方へ消えた足音が部屋の前まで戻って来た。次いで扉をノックする音が部屋の中に響いた。

「純菜」

　扉一枚隔てたところに壱生がいる。このままここに閉じこもっているわけにはいかないのに、返事ができずに扉を見つめる。

　すると焦れたようにもう一度ノックされた。しかし返事がないのがわかると「開けるぞ」と断りを入れた後、間髪入れずに扉が開いた。

「いるなら返事を――って、何してるんだ？」

　壱生は部屋の状況を見て、目を見開いて驚いた。

　純菜は硬い声で答える。

「荷物を詰めてるんです」

「だから、どうしてそんなことをしているんだ？」

　ずっと荷物を詰めている純菜の手を、壱生が掴んだ。

「ここを出ていくからです」

「いつそんなこと決まった」

　掴まれた手に力がこもる。

「私が決めました」

「だから、なんで？」

　問いかけに口を閉ざす。壱生は大きなため息をついた。

「とにかく、ちゃんと説明して」

　確かに彼からすればどうしてこうなったのかわからないだろう。純菜は思い付く限りの理由を並べた。

「ピッピは本宮さんのところに戻ったし、借金の件も落ち着いたので私のところに闇金が押しかけてくることもなくなりましたから、家に帰ります」

「は？　俺の頼みはどうなったんだ？」

　眉間に皺を寄せて純菜の顔を覗き込む。約束を守らなかったのだから怒るのは当たり前だ。

「さっき気が付いたんです。私じゃ鮫島先生の女避けにはならないって」

〝鮫島先生〟と呼ばれたことに、壱生は目を細め不満に満ちた視線を純菜に送る。

「どうして？」

　静かな問いかけは、苛立ちをなんとか抑えようとしているように見える。

「本宮さん、私なんて眼中にありませんでした。女として見られてない、ライバルにもならないって感じで」

　普段から容姿に自信のない純菜を傷つけるには、彼女の態度で十分だった。

「こんな役立たずはクビにして、もっと素敵な人と一緒にいた方がいいです」

　自分で言って悲しくなる。しかしここで泣いてしまうわけにはいかない。壱生が黙っているのをいいことに一気に話をする。

「借金の解決については、ちゃんと料金を払いますから」

「そんなこと言ってるんじゃない。約束は守るべきだろ」

　そんな正論、いまぶつけられても「そうですね」なんて言えない。

「俺は純菜、君に頼んだ」

「でも他の誰でもできるじゃないですか！」

　我慢していたのに感情が高ぶって思わず声を上げてしまった。泣きたくないのに目に涙が浮かぶ。

「泣いているのか？」

　純菜が涙をにじませているのを見て、壱生はわずかに驚いた。

「いいえ」

「泣いてるだろ」

「泣いてないです」

　こんなところで意地を張ったって一目瞭然なのに。ふがいなくてますます泣きたくなる。

「泣くなよ。君に泣かれるとどうしていいかわからなくなる」

　そう小さな声で言った壱生が、純菜の肩を抱き寄せた。彼の胸に抱かれて温もりを感じると、我慢していた涙がとうとうあふれ出してしまう。

「まいったな、そんなに嫌われていたなんて。悪かった」

「ち、違います」

　そこだけは誤解されたくないと、必死になって否定する。

「じゃあ、どうして？」

　腕を緩めた壱生が純菜の顔を覗き込む。悲しみとも心配ともとれる視線に見つめられると、押し込めていた気持ちがあふれ出した。

「だって……だって好きになっちゃったんです。鮫島先生のこと。私が選ばれたのは、恋愛や結婚に興味がないから都合がいいだけだって――そう自分に言い聞かせてたのに、どうしても気持ちが抑えられなくて――っん」

　壱生の熱い吐息が頬をかすめたと思った次の瞬間、すでに純菜の唇は彼のそれに奪われていた。

　重ねるだけの優しいキスじゃない。感情をぶつけるような激しいキスに純菜は目を見開く。壱生の大きな手が彼女の髪をかき混ぜるようにして引き寄せ、そのぶんだけキスが深くなる。我慢できずにぎゅっと目をつむり、情熱に押し流されるように彼のキスに応える。

「ん……っ、ま、待って……い……っせいさん」

　突然のキスに戸惑いながらも、なんとか状況を整理しようとする。彼は唇を離し、純菜を見つめる。

「はぁ。やっぱり君には、そうやって名前を呼んでほしい」

　ゆっくりと指で髪を弄ぶようにして、とろけるような視線を向けられ、純菜の心臓は、壊れてしまうのではないかと思うほど激しく鼓動を打っていた。

　彼の唇がもう一度純菜の唇に重なる。触れるだけのキスをしてから壱生は思い切り純菜を抱きしめた。

「好きだよ、純菜。俺の方がずっとずっと君のことを好きなはずだ」

「えっ」

　予想もしなかった言葉に、脳内がパニックになる。

「ど、ど、ど、どういうことですか？　だったらなぜさっき本宮さんに私とはつり合わさないって言ったんですか？」

　理解がおいつかない。早く説明してほしい。

「それはだってそうだろう。純菜のような無垢な子に、俺みたいな姑息な男は似合わないだろう？」

「え、そっち……でも、壱生さんは恋愛自体に興味がないと言っていませんでしたか？」

　以前アシスタントになったときに聞いたはずだ。彼は恋愛にうんざりしていると。

「いつも一生懸命で、人のために動ける君を好きにならずにはいられなかったんだ。それなのに誤解をさせて泣かせてしまった。ずるい手段を使った俺が、全部悪い。すまなかった」

　耳元で大きく息を吐いた後、彼がそう言った。純菜は先が気になるけれど焦らずに彼の言葉を待つ。

「君が俺のことを好きになってくれる、自信がなかったんだ」

　百戦錬磨の鮫島壱生の言葉とは思えない。意味がわからずに黙ったままでいると、彼に顔を覗き込まれた。

「呆れてるのか？」

「いえ、あの……それって壱生さんは、以前から私のことを好きだったみたいに聞こえるんですけど」

「そうだよ。鈍い君は気が付いてなかったけどね。何度食事に誘っても袖にされて、それでも諦めなかった俺のメンタルの強さすごくないか？」

「そんな、全部冗談だと思ってました」

　意外な事実を告げられて驚きしかない。

「真剣に誘って逃げられたら笑えないだろう。だからずっと待ってたんだ、チャンスが来るのを。だから君の実家のトラブルやピッピのことを理由に、手に入れようとした。もう知ってると思うけど、俺卑怯だから」

「自分で言うんですか？」

　思わず笑ってしまった純菜の目元ににじむ涙を、壱生の指が優しく拭った。

「初めて自分からこんなに好きになって、自信がなかったんだ。一方的な思いで君を傷つけたくなかった」

　これまで自分が望んでいない他人からの好意で、色々とトラブルを抱えてきた壱生が人よりもそう思うのも無理はなかった。

　もう一度壱生が純菜を抱きしめる。彼女の肩に顎を乗せて、大きく息を吐いた。

「俺は、純菜のことになると、めちゃくちゃかっこ悪くなる。どうしてくれるんだ」

　八つ当たりともとれる言葉。すねているような言い方に、純菜の胸が熱くなる。

「どうして……ほしいですか？」

　彼の腕の中で顔を上げる。するとこっちを見ていた彼と目が合う。

「ずっと好きだった。俺の気持ちを受け止めてほしい」

　きゅっと胸が締め付けられる。好きな人と気持ちが通じ合うとこんなにも胸が甘く切なく疼くのだと、人生で初めて知った。

「私も好きです。私の初恋も受け止めてください」

　間違いなくこれが純菜の初恋だ。人を真剣に好きになる気持ち、自信がなくて泣きたくなる気持ち。相手に思いを伝えてそれを受け止めてもらえて、うれしくなることも……全部、壱生が初めてだ。

　壱生は微笑んだ後、もう一度純菜を抱きしめた。優しく髪を撫でたまま、しばらくの間ふたりはそうしていた。




　それから純菜は壱生に促されてバスルームを使った。これまでならまっすぐに自分の部屋に向かうのだけど、リビングにいる壱生と目が合いそのまま彼の座るソファの隣に腰かけた。

　なんとなく離れがたい。お互いそんな気持ちなのだろう。どこかこれまでと違いくすぐったい雰囲気が流れる。もちろんそれも嫌ではない。

　手持無沙汰で膝を抱えて座る。右に座る彼の体と触れ合う距離に座っているので、シャワーの後の彼の清潔な匂いが漂ってくると、余計に意識してしまう。

　落ち着くためにほんの少し距離をとった。しかしそれに気が付いた壱生が笑い出す。

「何そんなに緊張してるんだ。別に取って食おうってわけじゃないだろ。まあ、隙あらばいただくつもりではいるけれど」

　正直すぎる壱生の言葉に顔が赤くなる。純菜とて好きな相手とそうなることは嫌ではない。けれど心の準備が、なかなかできないでいるというのが事実だ。

「だって、こういう経験がないから緊張しちゃうんです」

　ここで隠しても仕方ない。純菜は正直に今の自分の状況を伝えた。

「じゃあ、このまま自分の部屋に行く？　それとも俺の部屋に行く？」

「えっ……待って……ちょっと……あの」

　付き合っている男女なのだから、そういう雰囲気になるのが自然なのはわかる。ただ気持ちがついていかないのだ。

「俺は純菜と離れがたい」

　壱生はそっと純菜の方にもたれかかってきた。彼のぬくもりが伝わってきてドキドキするけれど離れてほしくない。

「私も、もう少し一緒にいたいです」

「じゃあ、俺の部屋においで」

　先に立った壱生が純菜の手を引いて立ち上がらせた。手を繋いでそのまま彼の寝室に歩いていく。

「そんなに固くなるなよ。純菜が嫌なら手は出さないから」

　そこまで言われて拒否するとさすがに失礼だと思い、純菜は恥ずかしさから顔を赤くして初めて壱生の寝室に足を踏み入れた。

　チャコールグレーを基調としたシンプルで落ち着いている空間。その中でひときわ存在感を示すのがキングサイズのベッドだった。

　純菜は促されるままベッドに座る。するとベッドのスプリングで体勢を崩しそうになった純菜を壱生が支えた。

　無言のまま至近距離で見つめ合う。目だけで交わす合図は恋人たちの特権だ。そのままゆっくりと唇が重なった。

「……手は出さないって言ったのに」

　恥ずかしくて思わずかわいくないことを言ってしまう。

「手は出してないだろ、キスだけ」

　もう一度唇が重なる。さっきとは違い激しいキスに純菜はベッドに倒れ込んだ。

「なぁ、約束は破るためにあると思わないか？」

　さっきは『約束は守るべきだ』って言ったのに。

「弁護士がそんなこと言っていいんですか？」

　純菜が笑って返すと、壱生は彼女の頬を優しく撫でてそして耳元で甘く囁いた。

「弁護士だって人間だ。悪いけど我慢できそうにない」

　耳から流れ込んだ言葉に、体が熱くなる。純菜も初めてで緊張しているけれどそれでも壱生と気持ちは同じだった。

　ゆっくりと目を閉じると、壱生はそれが純菜の返事だと理解した。瞼、耳、頬、鼻先……そして唇へとキスを落としていく。

　そのひとつひとつに愛を込めるように丁寧に。純菜は胸がいっぱいになるのを感じてすべてを壱生にゆだねた。

　壱生の大きな手が、優しく純菜の肌の上をすべる。いつの間にか脱いだお互いの服がベッドの下に重なり合っている。

「君の肌……真っ白で柔らかくて素敵だ」

「……んっ」

　腰のあたりを撫でられると反射的に声が出た。恥ずかしくて顔をそむけるその姿を見て壱生はクスッと小さく笑った。

「そろそろその手をどけてくれると、ありがたいんだけど」

「でも、見えちゃうから」

　その手というのは純菜が胸を隠すように組んでいる手だ。どけてほしいと言われたにもかかわらず、余計にぎゅっと力を入れた。

　そんな純菜を見て壱生は体を倒すと純菜の耳元で囁く。

「見たいんだよ、全部。あますところなく」

　熱のこもった甘い息が、言葉と共に耳に流れ込んできた。純菜は背中を駆け上るぞくぞくとした感覚に思わず身を縮こまらせたが、壱生はまだ止まらない。そのまま純菜の耳たぶを甘噛みしたかと思うと、舌で舐め耳の中に熱く濡れたそれを押し込んできた。

「あっ……っ」

　思わず声を上げて、身をよじり逃げようとするが壱生がそれを許すわけもなく、頭を固定すると執拗に舌を使って純菜を翻弄する。耳から首と順番に彼女の白い肌に舌をすべらせる。

「いや……んっ」

　羞恥心と興奮で頬を赤らめる彼女を、体を起こした壱生は満足そうに見つめる。

　そして彼女の最後の砦に手をかける。

「手はここじゃなくて、ここ」

「あっ」

　優しく、でも逆らうことを許さない強さで胸を隠している純菜の手を取ると、壱生はそれを自分の首に回した。

「そう、こうやって俺に捕まっていろ。全部俺に任せて」

「はい……あの、私初めてなので変なことがあったらごめんなさい」

　恥ずかしそうに、目元を赤らめる。

「難しいことは考えなくていい。俺が好きなのはそのままの君だから」

　微笑んだ壱生が純菜の額にキスを落とす。

「それに君は物覚えがすごくいいから……これから先、期待してる」

　さっきとは違う色気の漂う笑み。彼の意図することがわかってドキッと胸がひときわ大きな音を立てた。

「今日はゆっくり、俺のやり方を体で覚えて」

　純菜の頬にかかっていた髪を丁寧に人差し指で払う。そしてそのまま頬から首、胸、へそと移動する。その動きにくすぐったさとは違う疼きを感じ、体が熱くなっていく。

　こんな……すごい……。

　好きな人に触れられると、こんな風になるなんて……これまで想像しようにもできなかったのが頷ける。

　彼から与えられるものは、すべてが新鮮だった。

「純菜、たぶん痛いと思う。我慢できるか？」

「少し怖いですけど、でも壱生さんを全部受け止めたいです」

　嘘も我慢もなく、正直な気持ちを伝えた。彼に自分の今の思いを知ってほしかった。

「純菜、かわいいな。でもそういう発言は男を煽るってことを覚えていた方がいい」

「そんなっ……っん」

　壱生の舌が言葉を奪うように、純菜の唇を撫でた。

「今日はできるだけ優しくする。だが、我慢ができなかったらすまない」

　情欲に満ちた目が純菜を射貫く。彼女は彼の首に回していた手に少し力を込めて「はい」と顔を赤くしながら、しかしまっすぐに彼を見て頷いた。

　交じり合う吐息、絡まる指と指、言葉にならない声。お互いの心地よい体温。それらすべてが純菜に初めて好きな人と結ばれる喜びとなった。

　初めてふたりがひとつになった夜。歓喜に震える体を互いに抱きしめ合って眠った。




　翌朝、目覚めと共に体に感じた倦怠感で、昨夜のことを思い出した。今何時だろうかと時計を探すと同時に、隣にいるはずの壱生がすでにいないことに気が付いた。

　まだ温かく、先ほどまでここにいたようだ。

　どんな顔を見せたらいいのかわからないので、正直ほっとした。大きく息を吐いて、寝返りを打つ。すると布団から壱生の香りが漂ってきて、羞恥心を煽る。

　私、変じゃなかったかな。

　年齢相応の知識はあるものの初めてのことで、途中の記憶があいまいだ。彼がどういう反応をするのか少し怖い気もする。

　頭まで布団をかぶってそんなことを考えていると、部屋の扉が開く音が聞こえた。ここに入って来る人物はひとり、壱生だけだ。

　息を潜めたまま彼が何をするのかじっと待つ。

　ギシッとベッドのきしむ音が聞こえて、布団の上から抱きしめられる。

「起きてるんだろ」

　どうやら壱生は純菜が起きていることに気が付いていたようだ。ゆっくりと顔を出すとすぐ間近に壱生の顔があった。

「おはよう。よく眠れた？」

「はい……っ」

　いきなり頬にキスをされて目を見開く。そんな純菜を見て壱生は笑った。

「挨拶のキスだよ。そんなに赤くなるな。こっちが恥ずかしくなる」

　気のせいか壱生の耳がわずかに赤いような気がする。そんな壱生の姿を見るのは初めてのことで思わず笑みを漏らした。

「海外では、挨拶のキスなんて当たり前ですよね」

　壱生は留学も海外での仕事も経験している。向こうの文化が身についていてもおかしくない。

「そう、恋人同士の朝のじゃれ合いも当たり前だから」

　そう言うや否や、純菜のかぶっていた布団をはぎとった。そしてそのまま彼女に覆いかぶさる。

「まだ……朝ですよ」

「愛し合うのに、時間なんか関係ある？」

「ないんですか？　でも朝からなんて……」

「不道徳？」

　壱生の言葉に純菜が頷いた。

「それがいいんじゃないか」

　ニヤッと笑った彼を見て、もう逃げられないなと悟った。それからいきなり噛みつくようなキスを落とされてその後は、壱生のなすがままだ。

「悪いな、初心者相手にがっついて」

「んっ……はぁ。本当に悪いと思っていますか？」

　彼の猛攻に息もとぎれとぎれの純菜が問う。

「全然、むしろもっとしたいって思ってる」

　唇の端だけ上げ色気をまき散らす笑みを浮かべた壱生に、純菜はなすすべもなく翻弄されるしかなかった。

　散々愛された後、ぐったりとする純菜はふと隣で自分を見つめる壱生に尋ねた。昨日から聞きたいと思っていたけれど、タイミングがなくて聞けなかったことだ。

「壱生さん聞きたいことがあるんですが、いいですか？」

　体を起こすこともできずに、枕に頬をつけたまま壱生に声をかけた。

「ん？　構わないが大丈夫なのか？　まあ、俺が悪いんだけど」

　ぐったりとしている純菜を気遣ってのことだが、原因は壱生にある。

「平気ではないですけど、私もうれしかったから」

　あまり自分の思いを伝えない純菜が、素直に気持ちを伝える。恥ずかしそうにはにかんだ顔で。

　その様子を見た壱生は、眉間に皺を寄せて何かに耐えるようなしぐさを見せた。

「壱生さん？」

「いや、ちょっと待て。今のはかわいすぎるだろう」

「え、何を言ってるんですか？」

「わかってるんだ。今は話を聞かなきゃいけないってことは。でも純菜がかわいくて色々我慢してる」

　純菜は壱生のその態度と言葉から、自分に向けられる彼の気持ちが本物だと実感する。それがためらっていた質問をする後押しになった。

「壱生さんは、私のどこが好きなんですか？」

　なかなか聞きづらい質問だが、好きだと言われても自信が持てない。今まで恋愛が怖くてできなかった純菜だからかもしれない。

「そうだよな。いきなり上司だと思っていた相手から好きだって言われたら驚くよな。そう考えたら君はよく俺を受け入れてくれたな。本当なら手を出す前に話すべきだったのに」

　純菜の気持ちに寄り添う壱生にうれしくなり、純菜は初めて彼に手を伸ばし大きな手のひらに自身の手を自ら重ねた。

　そんな純菜の様子に壱生は目を細める。

「最初は純粋にちゃんと働いてくれるアシスタントが欲しかったんだ。だから恋愛に興味ない君は都合がよかったし、俺の期待以上の働きをしてくれてた。お礼を言うとちょっとしたことだと君は言うけどそんなことない。恩師の葬儀の手配だって君が俺のアシスタントじゃなきゃ諦めてた」

「あれは……最後のお別れくらいはと思って」

　純菜としてはただよかれと思ってしたことだ。特別なことじゃない。しかし彼にとってはそれが心に残っているようだ。

「あのときだけじゃない。会食の場所も、相手や俺の移動のスケジュールまで考えて決めてくれるし、相手によって出す飲み物も気を遣っているだろう。困ってる人や相談者に自然に寄り添える」

「ただそうすれば喜ばれるだろうなって思っただけで、すごくも何ともないです」

「そんなことないだろう。クライアントが掲載された新聞や雑誌の記事は切り抜きしてあるし、ちょっとした雑談の内容でも気になることがあれば、俺にそっと伝言を残してくれる。何度も助かった」

「それは、私は法律知識が乏しくて、できることがそのくらしかないから」

　壱生がどんなに褒めても、純菜は恥ずかしそうにそれを否定する。好きな人に褒められてうれしくないはずないのに素直に受け入れられない。

　そんな彼女に壱生は苦笑を浮かべた。

「法律知識だって十分勉強してるじゃないか。パラリーガル用の勉強してるのを俺が知らないとでも思ってる？」

「ご存じでしたか……」

　褒められ慣れていないせいか、壱生と視線を合わせるとこもできずにもじもじしている。そんな恥じらう姿さえ、彼にとっては好ましいことこの上ない。

「そんな君は誰に頼るんだろうな、俺が何かできないかなって思っているうちに、ああ、これって君を好きなんだなって思った」

　純菜ははぁと息をゆっくりと吐いた。彼の思いを聞いて歓喜で胸がいっぱいになる。

「そんなふうに思ってくれていたなんて」

「全然気が付かなかった？　わりとちゃんと好意は示してきたつもりだけど。それなのに君は本当に好きな人ができたら別れたいだなんて言ってたな。あれ平気なふりしたけど結構傷ついた」

「それは……すみませんでした」

　自分の鈍感さに恥ずかしくなる。自分に自信がなかった。今だってない。けれど彼がこう言ってくれているのだから、自分にも誇れるものがあるのだと思えた。

「壱生さん、私のこと好きになってくれてありがとうございます」

「なんだよ、それ」

　純菜の言い方がおかしかったのか、壱生はおかしそうに笑った。

「お礼はキスをもらおうか」

　壱生は笑顔のまま純菜の唇に熱いキスを落とした。




　結局ベッドを出たのはそれから二時間後。

　シャワーを浴びてリビングに向かうと、壱生がケータリングを手配してくれていた。クラフトのボックスの中は十二個に分かれており、ラップサンドやサラダ、唐揚げやオムレツが綺麗に並んでおり、目にも華やかで食欲をそそられる。

「わぁ、かわいい」

　喜びの声を上げる純菜を見て、壱生は笑みを浮かべる。

「よかった。外に出てもよかったけど、疲れているだろうから」

　いったい誰のせいだと問いたい気持ちを抑え、純菜はいただきますと手を合わせた。

　向かい合って食事をするのは初めてではない。けれどいつもと違いなんだかくすぐったい。

　ちらっと壱生の方を見ると、食事をする姿も優雅で見とれてしまう。ついついラップサンドが運ばれる口元に視線が向く。

　私さっきまで……キスしてたんだ……。

　ふとそんなことを思い出して、頭の中から壱生のことを追い出した。

　そのとき足元に落ちていた、小さなロープのおもちゃに気が付いた。

「ピッピ、ちゃんとご飯食べてますかね。いたずらばかりしてないといいんですけど」

　おもちゃを拾うと、それで楽しそうに遊んでいた姿が思い出された。昨日別れたばかりなのに、いや昨日別れたばかりだから寂しいと思うのだろうか。

　純菜は小さな頃から身寄りのない犬や猫の保護活動を両親と一緒にしていた。その子たちとの別れも経験しているのに、ピッピのことは特別寂しくまた不安に思う。

　飼い主の乃亜の態度を知っているから、余計にそう思うのだろう。

「ピッピのことは、本宮家の個人秘書の玉たま川がわさんに頼んだ。仕事のできる信頼のおける人だ」

「そうなんですか！　実はちょっと心配だったんです」

　安心してほっとした。

「本宮家のプライベートを管理している人だ。申し訳なさそうにしていたよ。彼女がうちに押しかけてきたこと」

　わがままに育ったとはいえ、人に迷惑をかけていいわけではない。彼女の周りでそれをとがめる人がいないのであれば心配だが、そういう人がいるのであれば、きっとピッピのこともきちんと見てくれるはずだ。

「せっかく純菜の寝顔を堪能していたのに、朝から電話がきてムカついた」

　どうやら純菜が目覚める前に、連絡がきていたようだ。

　不機嫌に眉間に皺を寄せる壱生。しかし純菜はその表情を見て笑った。

「子供みたいなことで怒らないでください。でも壱生さんがちゃんとピッピのことを心配して向こうの方に連絡してくれてほっとしました」

「俺も心配だったからな。彼女だけがピッピの世話をするなら、どんな手を使っても渡さなかった」

　壱生がそうしただろうことは、純菜も理解できる。

「でも……さみしいですね、やっぱり」

「いたずらばっかりだったけどな」

　壱生もピッピのことを思い出しているのか、ピッピがいつも寝ていたソファの上を見つめていた。










第四章　やっとやっとの婚姻届




　純菜はタブレットを横に置いて、鏡の中の自分に必死になって向かい合っていた。壱生は五日間アメリカに出張していて帰国は明日の予定だ。

　正式に思いを伝えて三週間。まだ日の浅いふたりだから、寂しい思いはもちろんある。時差があるけれど時間を見つけて電話もくれたし、メッセージのやり取りも頻繁にしていた。

　しかし声を聞いても会えるわけではない。純菜はあまり壱生のことばかり考えないですむように、今までしてこなかったことをしていた。

　慣れないコンタクトに四苦八苦した後、動画で初心者向けのメイクの仕方を勉強する。いくつか動画でおすすめされていたコスメも手に入れて、仕事から帰ったらそれを参考に練習していた。

　壱生は純菜をかわいいと言うが、自分ではそう思えない。乃亜を見たときの圧倒的な敗北感は、純菜自身が努力をしていなかったからそう感じたのかもしれないと思ったのだ。

　本宮さんみたいになれるとは思わないけど……ちょっとでも綺麗になれるなら。

　今までどんなことをしても、元の顔が変わらないのだからと思って努力してこなかった。

　けれどこの間壱生にもらったグロスを塗ったときに、気持ちが浮上したのを感じた。もし少し努力するだけで、前向きな気持ちになれるのならばと始めてみたのだが、壱生の前でするのは恥ずかしいので、彼が出張中、不在の間に練習することにしたのだ。

「黒目の位置がここだから、このあたりからラインをひけばいいのかな」

　アイラインのペンシルを手にした。

「少しずつ描いていくのが成功の秘訣っと」

　動画の説明を口にしながら、注意深く手を動かす。

　左右比べてみるとなかなかいい出来なのではないかと思う。

「これで、壱生さんにもらったグロスを塗れば完成」

　グロスの塗り方は一番に調べた。

「ん、いい感じ」

　でき上がった鏡の中の自分に、にっこり笑いかけてみる。

　でもいざ見せるとなると恥ずかしいな。デートのときに披露する？

　そんなことを考えていると、玄関から扉が開く音が聞こえる。そもそもオートロックなので、この部屋に入ってこられるのは壱生だけだ。

「え、嘘。ちょっと待って」

　急いでメイク道具を片付けようとして、逆にぶちまけてしまった。

「あぁああああ！」

「おい、何騒いでいるんだ？」

　急いでかき集めている姿を見られて、純菜は気まずそうに床から顔を上げて壱生を見る。

「あれ、もしかして」

　気が付いたときにはもう遅かった。慌てて顔を隠そうと両手で覆おうとしたけれどすんでのところでその手を壱生にとられた。

　その上で至近距離からまじまじと見られる。

「へぇ、いいじゃん」

　ジロジロと見られて居心地が悪い。しかも彼に笑顔で褒められて、羞恥心から耳の先まで赤くなる。

「本当に？」

　それでも不安で聞いてしまう。

「あぁ、やっぱり俺の目に狂いはなかったな。もともと綺麗だからもったいないなって思ってた」

「そんな風に思っていたなんて知りませんでした。でも隣を歩くならかわいい子の方がいいですもんね」

「あ、いや俺にとってはどっちでもいいよ」

　思っていなかった答えに疑問を持った。それが顔に表れていたのか壱生はすぐに付け加えた。

「俺にとっては、化粧をしていてもしていなくてもかわいいから。正直どっちでもいいんだ」

「……そ、そ、そんな」

　もともと赤かった耳が真っ赤になり、じんじんしている。かわいいと言われることに耐性がないので戸惑うしかないが、壱生はそんな純菜を見るのも楽しんでいた。

「俺が気にしてたのは純菜の自己評価が低いこと。『私なんか、私なんて』。俺は好きな女が悪く言われているのは気に食わない。それがたとえ純菜自身にでもだ」

「なんですか、それ」

「仕方ないだろ。そう思うんだから」

　あまりにも言っていることがおかしくて、声を出して笑ってしまった。

「そうだ、そうやって笑っていればいい。なんだか安心するんだ」

　壱生が純菜を抱き寄せて、こめかみのあたりにキスを落とす。そしてその後優しく抱きしめた。

「はぁ、疲れた。こうしてると疲れがとれる」

「あ、そういえば帰って来るの明日じゃなかったですか？」

「君の顔が見たくて、一日早く帰ってきたって言ったら、喜んでくれる？」

　至近距離に期待をしている壱生の顔がある。

「もちろん、私も早く会いたかったから」

　素直に自分の気持ちを伝えるのは恥ずかしい。けれど今壱生の柔らかい喜びに満ちた顔を見たら羞恥心なんてどこかに飛んでいった。

　壱生が純菜の頬に優しく触れた。その温かい手を感じ会えない日の寂しさが埋まっていく。

「純菜、今の君すごくかわいくて自慢したいような、誰にも見せたくないような複雑な気持ちだ」

「ふふふ、どっちなんですか？」

　こんなくだらないことで真剣に悩んでいる壱生を見て笑ってしまう。

「まあ、他の男が見れない顔を知ってるからな、俺は」

「それってどんな顔のこと言ってますか？」

　そんな変な顔を彼の前でしたつもりはないのだけれど、ふと気が抜けたときに見られていたのだろうか。

「想像したら、見たくなった」

　その瞬間壱生の目に、熱がこもった。近づいてきた唇がすぐに純菜の唇に重なる。角度を変えて何度も重なる唇。

「ただいま」

　唇の触れる距離で囁いた壱生。

　純菜は言葉ではなく、彼の首に腕を回してキスで応えた。

「おかえりなさい」と。




　四月下旬のある日のこと。

　日が落ちかけて、街灯がちらほらとつき始める時間。

　純菜は壱生と共にクライアント先から事務所に向かっていた。

　日中に比べると気温が下がり涼しい風が心地よい。仕事を終えてほっとしながら並んでふたり歩く。

「悪かったな、遅くなって」

「いえ、色々勉強になりました。それに私が窓口になることも多いので、顔を合わせていると今後やり取りがしやすいですから」

「そう言ってくれると助かる」

　途中で小学校低学年くらいの男の子が、走ってふたりを追い抜いた。

「お父さん、早く！」

「わかったから。そんなに急がなくてもお祭りは始まったばかりだろ。止まって待ちなさい」

　後から父親らしき人が追いかけながら待つように言うが、少年は我慢ができないみたいで走っていく。

「この先に神社があるんでしょうか？」

「今日は二十五日か、天神さんの日だな」

　神社に向かっていく親子を見ていると、壱生がそちらの方向に歩き出した。

「鮫島先生？　どこに行くんですか？」

　急いで後をついていく。

「ん？　俺たちも行かないか？　お祭り」

「いいんですか？」

　終業時刻はすぎているとはいえ、まだ勤務中だ。

「今から休憩時間な。法律で認められてる。だから気にするな」

「でも……お祭りなんて」

　なんとなく普通の休憩とは違って罪悪感がある。

「嫌いか？」

「好きです」

　小さな頃はさっきの小学生のようにすごく楽しみにしていたのに、大人になってからはほとんど行く機会がなかった。

「だったらいいだろ。約束もルールも破るためにあるんだから」

　笑いながら歩く壱生の後をついていく純菜の足取りが少しだけ軽くなった。

　神社に到着して、まずはお参りをしようと境内を目指す。

　平日だというのに家族連れや友達同士、はたまたカップルたちでごった返していた。

「すごい人だな」

「えぇ。はぐれちゃいそうですね」

　さっきから何度か壱生との距離が空きそうになっている。背の高い彼を見つけるのは簡単だったが、人の波に流されたら探せなくなるかもしれない。

「ほら」

　彼が手を差し出した。

「心配なら繋いでおけばいい。そうすればはぐれて迷子になることもないだろ」

　なんとなく恥ずかしいと思いながら、それでも純菜は壱生の手に自分の手を乗せた。すると彼がぎゅっと強く握り返してきた。

「これで安心だな」

　たしかにはぐれることはないけど、そのかわり私の心臓が持ちそうにありません。

　心臓がうるさいくらいに鼓動を打っている。緊張して手汗も気になる。壱生が当たり前のようにする行為に、純菜はまだ慣れずにいた。

「こっちだ」

　お参りの列に並ぶ前に手水ちょうず舎やに向かう。そこも何人か並んでいたが順番を待って手を清めた。

　ハンカチで手を拭くとすぐにまた元通り壱生によって手を繋がれる。彼が当たり前のように手を繋いでくることが、恥ずかしいけれどうれしい。

　手を繋いだまま参拝の列の最後尾に並ぶ。

　黙っていると恥ずかしさに耐えられそうにないので、気を紛らわせるために話を振った。

「鮫島先生は、このあたり詳しいんですか？」

「鮫島先生なんだな……デート中なのに」

　そう言いながら彼は繋いでいる手に力を込めた。

「う……壱生さん……ですね」

「そうだ。いい子だな」

　まるで小さな子に言うようなセリフだが、彼に言われると嫌じゃない。

　壱生は少しずつ進みながら先ほどの純菜の質問に答え始めた。

「実はこのあたりに昔、住んでたんだ。今はもう実家はないけど、小さい頃さっきの子供みたいに、ああやって走ってここに来てた」

「え、知りませんでした。じゃあ思い出の地ですね」

「ああ、二十五日が毎月楽しみで仕方なかったな。あの頃は」

　懐かしそうに周りを見渡す壱生。柔らかいその表情を見て純菜も笑みを浮かべる。

「どんな子供だったんですか？」

「ん～ひとことで言うと、やんちゃ。人の話なんて全然聞かないタイプ」

「ふふふ……今とあまり変わりませんね」

　思わず笑う純菜に、壱生は不満顔を見せる。

「そんなことないだろ。人の話が聞けなきゃ、イケメン弁護士だなんて言われてない」

「自分で言っちゃうのが壱生さんらしいです」

「俺が思ってるだけじゃない、純菜だってそう思ってるだろ」

「ふふふ、そうですね」

　こんなセリフ、彼しか言えないよね。

　見かけはパーフェクト、その上仕事もできて気遣いもできる。なにより純菜を特別大切にしてくれている。

　この人の隣にいられることが、いまだに信じられない。

「実家はもうここにないし貧しくて苦労したはずなのに、この土地にはいい思い出しかないな」

　純菜は小学生の彼がここを楽しそうに走り回っている姿を想像して、ますます笑みを深めた。

「あ、順番きた。ほら、賽銭」

　並んでいる間に準備していたなんてさすがだ。

「ありがとうございます」

　純菜は順番が来て壱生と一緒に賽銭を投げた。手を合わせ、目をつむる。

　色々と願掛けしたい気持ちはあるけれど……やっぱり一番は「壱生さんの隣にいられますように」これだけだ。

　その願いさえ叶えば、ずっと幸せでいられるような気がした。

　お参りを終えて脇にそれる。人とぶつかりそうになった純菜の肩を抱いた壱生に「大丈夫か？」と至近距離で聞かれて頷いた。

　早速効き目があったのかも？

　近づいた距離にドキッとしながらも、こうやって一緒に過ごせることがうれしい。

「さて、予算はひとり千円な」

「え？」

「縁日の予算。子供の時は五百円だったけど、俺たち大人だから倍の千円な」

　さっと純菜の前に千円札二枚を差し出した。

「もしかして仕事に戻らなきゃいけない、って思ってる？」

「いいえ、実は帰りたくないなって思ってたんです」

「あはは、いいじゃん。せっかくなんだからその調子で楽しもう」

　盛大に笑った壱生が、純菜の手に千円札を握らせた。

「さあ、どれから行く？」

　まるで子供のように目を輝かせている彼に、またもう一度恋をしそうだ。こういうときに無邪気にはしゃげる彼の傍に、ずっといたいと思う。

「ん～まずは、じゃがバター食べたいです。さっきすごくいい匂いがしていたので」

「いいな。俺も腹が減った」

　ふたりで手を繋いで目的の屋台に向かう。屋台では「カップルか、いいね～」なんておじさんにからかわれながら「大きいのちょうだい」という壱生さんに笑い、そのままふたりでベンチに座って食べた。

「熱いっ、でも美味しい」

　コクのあるバターにホクホクのジャガイモ。お腹がすいているのもあってふたりで夢中になって食べた。

「うまいな。子供の頃も食べてたこれ」

「私も昔から大好きです」

「でも、ちょっと高くないか？　あの頃はもっと安かった気がする」

「たしかに……そうかも」

　ふたりで昔のことを思い出しながら、ジャガイモをほおばる。

「でも不思議ですよね。当時は全く別のところに住んでいたのに、こうやって今はふたりでいるなんて」

「ん？」

「あ、ごめんなさい。なんでもないです」

　純菜は自分でも何を言っているんだと思って、慌ててなかったことにしようとした。

「いや、そう思うと俺たちが一緒にいるのも奇跡みたいなもんだな」

　否定せずに自分の言葉を受け止めてくれた彼の顔を、つい見つめてしまう。

「そんなふうに思ってくれて、うれしいです」

　自分の素直な気持ちを伝えるのが苦手な純菜は、耳の先まで赤くして壱生に感情を伝えた。

「なに、赤くなってるんだ。かわいい」

「もう、やめてください」

　からかわれて余計に顔が熱くなる。

「そういう顔されると、キスしたくなるんだよな」

「し、神聖な神社でなんてこと言ってるんですかっ！」

　慌てる純菜を見て、壱生は余計に面白がる。

「別に〝したくなる〟って言ってるだけで〝する〟とは言ってないだろ？」

「それはそうですけど」

「そんなに純菜がしてほしいなら、しようか？」

「いえ、あの、結構ですから」

　慌てて距離を取ろうとするが、面白がった壱生が手を掴んで放そうとしない。

「もう、ほら！　そろそろ行きますよ」

「え、もう少しいいだろ？　あ、あっちにたこ焼きがある。行こう」

　立ち上がって手を引き歩き出す壱生の後を、純菜は苦笑交じりについていった。

　思いのほかしっかりと縁日を楽しんだ後、このまま仕事をさぼって家に帰ろうという壱生を説得してふたりで駅に向かう。

　しぶしぶ応じる壱生を仕方ない人と思う一方、今までアシスタントだけ務めていたときには見られなかった彼の表情に親近感とときめきが増す。

　毎日加速度を付けて壱生のことを好きになっていると自覚する。少し前までの自分からすれば考えられないことだ。

　それでも以前の自分よりも、今の自分の方が好きだと言える。

　壱生の横顔を見ながらそんなことを考えていると、ピッピと同じくらいの大きさの白いポメラニアンとすれ違う。

　ピッピ……元気にしているかな。

　突然離れてしまったので、どうしても気になってしまう。壱生が本宮家の秘書と連絡をとって元気だということは聞いているけれど、街中で犬とすれ違ったりしたときに思い出して少し落ち込む。

　元気だって言ってるんだから、それを信じるしかないよね。

　目の前を通り過ぎた白いポメラニアンに、ピッピの姿を重ねながらそう思う。

「純菜、どうかしたのか？」

「ううん、なんでもない」

　吹っ切るように頭を振った純菜は駅に向かって歩いた。




「うーん、どうしよう」

　お昼、純菜はお弁当を広げたままスマートフォンの画面をじっと眺めていた。

「なに、何悩んでいるの？」

「え、口に出ていましたか？」

「うん」

　目の前にいる葵がくすくすと笑っている。どうやら気が付かないうちに独り言を口にしていたようだ。

　葵は純菜の向かいの席に腰を下ろして、コンビニのおにぎりを頬ばった。

「で、何があったの？」

「えーっと」

　相談するかどうか悩んだけれど、ひとりで悩んでいても仕方がない。葵ならばよいアドバイスがもらえると思い相談することにした。

「か、彼氏のお誕生日がもうすぐなんです」

「あー鮫島先生？　確か五月五日だよね誕生日。こどもの日とか笑う」

　彼氏と濁したのに、壱生の名前を出されて恥ずかしくなり慌てる。

「あの、大きい声で言わないでください」

「ごめん、ごめん。でももう今さら隠したところで、じゃない？」

　ふたりが結婚を前提に付き合っていることは、すでに周知の事実となっていた。

「そうかもしれませんけど……あまりよく思っていない人もいるので」

「そうよね、矢吹さんを狙っていた人たちなんて本当にがっかりしてたわよ。相手が鮫島先生だと知って戦意喪失していたわ」

　葵の言葉に違和感を覚えて尋ねる。

「あの、鮫島先生じゃなくて、私？」

「あら、そうよ。知らなかったの？」

「はい……」

　そんな話聞いたこともないし、誰からもアプローチを受けたこともない。

「本当に鈍いのね。びっくりしちゃった。でも仕方ないわね。鮫島先生が全部ガードしてたもの」

「え。どういう意味ですか？」

「あぁ、鮫島先生かわいそう。本当に報われてよかったわ～。矢吹さんを狙ってそうな男性は片っ端から牽制していたもの。だからまあ、気が付かなくても仕方なかったのかも。それにあなたに意地悪しそうな女性たちにも話しかけたりしてうまくガス抜きしていたものね」

　そんなことがあったなんて。うれしいけれど恥ずかしくて純菜はそれ以上何も言えずに、赤い顔をしてそれをごまかすように目の前にある弁当を口に運んだ。

「よかったね、矢吹さん」

　顔を上げると笑顔の葵と目が合う。

「ありがとうございます」

　こうやって周囲の人から祝福されるとは思わなかった。理解してくれる人もいるのだと思うとうれしい。

「それで、幸せ絶頂の矢吹さんが彼の事で悩んでるのね？」

「それなんですけど、彼の誕生日をどうやってお祝いしたらいいのか悩んでいて。お休みなので何か特別なことをしてあげたいなぁって。でも壱生さんあんまり欲しいものないらしく……」

　彼氏と初めて一緒に過ごす記念すべき誕生日だ。日頃の感謝も込めてお祝いしたいと思っている。

　一応欲しいものがないか聞いたが、特にないという返事に肩を落としたのが今朝の話だ。

「なるほどねぇ。せっかくなら初めての旅行なんてどう？」

「旅行ですか……いいかも」

　初めてのお祝いを旅先で。思い出に残りそうだ。

「ありがとうございます！　色々調べてみます。あの……ずうずうしいかと思いますが、プレゼント選びも手伝ってもらってもいいですか？」

「もちろん！　矢吹さんとこういう話できてうれしい」

「私こそ！　いつもありがとうございます」

　もともとよくしてくれていた葵との距離がまた縮まった。壱生と恋愛することで自分の周りがいい方向へ変わっていくようだ。

　純菜は笑みを浮かべて、今の幸せをかみしめた。

　その日の仕事帰り、葵は早速純菜のプレゼント選びに付き合ってくれた。デパートに入って話をしながらぐるぐる回る。

「実は生まれて初めて男性に誕生日プレゼントを渡すんです」

「え～それは気合い入れて選ばなきゃいけないわね」

　葵は純菜よりも張り切っている。

「一般的なのは男性だとネクタイとか仕事で使うものかな？」

「なるほど」

「ネクタイだと特別な意味も込められるしね。恋人にはうってつけ」

　初めて聞くことに純菜は興味を示した。

「それってどんな意味があるんですか？」

「あなたに首ったけとか、夢中とかいう意味。昔から言うじゃない。知らない？」

「私そういうのには疎くて、女性に渡すプレゼントでも同じような意味のあるものってあるんですか？」

　この際だから参考のために聞いておこう。

「女性だと、口紅とかグロスあたりかな。男性が〝君にキスしたい〟っていう意味を込めて贈るらしいよ」

「あ、それは聞いたことがあります」

　壱生からもらったグロスと彼の言葉を思い出した。

　あのグロスを塗ったときには、必ずと言っていいほどキスされているような気がしないでもない。

　そんなことを考えると自然と頬に熱が集まって来る。

「ねぇ、その反応。もしかして鮫島先生にもらったの？　口紅」

「く、口紅じゃないです。グロスです」

「なによ、やっぱりもらったんじゃないのー！」

　あははと声を出して笑われて、ますます顔が赤くなる。

「鮫島先生もそんなかわいいことするんだね。まあ、仕方ないかぁ。そうやって赤い顔している矢吹さん、私から見てもかわいいもの」

「そんな……もうやめてください」

　恥ずかしくていたたまれなくなる。

「褒めてるのに。私はこれまでの矢吹さんも好きだったけど、今のあなたはもっと好きよ」

「国見さん、ありがとうございます」

　自分が少しずつ変わってきているのが、周囲にも伝わっていることがわかってうれしくなる。

　昔の自分が嫌いだったわけじゃない。でも変わりたいと思っていたのも確かだ。

「じゃあ、ネクタイ探しに行く？」

「いや、ネクタイは……ちょっと」

　一般的にそういう意図があるものを渡すのに戸惑ってしまう。

「あはは、恥ずかしいのね。じゃあ、他のものにしましょう」

「はい。あの同じ仕事に使うなら――」

　純菜は葵に相談しながら、壱生への誕生日プレゼントを選んだ。

「きっと喜ぶわよ、鮫島先生」

「そうだといいんですが」

　どんな反応をもらえるのか、今から楽しみだ。

　恋愛をしたことで今まで知らなかった楽しみや喜びを感じることができる。それも相手が壱生だからに違いない。

「お腹すいたから、何か食べて帰らない？」

「いいですね」

「じゃあ行こう！」

　その後ふたりで入った創作料理の店で、壱生とのあれこれを根掘り葉掘り聞かれたのは少し困ったけれど、声を上げて笑うほど楽しい時間を過ごした。




　そして来たる五月四日、壱生の誕生日の一日前。

　純菜と壱生は箱はこ根ね行の列車に乗っていた。

「壱生さん、見てくださいあれ富士山ですよね」

「ああ、そうだな」

　純菜のはしゃいでいる姿を見て、壱生は苦笑を浮かべていた。

「いきなり旅行しようとか言い出したからびっくりしたけど、なかなか楽しいな」

「壱生さんも楽しいですか？」

「あぁ、楽しそうにしている君を見ているのは最高だな」

「もう……」

　からかわれているのはわかっているけれど、好きな人からの言葉はどうしても真に受けてしまう。

　純菜は今日も壱生の言葉に照れながらも幸せを感じていた。




　東京を出発して一時間半。到着した箱根湯ゆ本もとの駅に降り立った純菜はいつになくはしゃいでいた。

「壱生さん、あっちみたいですよ。私ちゃんと調べてきたんで」

「わかったから、そう急ぐなよ。転ぶぞ」

　純菜のはしゃぎっぷりに苦笑を浮かべた壱生だったけれど、彼もまんざらでもないようだ。

「箱根くらいなら俺が運転したのに」

「それじゃ、誕生日旅にならないじゃないですか。今日は私が全部やりたいんです。まあ、運転できればいいんですが……」

「あぁ、まだ死なせたくないから運転はやめておこうな」

　以前純菜が事務所の車を運転しようとしたのだが、あまりにもおぼつかなくて命の危機を感じた壱生がそれ以降は運転禁止令を出していたのだ。

　だからふたりは今も目的地に向かいながら歩いていた。

「まずは彫ちょう刻こくの森もり美術館に行って、それから……えーっと」

「焦らなくていい。ちょっと落ち着け」

「はい」

　たしなめられて少し赤くなる。今回の旅の目的はもちろん壱生に楽しんでもらうためだ。しかし純菜にとっても彼氏と初めての旅行だ。そうなると自然と浮き足立ってしまう。

　少し落ち着こうと深呼吸をしながら、次の目的地の美術館を目指した。

　ゴールデンウィーク真っただ中とあって、観光地の箱根は人であふれかえっていた。けれど普段分刻みのスケジュールをこなしている壱生は、時間を気にせずにゆっくりと過ごせるだけで十分なようで、リラックスしていた。

　美術館から始まりロープウェイに乗り大おお涌わく谷だにで黒いゆで卵を食べた後、海賊船から富士山を見た。

　絵に描いたような観光スポットを巡り、気が付いたときには十五時、ホテルのチェックインの時間になっていた。

　壱生のリクエストは「ふたりでゆっくりしたい」だったので、宿は奮発した。

　そのかいあってヒノキの露天風呂付の部屋はとても立派で、ふたりで過ごすには広すぎるほどだ。作りは和洋折衷で、部屋の一角には畳が敷いてあり、ゆっくりと足を伸ばして座れるようになっていた。ソファやベッド、リネンも落ち着いた雰囲気で部屋にマッチしている。なんといっても広いテラスには露天風呂とカウチが置いてあり眺めが最高だった。

　テラスで森林浴をしながら、ウェルカムドリンクで出されたシャンパンをふたりで楽しむ。

　グラスを傾ける壱生のくつろいだ様子を見て、ここまでのプランはおおむね成功だったとほっとした。

　それからふたりで広いホテルの中を散策したり、大浴場をお互い楽しんだ。

　純菜はそこで旅館が貸し出しをしている浴衣に着替えた。レモンイエローの浴衣は普段なら選ばない色だが、顔映りもよく旅館の方に勧められて着てみた。ほんの少しだけ化粧をしてみると華やかな雰囲気がして気に入った。

　仕上げに薄く壱生からもらったグロスを塗り、部屋に戻る。

「おかえり」

　先に戻っていた壱生はビールを片手に、スマートフォンを手にしていた。

「待ちましたか？」

「いや、そうでもないかな」

　スマートフォンから視線を純菜に移した壱生は、笑みを浮かべた。

「おっ、いいじゃん。その浴衣」

　純菜にとって冒険だった色の浴衣を早速褒めてくれる。恥ずかしさとうれしさで純菜ははにかんだ。

「こっちきて、もっと見せて」

　手招きされて引き寄せられるように、ソファに座っている壱生の前に立つ。

「近くで見たらますますいいな。それに俺が贈ったグロスもつけてる。最近あんまりつけてなかったから、うれしいな」

　そう言うと純菜の手を引いて、彼女をかがませると口づけてきた。

「そ、そういうことをするから安易につけられないんです」

　このグロスを付けると、必ずといっていいほど壱生がキスをしかけてくる。ところかまわずキスされてしまうと純菜の心臓がもたない。なので最近ではあまりつけなくなっていたのだ。

「それって逆を言えば、今日はキスしてほしいってこと？」

「あ、いや。それは――はい」

　やっと日が落ちかけたところだ。だから違うと否定するべきなのかもしれないけれど、嘘はつきたくなかった。

「なに、それ。最高にかわいいんだけど」

　笑いながら壱生は純菜を自分の膝の上に横抱きにした。そしてそのまま唇を重ねる。

「リクエストに応えたけど……もっと欲しい？」

　壱生の形のよい瞳が誘惑してくる。瞳だけじゃない、声や吐息……指先。体全部を使って放たれる壱生の色気にあらがうことなんてできなかった。

「もっとください」

「いい子だな」

　くらくらするほどの色気のある笑みを浮かべた壱生は、純菜の首筋に噛みついた。そのまま舌先が白い肌の上をくすぐる。

　しっかり着たはずの浴衣の合わせは、気が付けば緩んで壱生の侵入を許していた。

「んっ……あ、もう？」

　嫌なわけではない。でもまだ外は明るい。こういうことをするのはもっと後だと思っていた。

「もう？　そんなことよく言えたな。俺は朝からかわいい純菜を見せつけられて一刻も早くこうしたいって思ってたよ」

　話しながら帯が緩められる。

「もう十分待った。ほら、集中して」

　そんなこと言われなくても、壱生が本気を出したら彼のこと以外何も考えられなくなる。時間も場所も何もかも忘れて、羞恥心さえ奪われて全身すべてで彼を受け入れる。それしかできなくなる。

　純菜はたまらなくその瞬間が好きだった。

　狭いソファでせわしなくつながる。でもそのベッドまで数歩の距離も我慢できないという彼の気持ちがうれしかった。

　結局最後はベッドに運ばれた純菜がうとうとしていると、部屋の外から仲居さんの声が聞こえてきた。どうやら食事の準備をしに来てくれたみたいだ。

　ベッドサイドの時計を見ると時刻は十九時半。しばらくして声が聞こえなくなると、ゆっくりと部屋の扉が開いて壱生が顔を出した。

「純菜、飯食べられそう？」

「はい……お腹すきました」

「あはは。無理させたな、悪い」

　結局一度で終わらなかったことを言っているのだろうけれど、おそらく反省はしていない。

　のろのろとベッドを出て、浴衣を身に着ける。それまでけだるさを感じていたけれど、テーブルの上の色とりどりの料理を見て元気になったのだからゲンキンなものだ。

「美味しそう！」

　純菜が席に着いたのを見計らって、ふたりで食事を始めた。食前酒をいただいた後、料理に手を付ける。先付けからデザートまで旬のものを取り入れており、華やかな盛り付けは見ているだけでも心が満たされた。もちろん味も申し分なくふたりとも心行くまで味わった。

　食事を終えたふたりは、並んで今日撮った写真を見る。

「ちょっと思ったんですけど、あまりにもベタな観光スポットばかりでしたね」

　まるで修学旅行で訪れるような場所ばかりだ。旅慣れた人なら地元の人しか知らないお店や穴場を調べて楽しんだのだろう。

「そこがいいんじゃないか。普段あちこち飛び回って国内外色々と行ってるけど、こうやって彼女とゆっくりできることなんてないから、新鮮で楽しかった」

「本当に？」

「ああ、ありがとう」

　壱生の大きな手が純菜の頭を優しく撫でた。

　ゆっくりと隣にいる壱生の肩にもたれる。すると彼の腕が純菜の肩を抱いた。こめかみにキスが落とされ、次いで耳をくすぐられる。

　くすぐったそうにしている純菜を見て、ますます壱生の動きがエスカレートしそうになったときに、純菜が「あっ！」と声を上げた。

「大事なもの！　忘れてた」

　ソファから降りて自分のバッグが置いてあるところまで行くと、中から小さな包みを取り出した。

　明らかに誕生日プレゼントとわかるそれを壱生に渡す。

「まだ少し早いけど、これプレゼントです」

　日付が変わるまであと二時間ほどある。

「ありがとう。開けるぞ？」

　うんうんと頷く純菜の前で、壱生が包みを開けていく。

「名刺入れか。いいじゃん」

「本当に？　気に入ってもらえました？」

　ブラウンの名刺入れには名前を入れてもらった。いつも使っているのが年季が入っていて、買い換えたいと言っていたのをプレゼント選びの参考にした。

「これならいつも持ち歩くだろうと思って」

「さすがだな。気に入ったよ。ありがとう」

　うれしそうに名刺入れを見ている壱生を見て、喜んでくれているのだとわかる。あれでもないこれでもないと悩んだかいがあったものだ。

「壱生さんは物はいらないって言ったけど、やっぱり何かあげたくて。よかった、気に入ってもらえて」

「そうだな、ありがとう。でもまだ俺欲しいものがあるんだけど」

　物はいらないと言っていたのに、何か欲しいものができたのだろうか。

「これ、書いて」

　今度は壱生がバッグから何かを取り出した。

「俺、純菜の人生が欲しい」

　差し出されたのは、婚姻届けだった。

「俺と、結婚しよう」

　彼のストレートな言葉に、思わず息をのむ。

「あとは純菜の気持ち次第」

「私の気持ちは――」

　彼のことが好きでたまらない。それは間違いない。仕事も尊敬してるし周囲の人にも気遣いのできる素敵な人だ。

　でも意識し始めてまだ数カ月。付き合いだしたのはついこの間なのに。

　以前お互いの利益のために結婚を承諾したときとは違う。今回は壱生の純菜への真剣な気持ちが籠った、本気のプロポーズだ。

「早すぎるっていうのはナシ。どうなっても俺と結婚するんだから」

　脳内を覗き見されたかのごとく、考えていることが筒抜けで驚いた。

「まあ、純菜が嫌だって言っても逃がすつもりはない。だから断る理由が早すぎるっていうことだけなら、考えるだけ時間の無駄だからすぐにサインして」

　壱生が万年筆を取り出して、純菜に差し出し握らせた。そのうえから自分の手を重ねる。

「君の残りの人生を俺にくれないか？　一分も一秒も無駄にしたくない」

「私、壱生さんを幸せにできますか？」

　まっすぐに彼の目を見て尋ねた。彼に愛されて自分が変わっていくのを感じた。けれどまだ自分に自信があるわけじゃない。本当に自分で大丈夫なのかと不安になってしまう。

「もちろんだ。純菜しか俺を幸せにできない。俺の幸せを願うならいつも傍にいてほしい。鮫島純菜として」

　彼の言葉が弱い純菜の背中を押す。手にしていた万年筆のキャップを取り妻になる人の箇所に丁寧に名前を書いた。

「ふつつかものですが、どうぞよろしくお願いします」

　頭を下げた純菜を壱生が強く抱きしめた。

　その瞬間に、幸福が胸にあふれる。

「こちらこそよろしく。俺の奥さん」

　結婚なんて自分には縁のないのもだと思っていた。

　誰かに愛されることのない人生なのだと。

　けれど壱生に出会って変わった。愛され愛する喜びを知り、また自分のことも少しずつ好きになれた。

「私、すごく幸せです」

「あぁ、俺もだ。最高のプレゼントをありがとう」

　互いの額をこつんと合わせて見つめ合う。どちらからともなく幸せに満ちた満面の笑みを浮かべたふたりは、いつまでもくすくすと笑い合っていた。




「おーい。まだか」

「あの、やっぱりやめておこうかなって」

「ダメだ。俺の誕生日なんだからわがまま聞いて」

　わがままだという自覚はあるのね……。

　けれど誕生日という特別な日だと言われると、断りづらい。覚悟を決めた純菜はバスタオルを巻いて露天風呂のあるテラスに出た。

　五月初旬。真夜中ということもありテラスの温度は低い。肌を刺すような冷たさにぶるっと体が震えた。

「早く来ないと風邪をひく」

　壱生の言う通りだ。恥ずかしさもあるけれど寒さに耐えられそうにない。急いで湯船に向かった。

「壱生さん、タオル取るので少しあっち向いていてください」

「は？　なんでだよ」

　不満そうに眉間に皺を寄せている。

「恥ずかしいんですよ。明るいし」

「わかったから、早く入れ」

　壱生が反対側を向いたのを確認して、純菜は体に巻いていたタオルをとって湯船につかった。

「もういいですよ」

　座り方と両手を駆使して、なるべく彼から見えないようにして背中を向けて座る。

「そんなに離れなくてもいいだろ。何もしないから」

「信用できません」

　過去にそれで失敗しているのだ。純菜だってやられっぱなしじゃない。

「ああ、まぁ、約束は破るためにあるからな」

　背後にいる壱生を振り返り、睨むと声を上げて笑っていた。

「じゃあ正直に、何かするかもしれないけど、くっつきたいからこっちきて」

「え、待って」

　純菜の答えを待たずに、壱生は彼女の腕を引っ張って自分の方に引き寄せた。

「つかまえた」

「もう、強引すぎます」

　少し膨れて見せると、その頬に壱生がキスを落とす。

「こうでもしないと永遠に手に入らないだろ。うちの奥さん恥ずかしがりやだから」

　奥さんという響きに照れてうつむく。

　たしかに壱生さんくらい強引な人じゃないと、結婚なんて永遠にできなかったかも。

　そう思いながら胸元に視線を移すと、赤くなっているのに気が付いた。指先でこすってみるが取れない。

「おー綺麗についてるな、キスマーク」

「え、これが？」

「そう、さっきつけたやつかな」

　壱生の手が伸びてきてふくらみの上の赤い印に触れた。

「俺のもんだっていう印。本当はもっとあちこちにつけたかったけど我慢した」

　彼の指先が優しく肌の上をすべる。

「こんなことしなくても、私は壱生さんのものなのに」

　深く考えずに思ったことを口にしてしまい、慌てて口をつぐんだ。

「やっと自覚が出てきたのか？　自分が誰のものかって」

「まだ時々夢じゃないかなって、信じられないときもありますけど」

「夢だったら、俺が困る」

　背後から抱きしめられて、純菜の肩に壱生の顎が乗る。背中と彼の胸が密着していて体温が伝わってくる。

　湯船につかってほてっているのか、壱生に抱きしめられて熱くなってしまっているのかわからない。

「あ～もうすぐ誕生日だな」

　テラスから中の掛け時計が見えた。時刻は二十三時五十八分。あと二分で日付が変わり壱生の誕生日になる。

「プレゼントのリクエストしていい？」

「プレゼントなら、さっき渡しましたよ？」

　クスクス笑うと壱生が純菜の体を引き上げて、自分と向い合せに座らせた。

　それまで顔が見えないことでなんとか恥ずかしさに耐えていたのに、いきなり裸で向かい合うことになって焦る。

　壱生の濡れた肌、少し濡れて乱れた髪、上気してわずかに赤みを帯びている頬。

　純菜を見つめる瞳には、なまめかしいほどの情熱がこもっている。

　抵抗することすらできずに、彼の瞳を見つめ返す。それだけで体の奥が熱くなっていくようだった。

「純菜、君からキスして」

　はっとして彼の唇に視線を向ける。

　自分から彼にキス？

　これまで何度も唇を交わしてきたけれど、純菜からしたことは一度もない。

「なあ、頼む。純菜からしてほしい」

　色気に満ちた視線にとらわれて、逆らうことができない。

　純菜は彼の首に腕を回すと、ゆっくりと顔を傾け彼の形のよい唇にキスを落とした。

　唇を離して壱生を見つめる。

「お誕生日おめでとうございます。壱生さん」

　まっすぐに目を見て伝えると、彼はうれしそうに目を細めた。

「ありがとう」

　そう言ったかと思うと、純菜の後頭部に回した手に力を込めて彼女を引き寄せた。そして純菜がしたよりももっと深くて熱いキスを繰り返す。

「……さん、い、壱生さん。待って」

　キスと同時に素肌の上を行き来する壱生の手を掴んで止める。

「待たない。さーてと、これから何してもらおうかな？」

「え、まだあるの？」

「当たり前だろう。せっかくの誕生日だから思う存分願いを叶えてもらう」

　純菜の目には、いつだって思う存分やりたいことをやっているように見えるのだけれど、それ以上なのだろうか。

「まずはそうだな」

　何か考えるそぶりを見せた壱生が、純菜の耳元に唇を寄せた。

「とりあえず、君と愛し合いたい」

　とろけるような甘い言葉が、耳から流れ込んでくる。

　う……ずるい。

　壱生はすでに純菜の弱点を完全に把握していた。そんな彼に逆らえるわけもなく、なすがままになるだけだ。

　純菜は黙ったまま彼の首に回した手に力を籠める。耳まで赤くした純菜を愛おしそうに壱生が見つめた。

　夫婦になると誓ったふたりが過ごす、甘い夜が始まった。










第五章　恋をして変わるもの




「矢吹……さん、じゃなかった。鮫島さん？」

「あ、いえ。職場では矢吹のままでお願いします」

　翌日の午後以降、純菜はこのやり取りを何度も繰り返していた。

　それと言うのも、すべて壱生の行動の早さのせいだ。彼の仕事中の行動力は理解していたけれど私生活までその能力が発揮されるとは思わなかった。

　ことのあらましはこうだ。

　箱根から東京に戻ってきたその足で、純菜と壱生は区役所に向かい入籍した。

「誕生日なんだから、俺の言うことを聞いてくれ」という壱生の強引さがまた発動したのだ。

　どうしても誕生日に入籍したいと言い張って、そのまま区役所に提出してしまった。

　そして翌日。朝一番に代表の元を訪れて入籍したことを伝えた。前回嘘をついていたときに「おめでとう」と言われたときには罪悪感を持ったが、今回は素直にお礼を言えた。

　なんとかふたりでの報告を終えて、業務に戻りいつも通り仕事をした。

　そして昼休み。純菜は箱根の土産を社内に配っていた。

「これ、お土産です」

　まだ席に座っている人に声をかけて配る。

「あら、箱根。誰といったの？」

　話し好きの社員に聞かれて、なんて答えようかと考えていると、純菜の代わりであるかのように答える声がした。

「俺とです。な、純菜」

「えっ……」

　な、何でばらしちゃうの？

「楽しかったな、箱根」

「う、うん……？」

　いやここで認めたら大変なことになる。職場に報告をいつにするかなんて相談していなかったけど、このタイミングはないんじゃないの？

　今日のところは代表にだけ前もって知らせるものだと思っていた純菜は、壱生の発言に目を白黒させた。

「あら、ふたりもしかして、付き合ってるの？」

　女性社員の顔が好奇心に満ちる。

　純菜の頭の中は真っ白で、どう答えたらことを荒立てずに済むのか考えたけれど何も思い付かなかった。

「いや、付き合ってないですよ」

「え……」

　まさか壱生が否定するとは思わず、混乱してきた。

「あら、そうなの？」

「えぇ、結婚したんです。昨日」

　壱生はキラキラと輝くオーラをまとって、にっこりと微笑んだ。あまりにもさらっと爆弾発言をしたので相手もあっけにとられている。

「あら、そう……ふーん」

　今ので納得したのかな？

　女性社員の様子を眺めていると、だんだん我に返ってくる様子が手に取るように見えた。

「え、結婚って鮫島先生と矢吹さんが？」

「ええ、そうなんです。な？」

　なんとも軽く同意を求められて、黙ったまま頷くしかできなかった。

　周囲も話を聞いていたせいで、ざわめき始める。

　まさかこんな形で知られるなんて。

　もう笑ってごまかすしかない。あれこれ話をしている壱生の隣でただ心を無にして立っていた。時折感じる壱生に憧れを抱く女性社員からの冷たい視線と、葵の哀れみの視線を感じながら。




　……午後以降、針のむしろだった。終業後、給湯室の片付けをしながら大きなため息をつく。

「純菜、本宮さんが来たからお茶だけお願いできるか？」

「はい、わかりました。今日お約束でしたか？」

「いや、急に来たんだ。まったく困ったよ」

　すでに待たせているようで壱生はすぐにその場を離れた。

　お茶を用意して応接室に向かう。ノックをして中に入ると乃亜は壱生との話に夢中で、純菜に見向きもしなかった。というよりもわざと無視しているように見えた。

　お茶出しが終わり部屋を出ていこうとしたときに「ちょっといい？」と壱生に呼び止められた。

「本宮さん、実は私結婚したんです」

「え……」

　壱生の言葉にそれまで楽しそうに話をしていた乃亜が固まった。

「私の妻の、純菜です」

「う……嘘でしょう？」

「いえ、事実です」

　壱生がはっきりと告げると、乃亜は青ざめた顔でふらふらと立ち上がった。

「何だか気分が悪くて、失礼します」

　そう言ってすぐに部屋を出て行ってしまう。

「え、追いかけなくていいんですか？　お話は終わったんですか？」

　慌てる純菜だったが、壱生は気にしていないようだった。

「いつも何も用がないのにこうやって事務所に押しかけてくるんだ。だから問題ない。とりあえずあちらの秘書に連絡はいれておく」

　壱生は立ち上がるとまだ仕事が残っているのかオフィスへ向かった。

　純菜は応接室の片付けをしながら、生気のぬけた乃亜の顔を思い出して心がざわざわした。




　それから一カ月。

　最初こそは冷たい視線を投げられることもあったが、いつも通りの日常が戻ってきた。それも壱生があっけらかんと発表したおかげだろう。結婚したことを秘密にしておけば、あれこれ気を遣って逆に大変だったかもしれない。

「壱生さん。そろそろ起きますか？」

　つい一時間ほど前まで寝ていたベッドに腰かけて、まだ寝ている壱生に声をかける。

「う……ん」

　返事なのか唸り声なのか判断が難しい。

　結婚してわかったことだが、壱生は朝が弱い。籍を入れる前までは、純菜の手前、ちゃんと目覚ましをかけて起きていたようだ。

「壱生さん、今日は壱生さんの大好きなワカメとじゃがいものお味噌汁ですよ」

　それまで無反応だったのに、ぐるっとこちらに寝返りを打った。

　なんなの……かわいい。

　思わず顔をほころばせると、こちらを向いた壱生が目を閉じたまま口を開いた。

「純菜、君は勘違いをしている」

「え？」

「俺が今食べたいのは、純菜だよ」

　いきなり壱生の手が伸びてきて、純菜はあっという間にベッドに転がされた。目の前には寝起きの少し乱れた壱生がいる。

「おはよう。純菜」

「おはよう……ございます」

　挨拶をしてみたものの、この体勢はあまりよろしくないような気がする。

　純菜は少しずつ体をずらそうとしたけれど、両手をがっしりと壱生に掴まれた。

「逃げるのか？」

「え、いや。だって遅刻しますよ」

「少しくらいなら許してもらえる。新婚なんだし」

「そんな就業規則ないですから」

　純菜が言い返すと、壱生は不満を顔に浮かべた。

「純菜は真面目すぎる」

「普通ですよ」

「じゃあ、キスだけ」

　大好きな旦那様にそう言われると、真面目と言われた純菜も拒否できない。ゆっくりと目を閉じると優しいキスが落ちてきた。

　そっと目を開くと壱生がにっこりと笑っていた。

　朝のお楽しみ時間を過ごした後、少々急ぎ気味に身支度を整えると、純菜の作った朝ごはんを食べる。夜はなかなか時間が合わないのでせめて朝だけでも一緒に食べようとふたりで決めたのだ。

　平日はこうして純菜が準備することが多いが、休日の朝は最近料理に興味を持った壱生が担当することもある。同じ時間を過ごしながら、ふたりなりのルールができてきた。

　日常の何気ないひとつひとつが、ふたりを夫婦にしてくれているのだと思えた。

「今日は広島ですよね、出張」

　先に出発する壱生を、純菜が玄関で見送る。

「ああ、着いたら連絡する」

「気を付けてね」

　玄関を出て行こうとした壱生が、振り返って戻って来た。

「どうかしたの？」

「忘れ物」

　純菜の頬にキスをして「いってきます」と出て行った。

「もう……」

　まだ夫婦の触れ合いに慣れない。でもこのくすぐったい時間が純菜は大好きだった。

　その日仕事を終えて帰宅した純菜はひとりで食事をとりシャワーを浴びた。壱生がいる日なら彼の食事を用意したり、あれこれおしゃべりをしたりする。ひとりだと部屋がものすごく広く感じられた。

「ピッピ元気かな」

　壱生が時々本宮家の秘書、玉川に連絡をとって様子を聞いてくれている。最近ペットシッターを雇ったらしくお世話は問題ないと聞いた。それでも寂しい思いをしているのではないかと気になってしまう。

　ソファに座ってなんとなくテレビをつけてみる。しかしあまり興味のある番組がなくてチャンネルをころころ変えていると、スマートフォンがメッセージを受信した。

　壱生さんかな。

　広島に到着したときに連絡があった。予定では今日は夜まで仕事が詰まっていたはず。そろそろ宿泊先のホテルに到着する頃だ。

　ロックを解除してメッセージを確認する。差出人は不明、そこに表示された一枚の画像に驚いた。

「これって、うちの病院？」

　それは動物病院の口コミサイトのスクリーンショットだった。グルメサイトと同じように☆の数で評価されている。よく見てみると星ひとつの投稿が続いていた。

「なにこれ……」

　画像の下にＵＲＬがあったのでクリックして内容を詳しく見た。

　コメントを見るとショッキングな内容が書いてあった。

【無駄な診療をされた。金儲け主義。星ひとつもつけたくない】

【保護した犬たちを虐待している】

【間違った箇所を手術された。謝罪もなく、その後のケアもしてもらえない】

　どれもひどい内容のものだった。しかもここ一週間でこういった内容のコメントが増えている。

　父は何よりも動物と飼い主の気持ちに寄り添う獣医師だ。ここに書いてあるようなことをするような人間ではない。

　誰がこんなことを？

　純菜にはこの内容が嘘だとわかる。しかしこの口コミサイトを初めて見た人はどう思うだろうか。

　必死になって内容を確認していると、今度はＳＮＳのＵＲＬが送られてきた。すぐにそこにアクセスすると、実家の動物病院の写真と共に誹謗中傷ともとれるひどい言葉が並んでいた。中には営業を妨害するためにいたずら電話を呼びかけるような書き込みもあった。

「これは……」

　純菜は心配になって母親、美み帆ほのスマートフォンに電話をかけた。数回コールがなった後つながった。

「もしもし、お母さん」

『あぁ、純菜なの。何かあったの？』

　少し疲れた声をしているのがわかり、ますます心配になる。しかし直接聞いたところできっと「大丈夫だ」と言うに違いない。

「別に何もないよ。壱生さんが出張で少し寂しいだけ」

『あら、ごちそうさま』

　ふふふと言う笑い声が聞こえて、少しほっとした。しかしその直後電話口から電話の音が聞こえる。これは病院の代表電話だ。

『あぁ……まただわ』

　診療時間はとっくに終わっている二十二時。時々急患を見ることもあるが、美帆のセリフから急患の電話ではないことがわかる。

『母さん、私が出るから』

　後ろから父親、宗則の声が聞こえる。

『いい加減にしなさい』という怒気を孕んだ声が聞こえた。その後またすぐに電話の着信音が響く。

「ねえ、お母さん。いったいどうしたの？　もしかしてＳＮＳのせい？」

『知っていたの？』

　美帆に聞かれてスマートフォンにメッセージが届いて、心配になって電話をしたと伝えた。

「大丈夫なの？」

　そう聞くことしかできない。今のようないたずら電話が一日中鳴り響いていたら診察にも支障が出たに違いない。

『今日はもうずっとなのよ。病院のメールアドレスにもよくわからないメッセージが何通も届いたり』

「そんな……ひどい」

　両親もそこそこの歳なのでＳＮＳなどには詳しくない。口コミサイトのひどいコメントは見ていないようで、そこだけは安心した。

『お父さんが、心配するから純菜や壱生君には言うなって』

「でも普通じゃないよ。こんなの」

　そう言っているうちにまた電話の音が鳴り響く。

『まただわ……もういや』

　いつも気丈な美帆だったが、今回は精神的に相当参っているようだ。

「なんでこんなことに」

　美帆に聞いても心当たりはないと言うことだ。

『明日警察に届け出るつもり。だから壱生君には言わないで。彼にはこれ以上私たちのことで迷惑をかけたくないから』

　以前借金のことで壱生に助けられた両親だったが、こう立て続けに娘婿に迷惑をかけるのは気が引けるようだ。

「お母さんがそういうなら、黙っておくけど。でも何かあったら絶対力になってくれるよ」

『そうね。とりあえずこちらはなんとかするから。純菜、あなたも元気でね』

　電話が切れた後、純菜は必死になってＳＮＳを読み漁る。実家の動物病院の名前で検索すると、ものすごく悪意に満ちた内容が書かれている。宗則や美帆の診療や対応に落ち度があるのであれば、こういった書き込みをされても仕方がないのかもしれない。しかしどれも言いがかりとしか言いようのない内容だ。

　病院の外観、住所、電話番号が書かれていて抗議を促す書き込みもあった。

　両親がどんな思いであの動物病院をやっていたのか、純菜は知っている。彼女にとって自慢の両親だ。そんなふたりの傷つくことを想像すると、胸が苦しくなった。

　まずは警察にというけれど、すぐに動いてくれるのだろうか。こういうときこそ壱生に相談するべきだと思うが、彼は今大きな仕事のために出張中だし、何よりも両親から言わないようにと釘をさされている。

「私には……何もできない」

　自分の無力さに苛立ちと悲しみが胸の中に渦巻く。

　膝を抱えて心のもやもやに耐える。こんなときに壱生がいてくれれば、相談はできなくても心強いのに。

　どうしたらいいの……。

　考えがまとまらず、気持ちの整理もつかない。その日純菜は眠れない夜を過ごした。




　壱生が出張から帰ってくる日。

　気持ちが不安定な純菜は、彼の帰りを待っていた。相談できずとも顔を見れば元気が出るような気がしたからだ。

　しかし壱生は東京に戻って来たものの、急ぎの案件対応のためにそのまま事務所で深夜まで仕事をしている。純菜も手伝いたいと申し出たが断られた。

　布団に入って時計を見る。さっきからまだ十五分しか経っていない。起きて待っていたいが、それをすると壱生が何かあったのかと心配するだろう。

　疲れているのに眠れない。

　早く帰って来て。

　それと同時にリビングに人の気配がした。壱生が純菜を起こさないように静かに帰ってきたようだ。

　すぐに寝室の扉が開いて彼が顔を出す。ゆっくりとベッドに近づいてくると、彼は純菜がまだ起きているのに気が付いた。

「なんだ、まだ起きてたのか？」

「うん。待ってたの」

　外から漏れる明かりだけが寝室を照らす。壱生からは純菜の顔はほとんど見えていないはずだ。

「一週間働いて疲れているだろう？　早く寝て」

　ネクタイを緩めながら、純菜の顔に手を伸ばす。少し冷たい大きな手のひらに純菜は自ら頬を摺り寄せた。

「壱生さん」

「ん？」

「一緒に寝てくれませんか？」

　帰って来たばかりで、まだネクタイさえ外していない相手に言うことではないとわかっている。けれど純菜は我慢できなかった。

「わかった。眠るまで傍にいてやる」

　壱生はベッドに入ると当たり前のように、純菜の首元に自らの腕を差し入れた。そして反対の手で彼女を抱え込むようにして抱きしめる。

　純菜の様子がいつもと違うのに気が付いたはずだが、何も聞かないでいた。

　久しぶりに感じる大好きな人の体温。ほっとして涙がにじむ。それと同時に数日間ほとんど眠れていなかった純菜はあっという間に眠りについた。




　翌日土曜日。

　純菜が目覚めたとき壱生は隣で彼女の顔をじっと眺めていた。起き抜けに見つめられていることに驚きそして恥ずかしくなり顔を赤くした。

「おはよう」

「おはようございます。壱生さん」

　そのまま抱き寄せられて密着するとほっとする。いつもなら朝だからとか理由をつけて彼の手をほどこうとするが今日はその手のぬくもりをずっと感じていたかった。

　しかしずっとそうしてはいられない。土曜日で仕事が休みの今日、純菜は実家の様子を見に行こうと心に決めていた。

「壱生さん、お味噌汁飲みたくありませんか？」

「いいな。じゃがいも入れてくれるか？」

「はい、わかりました」

　純菜はベッドから降りると部屋を出るときに振り返る。そこに壱生がいてくれるだけで気持ちが落ち着いた。

　落ち込んでてもどうしようもない。とりあえずどうなってるか見に行かなきゃ。




　壱生は純菜が作った朝ごはんを食べて仕事に出掛けた。休日に出勤するのはめずらしくない。だからこそ純菜は壱生がいない今日を狙って実家を訪ねた。

「ただいま」

　玄関から中に入るとリビングから宗則が顔を出した。

「あれ、こっちにいるの？　病院は？」

　いつもなら診療時間のはず。獣医師である宗則が実家のリビングにいるのはめずらしい。

「ちょっと休もうかと思って。ほら、父さん働きすぎだっただろ？」

　嘘をついているのがバレバレだ。今までは休診日でさえ急患に応じていた。そんな人が休みたいなんておかしい。

　純菜は無言のまま、裏口から動物病院へ向かう。そこで目にしたのは、ひどい有様の病院だった。

　窓ガラスは割られて壁には「ヤブ医者」などとスプレーで落書きがされている。

「ひどいっ」

　この状況では確かに診察できないだろう。

　思わず涙がこぼれた。人の大切な場所や思いを、こんな風に傷つけるなんてひどすぎる。

　純菜は庭にあるホースを使って壁に水をかける。同時に外に干してあった雑巾で必死になって壁をこすった。しかし全く落ちる気配はない。それでも続けた。くやしさで涙を流しながら。

　するといきなり隣に誰かが立った気配がした。急いで涙を拭って隣の人物を見て驚いて声を上げる。

「壱生さん！　どうしてここに？」

「俺が純菜の様子がおかしいのに気が付かないとでも思ったのか？」

　うまくごまかしたつもりだったのに、やはり壱生はすべてお見通しだったようだ。

「タブレットの検索履歴を見て、ここが大変なことになっていることを知った。なぜ、俺に言わない？」

「それは壱生さんにまた実家のことで迷惑をかけてしまうから」

「俺にとっては、何も話してもらえないことの方が悲しいけどな」

　壱生が純菜の手をとった。

「こんなに赤くなって。力入れすぎだ」

　彼の手がいたわるように純菜の手を包んだ。それと同時に今までよりも多くの涙が純菜の頬に伝う。

「う……うぅ。来てくれてありがとう」

　袖で涙を拭いながらそう伝えると、彼は優しく頭を撫でてくれた。




　リビングには純菜の両親と純菜、そして壱生が座っていた。

「お久しぶりです。入籍のご挨拶が電話で申し訳ありませんでした」

「いや、ふたりで決めたのだから構わないんだ。それよりも忙しい中、足を運んでもらって悪かったね」

「いえ、純菜の大切な場所なので、俺にも何かさせてください」

　壱生の言葉に宗則は小さくため息をついた。

「どうしてこんなことになったのか……特別なトラブルはなかったんだが」

「なるほど。とにかくまずはできることからやっていきましょう。こちらでも色々と調べてみます」

「ありがとうございます」

　両親がそろって頭を下げた。

「こういうときしか役に立ちませんから、弁護士なんて」

　ここ数日両親もそして純菜も、突然起こったトラブルにどうしていいかわからずふさぎ込んでいた。けれど壱生が力になってくれるとわかった途端、気持ちが前向きになった。

「本当は病院を閉鎖することも考えたんですけど、壱生君が力になってくれるって言うならもう少し頑張るよ」

　力ないながらも表情に生気が宿ってきた。

「詳細は追って連絡します」

「よろしくお願いします」

　頭を下げた両親に見送られて、純菜と壱生は自宅に向かう。




　壱生の運転は穏やかで、乗り心地がいい。壱生がトラブルの解決に手を貸してくれると聞いて、気持ちが軽くなった。

「壱生さん、今日はありがとう」

「いや、当たり前のことだろ。妻の実家が困ってるんだから。これからはもっと頼ってほしい。そうすることが俺の喜びでもあるんだから」

「はい」

　純菜は迷惑をかけることばかり気にしていた。しかし壱生は何も知らないでいることの方が嫌だと言った。

「私、壱生さんのこと好きになってよかったです」

「やっとわかったか」

　信号で停車すると、壱生が人差し指で純菜の頭をつついた。お互い見つめ合って微笑み合った。




　あれから数日、実家への嫌がらせは落ちついた。壱生のアドバイスで動物病院のホームページに警察に被害届を出したこと、今後も厳しく対処していくことを記載したら翌日からぴたっと止まった。こんなことで？と思うけれど愉快犯は警告で止めることも多いようだ。

　壱生が地元の警察署に働きかけてくれて、防犯カメラの解析が早急に進められているらしい。

　両親も動物病院を再開して、忙しくしているようだ。昔から通ってくれている人は今回の騒動など気にしていないようで、そういう人たちに支えられて以前のように仕事に取り組んでいる。

　ただまだ一部の嫌がらせは続いているようで、犯人を特定しない限りは安心できずにいた。

　そんなある日、事務所に乃亜が姿を見せた。壱生とのアポイントはなかったはずだ。前回の訪問時あまりいい印象がなかったので警戒するが、壱生のアシスタントとして対応しなくてはならない。

「本宮さま、ただいま鮫島は不在でして――」

「今日はあなたに会いにきたのよ。矢吹さん」

「私……ですか」

　彼女が純菜を指名したということは、壱生とのことを聞かれるのだろう。本来そういう話をする必要はないけれど、彼女は大事なクライアントの関係者だ。追い返すことなんてできない。

「案内してちょうだい、早く座りたいわ」

「失礼しました、ではこちらにどうぞ」

　空いていた応接室に案内してソファに座ってもらう。

「あの、今お茶を――」

「いらないわ。あなたも座って」

　向かいに座るように言われて「失礼します」と声をかけて座った。どういう風に切り出されるのか緊張して待つ。

「結婚生活は楽しい？」

「え、はい。まだ慣れませんが」

　突然の質問に戸惑いながら答える。どういう意図があるのかわからない。

「そう、慣れなくてもいいのよ、どうせすぐに別れるんだから」

「え……どういうことですか？」

「だって鮫島先生は乃亜の運命の相手だから」

　にっこりと微笑む乃亜に絶句した。壱生はすでに純菜と結婚している。それなのに自分の運命の相手だというのか。

　純菜が黙ったままなのをいいことに、乃亜はしゃべり続けた。

「矢吹さん、ご実家が大変なようだけど平気？」

「え、どうしてそれを？」

　近しい人にさえ実家のトラブルの話はしてない。それなのになぜ乃亜が知っているのだろうか。

「ふふふ。さてどうしてでしょうか？」

　顎に人差し指を添えて小首をかしげクスクス笑う。その姿は純菜を挑発しているように見えた。

「大変ね。ネットって怖いわね」

　純菜は乃亜が何をしたいのかわからずに黙った。下手なことは言えない。

「ふふふ、助けてあげましょうか？」

「どのようにして……でしょうか」

　純菜が話に乗ってきたと思って、乃亜は笑みを浮かべた。

「私が言えば止まるわ。ネットの書き込みも落書きみたいな嫌がらせも」

「犯人を知ってるってことですか？」

「さぁて、どうでしょう」

　何も知っていなければこんな言い方はしないだろう。彼女がトラブルの何らかを知っているのは間違いない。

「犯人のこと教えてください」

　ちゃんと解決をしなくては、両親はいつまでも心配することになる。

「それはあなたの出方次第よ」

「私が、何をすればいいんですか？」

　できることなら何でもするつもりだった。そう、できることなら。

「簡単よ。鮫島先生と別れてくれないかしら？」

「え……な、そんなこと……」

　あまりにもストレートな言葉に驚いてしまう。

　壱生は、結婚すれば言い寄って来る女性はいなくなると予想していた。確かに他の女性からのアプローチは減ったようだが、乃亜だけは別だった。

　そもそも私なんて相手にしていなかった……？

「だって、鮫島先生は私と結婚した方が幸せになるもの。考えたら私も再婚だし鮫島先生も再婚ならちょうどバランスが取れるわ。あ、もしかしてそのためにあなたと結婚したのかしら？」

　なんという強引な解釈だ。狂気に満ちていると感じるのは純菜だけではないはずだ。

「あら、もしかして別れたくないの？」

　何も言わない純菜に、苛立ちを見せた。

「あなたがそのつもりなら、別れたくなるようにするだけ。実家への嫌がらせは継続するとして、あとは本宮自動車とこの事務所の顧問契約を破棄しましょうか？」

「え、そんなっ！　それは困ります」

　本宮自動車はこの事務所最大の顧客だ。以前の担当は代表が、今は壱生が引き継いでいる。もしクライアントでなくなるならば、壱生の失敗とみなされて経歴に傷がつくのではないだろうか。

　そうなったらパートナー弁護士となって代表に認めてもらいたいという、彼の願いが叶わなくなってしまう。

「じゃあ別れなさい。あなたと鮫島先生の結婚は間違っていたのよ」

　間違っていた？　私と、壱生さんの結婚が？

　私が彼の邪魔になっているかもしれない。

　もし自分がいなければ、彼はもっと幸せだったかもしれない。そんな考えが一瞬頭をよぎる。

　いや違う、彼は私を選んでくれた。この気持ちは間違いなんかじゃない。

　純菜はすぐに自分の中にある考えを否定した。

　たしかに最初に提案されたときは、互いのメリットのためだと思っていた。純菜自身恋愛なんて自分とは関係ない話だと思っていたから、今のような気持ちになるとは思ってもいなかった。

　だけど今の純菜のこの気持ちは本物だ。誰に否定されるいわれもない。

　心の中で自分の気持ちを整理する。その間も乃亜は話し続けた。

「それに鮫島先生はこんな事務所にこだわることなんてないのよ。彼はトップであるべきだわ。本宮の名前があれば新しい事務所を準備することなんてたやすい話よ」

　乃亜は根本的に間違えている。壱生がここで頑張っているのは代表に認めてもらいたいからだ。他の事務所では意味がない。

　それに彼が人におぜん立てしてもらったものを、甘んじて受け入れるとは思えなかった。

　彼女の言葉を聞いて確信する。彼を大切に思う気持ちは誰にも負けないと。

　これまで波風立てずに過ごしてきた。けれど壱生のことだけは誰に何を言われても譲れない。

「本宮さんは、本当に壱生さんのことをわかっていますか？」

　純菜はわざと〝鮫島先生〟ではなく〝壱生さん〟と呼んだ。そのことに乃亜も気が付いたようだ。

「どういうこと？　私よりあなたの方が彼のことを知っていると言うの？」

「もちろんです、妻ですから」

　考えてみたら純菜自ら壱生の妻だと名乗ったのは、初めてのことかもしれない。

　まさか初めてがこんな修羅場だなんて。

「妻……ですって？　あなたみたいな人が鮫島先生の妻と名乗るなんておこがましいと思わないの？」

　乃亜は怒りに任せて大きな声を上げた。

　これまでの純菜であれば、彼女の勢いに圧倒されて口をつぐんでしまっていたかもしれない。

　自分が我慢すれば、実家の動物病院も彼のキャリアも守られるかもしれない。でも本当にそれで正しいの？　そんなはずない。

　今の純菜は、これまでの彼女とは違う。誰にも自分たちのことを否定されたくなかった。

　これまで自分に全く自信がなかった。中学の時のトラウマは言い訳で、自分を認めてあげる努力を全くしていなかったのが原因だ。

　しかし壱生と出会って、彼が花を育てるように大切に純菜を育ててくれた。自分に自信を持つこと、自分の気持ちを素直に伝えること、そして人を愛すること。

　どれも人生において大切なこと。それを壱生が彼の愛をもって教えてくれたのだ。

　ここで私が引いたら、台無しになる！

　やっと好きになった自分のこと、嫌いになりたくない。

「思いません！　だって彼が選んでくれたのは他の誰でもない私なんです」

　自分が選ばれた人間だなんて、傍から見れば傲慢な言い方だろう。しかし純菜にとってはそれも大きな自信につながるひとつだ。

「だから私は彼の気持ちに応えようと思います。きっとここで私が条件をのんだら彼はがっかりするし、傷つくはず」

　純菜はまっすぐに乃亜を見つめた。その目に迷いはない。

「あなたみたいな人がそんなことを言うなんて信じられない」

　乃亜がかな切り声を上げた瞬間、応接室のドアが開いた。

「本宮さん、そこまでにしてください」

　現れたのは今事務所にいないはずの壱生だった。

「外まで声が聞こえているぞ」

「申し訳ありません、以後気を付けます」

　廊下は事務所の人間だけではなく、他のクライアントも通る。

　本来ならば純菜が冷静に、乃亜と話をしなくてはいけなかった。

「鮫島先生、この子クビにしてください。クライアントの私に生意気なことを言うのよ。本当に自分の立場ってものがわかってないわ」

　乃亜は足を組み態度でも不快感をあらわにした。たしかに純菜の態度はクライアントに対する態度ではなかった。

「本当に自分の置かれている立場がわかってないな」

　壱生の言葉に乃亜は笑みを浮かべた。

「ほらみなさい」

　見下したような視線に、純菜は目を伏せた。

「何を言っているんだ？　立場がわかっていないのは本宮さん、あなたですよ」

　壱生の言葉に、純菜も乃亜も驚いた。

「壱生さんそれはちょっと」

　いくら怒っていても、さすがにその態度はまずいのではと純菜も焦る。

「いや、本宮さんはもううちのクライアントじゃないから。契約は昨日解除している」

「えっ！」

　純菜も初めて聞く話で驚いた。

「な、なに言って……」

　さすがの乃亜もたじろいでいる。この状況で壱生が嘘をつくとは彼女も思わなかったからだ。

「どういうこと？」

　そのとき乃亜のスマートフォンが着信を告げた。画面を確認して彼女は慌てた様子で電話に出る。

「お父様、鮫島先生が――えっ。本当のことなの？」

　電話の向こうでは彼女の父親が何か話しているようだ。乃亜の顔色がどんどん悪くなっていく。

　放心状態のまま手にしていたスマートフォンを膝の上に置いた。

「鮫島先生……なんで？　本宮自動車がこの事務所を離れたら困るはずでしょう？」

　乃亜はそれをわかっていて壱生に無理を通そうとしていた。いわば彼女にとっては大切な切り札。それがなくなってしまったのだから、うろたえるのも無理はない。

「確かにこれまではそうだったかもしれない。ただあなたは少しワガママすぎた。俺に対する付きまとい行為、妻に対する侮辱。クライアントとしての立場を利用してのそのような態度は許されるべきではない。こちらに不利益を及ぼす会社を切った。それだけだ」

「そんな……そんなこと。嫌よ」

　気の強い乃亜は、今の状況を受け入れられないようだ。

「信頼関係で成り立つ仕事なんでね。こちらもお客は選ぶんだ」

　壱生の言葉に乃亜はぐっと唇を噛んだ。

「それともうひとつ、理由がある」

　そう言いながら、壱生はＩＣレコーダーを取り出し再生ボタンを押した。

　ガサゴソという音の後に、男性の声が聞こえる。

『矢吹動物病院への落書きや嫌がらせは、俺がやりました』

「こ、の声！　岩代君じゃない？」

　純菜の中学の同級生で、彼女に恋愛に対するトラウマを植え付けた人物。

『俺、この間純菜に袖にされたのが許せなかったんだ。昔は俺の方が優位だったのにバカにされた気分になった』

　こんなくだらない理由で両親を傷つけたのだと知ると、むなしくなった。純菜は悔しくて唇を噛む。

「ひどい……」

　思わず言葉をこぼした純菜の肩に、壱生がなぐさめるように手を置いた。

「もう少し聞いて。ここから先も大事だから」

　壱生の言葉に泣き出しそうになるのを耐えた。

『ただ計画したのは俺じゃない。本宮乃亜っていうやつが俺のところにきて、矢吹動物病院に嫌がらせをしろって。具体的に――』

「嘘よ、こんなのでたらめよ！」

　いきなり大声を上げた乃亜は、テーブルの上に置いてあったＩＣレコーダーを奪おうとする。

　しかしすんでのところで壱生が取りあげた。

「でたらめだとおっしゃるなら、それはそれで結構。ただし、私は妻の実家側の弁護士ですから、本宮さんのところとはこれ以上取引できません」

「そんな私情で、契約を解除したと言うの？　この事務所はどうなっているの？」

　乃亜の美しい顔が憎悪に歪む。

「あなたのこれまでの態度から、これ以上お付き合いするべきではないと代表も判断した。そういうことです」

　乃亜は真っ赤な顔をして、じっと壱生を睨んでいる。

「私がいなくなってもいいの？」

　乃亜はこの状況でもなお、まだ壱生が自分を選んでくれる可能性があるのだと思っているようだ。

　そのときノックの音が聞こえた。

「どうぞ」

　壱生が許可するとひとりの男性が中に入って来た。

「失礼します。鮫島先生、ご連絡ありがとうございます」

　男性はきっちりと壱生に頭を下げて、それから乃亜の前に立った。

「お嬢様、旦那様がお待ちです。参りましょう」

「嫌よ。玉川、放しなさい」

　やり取りからして、彼が本宮家の秘書だということがわかった。何度か名前は出てきていたが、純菜は初対面だ。どうやら壱生が迎えに来るように言っていたようだ。

「では、少々手荒になりますが、失礼します」

　そう言ったかと思うと、玉川は乃亜を抱えた。

「やめなさい！　降ろしなさい！」

　乃亜は玉川の体をこぶしで激しく叩くが、玉川は顔色ひとつ変えずに純菜たちの方を向いた。

「この度は大変ご迷惑をおかけして申し訳ありませんでした。今後の対応については追ってご連絡いたしますので。では」

　まだ叫び続ける乃亜を抱えて、玉川が出て行った。廊下を行きかう人々も何事かと注目していた。

「大変だな。あれは」

　壱生ののんびりした声に、純菜は緊張がほどけてほろほろと涙を流した。

　壱生はそんな彼女を抱きしめる。

「迷惑をかけたな。俺がもう少し彼女に対して毅然とした態度をとるべきだったんだ。実家にもお詫びに伺うつもりだ」

　涙ながらに純菜は頷いた。

　壱生がことの顛末を話して聞かせてくれた。

　あの後壱生はもう一度両親に連絡をして、ペットの入院施設や犬舎に見守りカメラが多数設置してあることを確認した。その録画された映像を確認したところ、窓越しに幹久の姿が確認できたということだ。

「最初、矢吹さんは犬や猫たちのためにつけたカメラがこんなことに役立つとは思ってなかったみたいだな。この子たちのおかげだって保護している犬たちに感謝していたぞ」

「そうだったんだ……よかった」

　壱生はその映像を警察に提出すると共に、幹久のところを訪ねた。そのときの会話が先ほどＩＣレコーダーに録音されていたものだ。

「逃げられないと思ったのかすぐに白状した。まあこの俺が逃がすつもりないけどな。純菜を泣かせたんだ。地獄の果てまでおいかけて謝らせるつもりだった」

「そこまで。本当にありがとう。でも、次からは危ないことは警察に任せてほしい」

「わかった」

　それから幹久の自供で、乃亜がこの事件の犯人だと明らかになった。しかしすぐに本人を追及するのではなく逃げ道を全部ふさぐことにした。

「本宮自動車がうちのクライアントである限り、向こうは自分たちの立場が上だと主張するだろう。だから代表に相談してこれまでの経過を伝えて契約解除することにした。以前からその準備をしていたんだ」

「そうだったんだ……知らなかった」

　アシスタントとして、彼の業務を把握していたつもりだった純菜は驚いた。

「それは秘密裏に進めていたから」

「でも、本宮自動車はうちのいわゆるお得意様じゃないですか。なくなったら大変ですよね？」

「それはそうだな。でも代表は話せばわかる人だ。それに本宮自動車よりも大きなクライアントとの契約にこぎつけた。それも二社。だから忙しくなるぞ」

「すごい……そんなに忙しい中、実家の件で負担をかけてごめんなさい」

　本当ならアシスタントとしても妻としても彼を支えなくてはいけないのに、それができていないことに落ち込む。

「別に負担じゃない。ＳＮＳのトラブルについては俺が本宮さんの対応を間違えたのが原因だし。それに俺にとっては純菜の大切なものを守るのは当たり前のことなんだ」

　彼の言葉に涙がにじむ。何か言おうと思うけれどうまく言葉にできない。

「俺だって完璧じゃない。でも純菜の前ではヒーローでありたいと思っている」

　純菜はうんうんと頷いて、壱生に手を伸ばす。彼も手を広げ純菜を迎え入れた。

「ほら、泣かない。仕事ができなくなるぞ」

「だって……止まらないんだもの」

　ほっとしたのと、壱生の純菜に対する真摯な気持ちを受けて、涙が止まらない。そんな彼女の背中を、壱生は泣き止むまでずっと撫で続けていた。




　あれから一ヵ月が経った。

　矢吹動物病院に対する嫌がらせについては、示談が成立した。両親はことを荒立てたくなかったのと、乃亜や幹久にも未来があるからとすぐに謝罪を受け入れた。壱生は不満そうにしていたけれど、純菜としては早く決着してほっとしている。

　土曜日、壱生は午前中は予定があると言っていたが昼には帰って来る。午後から久しぶりにふたりでゆっくりできるとあって純菜は待ち遠しく思っていた。

　キッチンで夕食の下ごしらえをしながら、今か今かと壱生の帰宅をそわそわしながら待っていた。

　ちょっとおしゃれしたの、気が付いてくれるかな？

　純菜にしては珍しく、パステルカラーのサマーニットに白の膝丈のパンツを合わせていた。

　化粧はごく薄く施しただけだが、唇には壱生にもらったグロスを塗っている。

　少し張り切りすぎたかなと思わなくもないが、壱生は純菜のこういう気持ちも大切にしてくれ、努力に気が付いて必ず褒めてくれる。

　そうこうしていると玄関から人の気配を感じた。壱生が戻ってきたみたいだ。出迎えようと濡れた手をタオルで拭いていると、壱生がリビングに顔を出した。

「ただいま。あ、それ。新しい服？　似合ってる」

「そうなの、気付いてくれた？」

　気付くだけじゃなくて、褒められて照れくさい。

「もちろん、それで今、何作ってるんだ？」

　手元を覗いた後、純菜の顔を覗き込む。

「夜は、パエリアにしようと思って。その準備」

「ふーん、じゃあそれまで俺は、純菜をいただこうかな」

　言い終わると同時に、彼は純菜の唇を奪い、抱きしめてきた。軽く交わすキスだけでは終わらない。

「……ん、もう。まだ料理の最中なのに」

　やんわりと彼を押し返して距離を取る。拒否して見せたけれど、赤くなった顔は隠せない。

「仕方ないだろ。純菜がそのグロスつけてるとしたくなるんだ」

　いたずらめいた視線を向けてくる。その後耳元に唇を寄せた。

「純菜だってわかって、やってるんだろ」

「そ、そんなことないっ」

「いや、そう焦るってことは、図星だ」

　その通りな上に、壱生と言いあっても不利になるばかりだ。とりあえず話を終わらせて逃げることにした。

「と、とにかく。明るいうちはダメですから」

「わかった」

　そう言った壱生がまた純菜にキスした後、してやったりといった顔を見せた。普段は法律を操り、毅然とした態度で仕事をこなす弁護士なのに、時々純菜に見せる子供っぽい姿を見ると彼と結婚してよかったなと改めて思えた。

「そうだ、純菜。こっちに来て」

　リビングにはさっきまでなかった、見慣れたクレートが置いてあった。

「待って……これって」

　急いで近づいて透明な扉から中を覗いてみると、そこにはすやすやと気持ちよさそうに眠るピッピの姿があった。

「え、どうして？」

　信じられない気持ちで、後ろにいる壱生を見る。

「純菜、口には出さなかったけどずっとピッピのこと心配してただろ？」

「知ってたの？」

　乃亜が純菜や家族に対する嫌がらせをしたことで、完全に関係が切れてしまっていた。当然のことなのだが、ずっとピッピのことが気がかりで時々スマートフォンの中の写真を眺めていた。

「当たり前だろう……あ、起きた」

　耳をぴくぴくっとさせてからゆっくりと目を開いた。クレートの扉を開けてあげるとゆっくりと出てきて、ぐーっと身体を伸ばした。

「ピッピ」

　名前を呼ぶとうれしそうに尻尾を振る。愛らしい姿はそのままで、純菜は涙をにじませた。

「よかったぁ。元気そう」

　きちんとブラッシングされているようで毛艶もよく、爪も短くカットされている。

　純菜は近寄って来たピッピを抱き上げると、ふわふわの体に頬ずりした。

「こいつは今日からうちの子だ」

「え……本宮さんが譲ってくれたんですか？」

　最後に別れたときの敵意むき出しの視線が思い出された。あのときの状況であれば、こちらの求めに応じてピッピを渡してくれるとは思えない。

「本宮さんがって言うよりも、あの秘書の玉川さんがこちらで暮らす方がピッピにとっても幸せだろうと判断してくれたんだ」

「そうだったんだ……」

「かなり時間をかけて説得してくれたみたいだ。結局こいつの世話も彼がしていたみたいだしな」

　お嬢様育ちで世間知らずの彼女だったが、玉川のような人が傍にいるのならば少しずつ変わっていけるのかもしれない。

「ピッピ、これからまたよろしくね」

　頭を撫でると「ワンッ」と元気よく返事をした。人間の都合であちこち住まいが変わることになってしまってかわいそうだったが、これまでの分愛情を注いで一緒に暮らしていこうと純菜は心に決めた。

　純菜の気持ちを察したのか、ピッピがぺろぺろと顔を舐めてきた。

「あ、今日はお化粧しているから、ダメだよ」

　止めてもなお、まだ舐めようとしている。

「俺に貸して」

「あっ」

　純菜の手からピッピが奪われた。

　壱生は正面からピッピと目を合わせている。

「お前ばっかりずるいぞ。俺は明るい時間にイチャイチャするの禁止されてるのに」

「ちょっと、それは違う……でしょ」

　相手はピッピなのだ。壱生とするキスとは違う。

「違わないだろ、こいつだってオスなんだから」

「確かにそうだけど」

「俺にやきもち妬かせるなんて、こうなったらピッピがしたのと同じだけ俺もキスしよう」

　名案でも思い付いたかのような発言に驚く。こういう顔をしているときはたいていよからぬことを考えている。

「ダメですよ、だって明るいうちはしないってさっき約束したじゃないですか？」

「約束は破るためにある……だろ？」

　彼はクスクス笑いながら、純菜の唇にキスを落とした。

　弁護士としては問題発言だ。

　でも……彼には逆らえない。だってこんなに好きなんだもの。

「たまには……いいかも」

　いつも真面目な純菜が言わないセリフに、壱生は軽く目を見開いて驚いた。

「じゃあ、遠慮なく続きを」

　壱生が深い口づけを繰り返し、純菜もそれに必死になって応えた。

　そんなふたりのやり取りを、壱生の腕の中のピッピが不思議そうな顔で見ていた。
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特別書き下ろし番外編










キスマーク・クライシス




　あったかい腕に抱かれて、目覚めのキス。

　純菜の朝の始まりの合図。ただしここで終わるのは平日だけ。休日はもちろんそれだけでは終わらない。

　きしむベッドの音と、彼女の吐息交じりの声に加えて壱生の甘い愛の囁きが部屋にあふれかえる。

「ん……壱生さん、もう、無理」

「悪い、もうちょっと付き合って。純菜のここも……」

　壱生の唇が純菜を慈しむように、彼女の素肌の上を滑っていく。

「……っん」

「ここも……」

「あっ……やだ」

「ここも、かわいいから我慢できない」

　まるで自分のせいだと言われているようだが、彼のまっすぐな愛を全身で享受している今、反論できない。もちろん怒ることなんてできず、むしろ彼から愛されていると実感さえするのだから、純菜も彼の愛し方に慣れてしまったようだ。




「はぁ、もう……動けない」

　指一本動かすのさえ億劫で、うつぶせになって枕に顔をうずめる。

「ほら、これ」

　壱生は自分が飲んでいたミネラルウォーターのペットボトルを差し出す。しかしけだるい純菜は体を起こすことさえ時間がかかる。

「はい……少し待ってください」

　掠れた声を出し、腕で体を支えて上体だけ起こそうとした。

「あぁ。起きられないのか」

　壱生にも純菜の惨状が伝わったようだ。彼はミネラルウォーターを自分の口に含むと、体を起こそうとしている純菜を仰向けにして、抵抗する暇を与えることなく口づける。

　純菜の口にミネラルウォーターを含ませると、彼女は喉をごくんと鳴らして飲み込んだ。

「い、壱生さん？」

　まさか口移しで水を与えられるとは思っていなかった彼女は、驚きで目を見開いた。

「ん、まだ欲しい？」

「いえ、あ……んっ」

　普通に飲みたいと伝えたかった純菜だったが、壱生の二度目の口移しで遮られる。慌てて口からこぼさないように飲み込んだ純菜の口の中に、次はミネラルウォーターではなく壱生の舌が差し込まれた。

　冷たい水に代わって口腔内に侵入してきた熱い舌で、純菜のそれを絡めとる。ぴちゃぴちゃという唾液の音が興奮を煽る。

　濃厚なキスで、思考を奪われた純菜は、彼に教えられた通りにキスを返す。

「ふはぁ……もう、ダメ」

　しかし彼に応えるのも限界がある。なんとかやめてもらおうとキスの合間に訴えた。

「純菜のキスが甘いのが悪い」

　……あぁ、またそうやって。

　純菜はもう諦めた。自分だって好きな人と触れ合うのはうれしいし、相手から強く求められることはもっとうれしい。

　結局壱生からの熱のこもったキスを受け止め続けた。

　そしていつもならこのあたりで終わるのだけれど、この日の壱生はなにか思いついたようにキスの合間にニヤッと笑うと、そのまま純菜を抱き上げてしまった。

「きゃぁ、壱生さん!?　なに？」

　突然体が浮いて驚きを隠せない。何度か抱き上げられたことはあるが、いまだに慣れずに必死になって彼にしがみついた。

「ん？　シャワー浴びようかなって思って」

「はい、それはわかるんですけど。なんで私まで？」

　一緒に暮らし始めて知ったのだが壱生は朝シャワーを浴びることが多い。それはいつものことなので驚きはしないが、問題はなぜ純菜が一緒にシャワーブースに向かっているのか、だ。

「純菜動くの大変そうだから。それに一度一緒に入りたかったんだよ。一緒に入ってこそ寝室のシャワーブースに意義があるんじゃないのか？」

「なんですか、その意義！」

　昔、この部屋に来たばかりの頃、寝室にシャワーブースがあるのは湯冷めしないためだと思っていた純菜だったが、壱生の解釈ではそんな大人ムードが漂う理由だとは……。

　温泉に一緒に入ったのは旅先の上、壱生に誕生日だからどうしてもと言われたからだ。シチュエーションが全然違う。

「いや、やっぱり壱生さんひとりで使ってください。私なら向こうのバスルーム使うので」

　一緒にシャワーを使うなど、恥ずかしすぎる。そんな恥ずかしい思いをするなら、この動かない疲れた体にムチ打って、ひとりでシャワーをあびた方がいい。

「そんな寂しいこと言うなよ。俺の長年の夢が叶いそうなのに」

　不満げにわずかに眉間に皺を寄せている。

「念願だなんておおげさですよ」

「そんなことないさ。でもこうやって多少強引にしないと、いつまで経っても俺の夢は叶いそうにないからな」

　純菜の抵抗をものともせず、数歩の距離のシャワーブースにたどり着く。衣類をまとっていないふたりはそのまま脱衣所を通過し、シャワーブースに入る。

　ガラス張りで下は大理石になっているブースは、ひとりで使用するのを想定して作られている。そのせいかふたりで入るとさすがに自由に動くことはできない。そう考えると不便だと思うが、壱生にとってはそれが好都合だったようだ。

「この狭さがいいんだよな。常に純菜が近くにいる」

「え、でもやっぱりわたし――ンッ」

　どうしても恥ずかしさに耐えられない純菜が、扉側を占拠している壱生の横をすり抜けて外に出ようとした。しかしそんなことを壱生が許すはずもなく、腕を掴まれてそのまま激しいキスをされる。そうすると純菜の体の力が抜けて彼にすべてをゆだねるのを知っているからだ。

　キスと同時に、頭上からちょうどよい温度の湯が落ちてきた。

　本当に、ズルいんだから！

　しかし純菜の壱生に対する少しの怒りなど、温かい湯に流されてしまう。

「さあ、これから俺がゆっくり綺麗にしてやるからな。純菜はじっとしていればいいから」

　抱きしめられた耳元でそう甘く囁かれる。

　そもそも動けなくなったのも、壱生のせいだ。理不尽ではないかと思うけれど、壱生のシャワージェルを付けた大きな手のひらが素肌をすべると、何も考えられなくなってしまう。

「壱生さん、私……っん、じ、自分でできますから」

　シャワーの熱気のせいか、はたまた壱生のいたずらな手のせいかわからないが、純菜の頬は桃色に染まっておりそれもまた壱生を喜ばせた。

「起き上がるのも大変だったじゃないか」

「もう、平気……んっ。大丈夫だから」

　純菜の体を〝洗う〟壱生の手は止まらない。体の形をなぞるような手つきに、純菜の吐く息も熱くなる。純菜を綺麗にするという本来の目的からはずれたいたずらな手に、彼女は逆らうことができない。

「大丈夫なんだったら、純菜は俺を洗って」

「え？　なに言ってるんですか！」

　突拍子のない言葉に、純菜はとんでもないと目を見開く。

「だって純菜のことは俺が洗うんだから、純菜は俺を洗えばいいだろう？」

　どうしてそうなるの？　そもそも壱生さんが私を洗うのは決定なの？

　純菜がパニックになっているのをいいことに、壱生は彼女の手を取って自らの胸のあたりに触れさせた。

「ほら、俺がやるように真似して」

「でも……」

「純菜、いいから」

　いつもこうやって強引に押し切られてしまう。しかし純菜もそれに従順に従う。根底に彼女が嫌がることはしないというルールが壱生の中にあるので、純菜も彼の言う通りにしてしまうのだろう。

「もう、強引なんだから！」

　壱生の男らしい胸筋に手を添えてゆっくりと撫でる。彼の心地よい体温が手のひらから伝わってくる。体の上でジェルが泡立ち、壱生の肌の上を純菜の手がゆっくり滑っていく。

「そう、初めてなのに上手だな。恥ずかしい？」

「はい」

　わかっていて聞くのはズルい。けれど純菜は素直に答える。

「悪いな。でも俺は最高の気分だ」

　純菜は視線を彼の顔に向けた。壱生もまた純菜を見下ろしている。

　水にぬれた髪の先から水滴が滴る。湯気が立ち上るのと一緒に彼の色気もシャワーブースに充満しているように思えた。

　お互いの視線を絡ませて、どちらからともなく口づけを交わす。

　純菜は恥ずかしい、嫌だと言っていたけれど、最終的には今日みたいなことになる。

　好きな人のむき出しの愛。それを一身に受けるそんな幸せを純菜が拒めるはずなどなかった。

　自分がこんなに誰かを好きになるなんて思わなかった。そしてそれがこんなにも幸せで人生を豊かにしてくれるなんて。

　この人に出会えて、好きになってよかった。

　ふたりでシャワーの下、抱き合いながら過ごした朝は、お互いの愛を確かめ合うひと時になった。その頃ピッピはベッドを占領して、ふたりがイチャイチャを終えて出てくるのをあくびをしながら待っていた。




「はぁ、ギリギリ間に合いそうですね」

「だから、大丈夫だって言っただろ」

　安心してほっとしている純菜と、余裕の表情の壱生。相変わらず物事のとらえ方が違うふたりだったけれど、お互いのそういうところを認めている。だからこそ理解が日々深まっていく。

　長時間の外出になるのを見越して、ピッピをペットホテルに預けた後、壱生の運転する車で向かっているのは、結婚式を挙げる予定の式場だった。

　今日は三度目のプランナーとの打ち合わせと、衣装合わせをする予定だ。

　仕事の話や今度行ってみたい店の話をしていると、目の前に白亜の洋館が見えてきた。大きなアイアンの門扉には白とグリーンを基調にしたリースがかけられている。まるでここだけは日常生活と切り離されているように思えるほどゴージャスだった。

　ふたりがここに決めたのは、会場の雰囲気や規模、立地もさることながら、チャペルが素晴らしかったからだ。ステンドグラスを通して差し込む柔らかな光が会場に満ちると厳かで幻想的な雰囲気に周囲が包まれる。

　純菜もそして壱生もこの会場しかないと思い、担当のプランナーと打ち合わせを重ねてきた。

　純菜はもちろん結婚式を楽しみにしていたが、壱生の気合の入りようが予想以上だった。今も純菜の試着しているドレスを真剣なまなざしで見ている。

「どうですか？」

　今身に着けているのは、クラシカルな雰囲気のシンプルなドレスだ。上質なシルクを使ったプリンセスラインのドレスは、バックのリボンが印象的だ。レースなどを使わずシルクのよさを生かすシンプルさが純菜は気に入って試着したのだが、壱生は何も言わずにあちこちから見ている。

「あの、やっぱりさっきのほうがいいですか？」

「いや、これすごく似合ってる。これがいいと思う。だから早く脱いだほうがいい」

「え、なんで？」

　せっかくだからスマートフォンで写真を撮ってあとで見返したりしたいし、母親にも相談したかった純菜は急いで脱がそうとする壱生に違和感を覚えた。しかし壱生はそのまま腕を引っ張って広い試着室のカーテンの向こうに純菜を連れ込んだ。

「純菜、すごくかわいいし、俺も永遠に見ていたい」

「いや、そこまで言われると……」

「だがな」

「ん？」

　鏡越しに見る壱生の顔がすごく真剣で、何事かと不安になる。

「背中につけたキスマークが丸見えだ」

「う、うそ！　ヤダ！」

　慌てた純菜は背中を壁につけて隠した。この試着室の中には彼女と壱生のふたりしかいないというのに。

「いや、この件に関しては俺が悪い。もっと考えて見えない場所につけるべきだった」

「そういう問題じゃないです！　もう、式が終わるまではキスマーク禁止にします」

　羞恥から涙目で訴えかけた。

　いつになく強い口調ではっきりと言い切った純菜に、壱生も今回ばかりは従うしかなかった。

　そんな新婚カップルの見えない場所での秘密のやり取りを、雰囲気で察したベテランプランナーは、今回のドレスは仮押さえをして和装の衣装選びを提案してきた。

「この色打掛、すごく綺麗」

「とてもお似合いです。和装はドレスに比べるとお召しになる方は少ないですが、最近はヘアスタイルを洋風にして華やかさを出したり、角隠しで古くからの伝統ある和の雰囲気を楽しむ方も増えてらっしゃいます」

「そうなんですね、すごくいいけど……こんなにお色直し必要ですか？　壱生さん」

「当たり前だろう。俺が見たい」

　彼の発言に、周囲にいたプランナーや衣装係が笑みをこぼした。

「ちょっと、恥ずかしいからそういうこと言わないで」

　頬を赤く染めた純菜が、壱生に訴えかけるが彼はどこ吹く風だ。

「仕方ないだろう。俺はかわいい純菜をみんなに自慢したい」

「もう、やめてください！」

　周囲の苦笑も気にしない壱生に、純菜は再度抗議の声を上げた。

　壱生さん……まだあのこと気にしてるんだ……。




　それは職場でもふたりが夫婦だと公表してしばらく経った頃だった。

　入籍をしても職場では〝矢吹〟の旧姓で働き、壱生のことも〝鮫島先生〟と呼んでいた。そんな状態なので職場の人以外は、ふたりが結婚したとは気が付かないままでいた。

　それで特に業務上の問題はなかったのだけれど、女性から引く手数多だった壱生が結婚した。しかも相手は過去噂になった芸能人でも、有力者の娘でもなくただの同僚だという。

　そうなると気になるのは相手だ。特別隠しているわけでもないので、すぐに純菜が相手だとわかる。

　その結果、壱生の結婚相手に興味を持つ人々から、純菜はしばしば注目を集めることになったのだ。

　どの人もそろいもそろって相手が純菜だとわかると「え？」と驚いた様子を見せて、不躾な視線を向け彼女を観察した。

　純菜自身ももちろんそのような視線を向けられて居心地の悪い思いをしたが、壱生の隣にいるようになって慣れた部分もあり、そこまで気に留めていなかった。

　むしろそのときの反応に壱生の方が、苛立ちを見せた。

　庇護欲の強い壱生が、自分の妻をそんな目で見られて黙っていられるはずなどない。しかし純菜がそれを必死になって止めたのだ。

　徐々にふたりが夫婦であることが知れ渡り「あの人が鮫島先生の奥さん？　嘘でしょ」と言われることもなくなった。だから純菜としてはすっかり忘れていたのだが、彼の中ではまだくすぶったままだったのだ。




「……それも、それもお願いします」

「え、待って、そんなにいらないから」

　衣装合わせの部屋から、打ち合わせブースに移動した後、お茶と焼き菓子をいただきながらプランについて相談していた。

　純菜はぼーっとひとり考え事をしていたら、話に置いていかれていて慌てた。

「なんでだよ。ここはもう少し豪華でもいいだろう」

　目の前の見積もりには、様々な演出がプラスされている。前撮りの写真の枚数や衣装も追加、式場の花も最高のものにグレードアップされていた。

　純菜がいらない、壱生が必要だと押し問答になり、プランナーは新しいお茶を持ってくると一旦席を外した。

「金のことは気にしなくていいって言ってるだろう」

「そういうことじゃないんです」

　必要ないものを消費するのは、純菜の信条に反するのだ。

「どうしてだ。俺は純菜を世界一の花嫁にしたい」

「それは本当にすごくうれしいです。だけど、せっかくなら私たちを祝福してくれる参列者の方に喜んでもらえるようにしませんか？　料理はすでに一番いいものだから飲み物をたとえば珍しいワインや日本酒を用意してもらうとか、あとは引き出物なんかも少し凝ったりできますよね？」

「純菜、でもそれじゃ――」

「壱生さん」

　純菜が珍しく壱生の言葉を遮った。

「それに私は壱生さんと結婚できるだけで、世界一の花嫁だと思ってますから」

　少し恥ずかしそうに視線をさまよわせながら、ワントーン小さな声で口にしたその言葉は、壱生の心を十分に満たした。

　純菜を選んで間違いなかったな、と。

　壱生は思わず彼女の肩を抱き寄せ、こめかみのあたりに小さなキスをした。

「い、壱生さん。ここ、外だから」

「わかってる。だからこれだけで我慢しているだろう」

「当たり前ですよ。もう！」

　照れ隠しして少し拗ねて見せるその顔もかわいくて仕方ない。壱生は一刻も早くふたりっきりになって純菜を愛でたいと切実に思い、彼女に熱のこもった視線を向ける。

　当の本人は追加の引き出物についてカタログを見ているので気が付かなかったが、その様子をプランナーは少し離れた場所で微笑ましく見ていた。

　結婚式の準備で喧嘩するカップルが多くて気を使うことはあるが、ここまでラブラブなカップルも珍しい。そんなふたりの門出を祝えることをうれしく思っていた。




　結婚式の打ち合わせとは長いものである。プランナーからの宿題として出されていたことを事前に決めていても、急遽プランが変更になったりすることが多く、結局いつも長丁場になってしまう。純菜たちも結局五時間も滞在していた。黄昏時にはまだ幾分早いが日は傾き始めている。

「さすがに疲れたな」

「はい。でも今日で色々決まってほっとしました」

　式場の駐車場で車に乗り込むと、純菜ははぁと安堵のため息をついた。

　純菜は笑みをうかべていたが、少し疲れた様子だった。

「お疲れさん。悪かったな。俺のわがままにつき合わせて」

「いいえ、そんなことありません」

　確かにこの式のあれこれは壱生の希望も多い。女性に任せる人が多い中、色々と一緒に考えて決めてくれる彼に純菜は感謝していた。

「素敵な式にしましょうね」

　少し首をかしげて微笑む純菜の頭を、壱生はハンドルをにぎりながら優しく撫でた。

「疲れてるだろうけど、今日はもう一か所付き合ってほしい」

「はい、もちろんいいですけど。どこに行くんですか？」

　尋ねる純菜に壱生はにっこりと笑った。

「いいところ、だよ」

　壱生はそう言うや否や、アクセルを踏み込んで目的地に車を向かわせた。




　到着したのは自宅と式場の途中にあるラグジュアリーな外資系ホテルだった。世界各国に五つ星ホテルを構えるカメリアグループが、昨年日本に満を持して建設したこのホテル。テレビや雑誌でも取り上げられ、葵が「一度でいいから泊まってみたい」と騒いでいたのを純菜は思い出す。

　車は地下駐車場に停まった。

「ここ、ですか？」

「あぁ。今日はここで過ごそう」

「え……泊まるんですか？」

　少し走れば家に着くのになぜだろう。そんな風に思った純菜の心を壱生はすぐに読みとった。

　彼は純菜の耳元に唇を寄せ、吐息を感じる距離で囁く。

「初夜の予行演習もしておいたほうがいいだろう？」

「……っ！　な、なんで」

　跳ねるように壱生と距離を取った純菜を見て、彼が声を上げて笑った。

「半分嘘で、半分本当。今日は疲れているだろうから、ここでゆっくりしようと思って予約しておいたんだ」

　優しくいたわるような視線に、純菜は心からの喜びを感じた。

「壱生さん、ありがとうございます」

　気遣いのできる人ということは知っていたけれど、妻になるとことさら大事にされていると日々感じる。

　壱生が車を降りて、助手席のドアを開けてくれた。

「ありがとう」

「いいえ、どういたしまして。奥様」

　しっかりと手を握られて歩き出した。エレベーターに乗りフロントのある三十階に到着する。外資系のホテルだが、日本の風情をうまく取り入れていておちついた雰囲気だ。

　フロントで名前を言うと、すぐに手続きを済ませてベルアテンダントが部屋に案内してくれた。

　三十八階、最上階にある部屋は、スートルームだ。正面にある壁一面のガラス窓、そこから日の落ちた東京のきらびやかな夜景が出迎えてくれた。

「わぁ～素敵！　広い～」

　ベルアテンダントが「ごゆっくりおすごしください」と言い去っていく間も、お礼をいいつつもそわそわと周囲を眺めていた。

「リビングに書斎まで……はぁ。スイートってこんなに豪華なんですね」

　チャコールグレーとブラックを基調に、木のぬくもりも感じられる温かみのある部屋は、ゆっくりとした時間を贅沢に過ごすのには完璧な空間だった。

「気に入った？」

　壱生はソファに座り、純菜を手招きする。彼にいざなわれ純菜は彼の隣に座った。

「はい。でもこんな豪華な部屋もったいなくないですか？　記念日でもないのに」

　そもそも愛情はたっぷりだが、決して裕福とは言えない家庭で育った純菜にとって、こんな部屋は特別なことでもない限り利用しない。

「もったいない？　そんなはずないだろう。俺にとっては君と過ごす毎日はいつだって記念日みたいなものだ」

「な、何言ってるんですか」

　恥ずかしくて壱生から目を逸らそうとしたけれど、彼がそれを許してくれない。顎を掴まれてクイッと上を向かされた。

「俺はいつだって本気だ。食事まではまだ時間がある。早速、初夜の予行をしようか」

「え、あれ本気だったんですか？」

「だからさっきも言っただろ、俺はいつだって本気だ。さぁ、大人しく俺に抱かれなさい」

　壱生が手を伸ばして、純菜を引き寄せた。体勢を崩した彼女は壱生にもたれかかる。

「でも、まだ暗くなったばかりだし」

「時間なんて関係ない。ほら黙って」

　壱生は純菜の唇に自分の人差し指を当てた。その指が彼女の唇を割って口腔内に侵入する。純菜もまた抵抗せずに、彼の指に自分の舌を絡めた。

　すっかり彼の行動に合わせることに慣れてしまっている。それだけふたりの時間を過ごしてきたということだ。

「あぁ、純菜。すごくかわいい。食べてしまいたい」

　自分でさせた行為にもかかわらず、壱生の目に一瞬にして欲望が宿る。彼は純菜の口から指を引き抜くと、彼女の唇にキスをしながら、待ちきれないとでもいうように純菜の服を脱がしていく。

「ん……はぁ。壱生さん」

　少し強引とも思える手つきが、純菜の体に火をともす。こんなに自分に対して焦れている壱生を思うと、純菜も彼が愛おしくてたまらなくなる。お互いがお互いを欲しすぎている。

　壱生はあっという間に純菜の服をはぎ取ると、彼女の体に残されているキスマークを見て満足気に笑った。

「俺のものだっていう印、もっとつけたい」

　壱生の舌が純菜の首筋を這う。

　しかしいつも従順な純菜もこのときばかりは、ダメだと言う。

「昼間約束したはずですよ、キスマークは式が終わるまでダメだって。我慢してください」

「はぁ、無理なこと言うなよ。〝約束は破るためにある〟そうだろう？」

　いつもの口癖を耳元で囁きながら、舌で耳をもてあそぶ。

「……んぁあ、ダメ、それ」

「ん？　じゃあキスマークつけてもいい？」

「はぁ、ん……それは……」

「絶対見えないところにつけるから」

　そこまで言われると、ＯＫするしかない。純菜自身もその行為自体が嫌なわけではないのだから。

「わかりました。見えないところな……きゃあ！　そんな、そこはっ」

　純菜の予想もしなかった場所に、壱生が唇を這わす。

「ここなら、絶対誰も見ない。……俺以外はな」

　ニヤリと笑う彼の色気に満ちた意地悪い顔に、純菜の胸がドクンと音をたてた。

　約束を破った敏腕弁護士の旦那様は、新妻の恥ずかしい場所にたくさん愛の印を刻み付ける。

「これからもずっと、君は俺のものだ」

　そう呟きながら……。
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あとがき




　はじめましての方も、お久しぶりの方もこの度は「天敵弁護士は臆病なかりそめ妻を愛し尽くす」を手に取ってくださってありがとうございます。

　今回はモテる弁護士をヒーローにしてみました。私は登場人物を考える際その人のエピソードを落書きみたいな感じで書きます。今回そのノートを振り返ったときにひどい元カノエピソードがたくさん書いてありました。

　本文中に出てきた、部屋の床にケチャップで「バカ」と書かれたとか、婚姻届けに勝手に名前を書かれたとか、ＳＮＳで知らない間に他人の彼氏になっていたとか……。

　怖すぎてお話に盛り込むのをやめたものもちらほら。男女の間には何があるかわかりませんね。だからこそ面白い。

　あと今回は子犬のピッピを登場させています。実はもっとたくさん登場させる予定だったのですが、ピッピの可愛さが全面に押し出されヒーローがかすんでしまうほど（？）だったので少し出演をお控えいただきました。

　小さい子と動物はついついかわいくてたくさん登場させたくなりますね。私だけかもしれませんが……。




　今回表紙を書いていただいたのはチドリアシ先生。男性の腕フェチの私にとってご褒美すぎる表紙でした。ヒロインのとろけるような表情もたまりません。ふたりの甘い雰囲気が伝わってくる素敵なイラストをありがとうございました。

　今回、すごく悩みながら作り上げた作品でした。支えてくださった担当さん、編集協力の森岡さん。感謝感謝です。

　そしてこの本を手に取っていただいた皆様。くすっと笑って胸キュンしていただけたら本当にうれしい限りです。

　これからもみなさんの元に幸せなお話をお届けできるように、努めてまいりますのでどうか書店でお見かけの際はよろしくお願いいたします。




　感謝を込めて。




高たか田だちさき
















この物語はフィクションであり、実在の人物・団体等には一切関係ありません。

本書の無断複写・転載を禁じます。
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